




｢Delphi3Q&A150選」

Delphiの華々しい登場から2年あまりが過ぎ、ビジュアル開発ツールとして広く知られるようになりま

した。本書の前身である「DelphiQ&A120選」「Delphi2.0Q&A120選」は、この斬新な開発ツールを使

いこなすための情報を提供してきました。今回、Delphi3に対応するにあたり、項目の見直しや新しい項

目を追加する以外に、少し方針を変更しました。

まず、イラストではなく画面を掲載することで、いくつかの項目については実際の使い方を確認でき

るようにしました。また、動作原理の理解よりも実際の問題解決を中心にすることを考えました。この

ため、いくつかの問題については、プログラムコードを提示する代わりに付録CDでコンポーネントを提

供しています。

たとえば、Delphiで作成したアプリケーションでは、メインフオームのアニメーション動作（最小化

や復元で、段々大きさが変化する動作）が使われません。これを実現するためには、かなり高度なプロ

グラミングが必要ですが、本書の回答は独自のコンポーネントを配置するだけというものです。コンポ

ーネントは、内部でどんな複雑な処理をしていても、利用者はその内部に立ち入ることなく簡単に使え

ます。これは、Delphi自身の特長を活かすことでもあります。

フォームのアニメーション以外にも、25個以上のコンポーネントがソースコード付きで収録されてい

ます。これらのコンポーネントやサンプルプログラムをお使いいただければ、あらためてDelphiの奥深

さを感じていただけると思います。また、技術的な仕組みに興味のある方は、CD-ROMに収録されてい

るソースコードを直接参照してください。

なお、本書の動作確認はDelphi3Client/ServerSuiteおよびWindows95によって行なっています。本

書によって、Delphiへの理解が進み、さまざまな場で活用されることを願ってやみません。

最後になりますが、編集を担当されたビレッジセンターの多田尚弘氏には、いつもながら短時間での

作業を強いることになりました。また、読者の方からのお便りにも励まされることも多くありました。

この場を借りて、氏ならびに読者の方々に心より感謝いたします。

ポーランド株式会社マーケティング部大野元久



｢Delphi3Q&A150選」利用法

本書には､Delphi3に関して特にパソコン通信で寄せられた質問に対する回答を記載しています。また、

多くの質問について単なる可能、不可能だけでなく具体例などを交えて説明してあります。

ここに記載しているほとんどの内容はDelphi3に含まれるドキュメントやVCLソースコード、

WindowsAPIなどに公開されている情報を元に作成したものですが、ポーランドのテクニカルサポート

では本書に関する質問は受けません。誤りや、よりよい解決策などの指摘などはビレッジセンター宛に

ご連絡ください。原則としてテクニカルサポートセンターでは個々の技術的な質問については受け付け

ていませんが、本書ではそうした質問に対してもできるだけ具体的な解決策を提供しようとしています。

ただし、マニュアルやオンラインヘルプ、添付のドキュメントを読めば簡単にわかるようなものはあ

まり掲載していません。その意味で、本書の内容はやや高度なトピックを含んでいるものもあります。

なお、マニュアル、ドキュメントファイル、各種のサンプルプログラムは、Delphiを理解する上で非常

に役立つものとなるでしょう。是非時間をかけて通読されることをお勧めします。

本書に記載されているプログラムリストの多くは、フォーム上に配置したボタン(Button)のイベントと

して定義されています。フォーム上にボタンを配置し、イベントハンドラにプログラム例の内容を定義

することは、そのプログラムの動作を確認する簡単な手段です。さらに、結果を表示したい場合は

ListBox-fMemoコンポーネントに文字列を追加したり、ShowMessageで表示しています。

そして、こうしたプログラムではリストの一部を省略しているものがあります。たとえば、フォーム

ユニットにおいて型を宣言するインターフェース部(interface)と実装部(implementation)の間には、必ず

implementationという予約語や|$R¥DFM|というリソース指令が必要ですが、ほとんどのプログラムで

はこれらを記載していません。完全なプログラムリストは、添付のディスクに含まれているファイルを

参照してください。なお、コンポーネントを作成するプログラムについては全プログラムリストを掲載

しています。

本書は現在発売されているWindows95における日本語Delphi3について言及しています。多くの内容

はWindowsNTや英語版Delphi、将来のバージョンでも応用できると思いますが、動作については確認

していません。一部の手法はドキュメントされた内容ではなく、VCLソースコードに依存しているもの

もあります。こうした手法は、将来のバージョンでは使えなくなる可能性もあります。SQLサーバーに

関するプログラミングについては本書では取り上げていません。

本書の目的は、単なるQ&Aにとどまりません。本書は、Delphiの仕組みや特長について理解を深める

ことにあります。このため、ひとつの質問に対して解説が長いものや、やや難しいトピックを含んでい

るものもあります。しかし、トラブルシューティングの目的以外でも本書を読んでいただければ、今ま

で気づかなかったようなDelphiの機能が少なからず発見できるでしょう。



表記規則

本文中では、やさしい方から

OQ&aが容易に"で意ることを蕊してぃ蓋す。

。…理解するためにある震…識を"とすることを表してい書す。

、…"するためにか…知識を必要とすることを表しています。

③､Q…解する…難篇に高度な知識を必要とすることを表しています。
として記載してあります。

難易度マークは、あくまでめやすとしてご利用ください。質問に対する答えが付録CDのコンポーネン

トで容易に解決する場合でも、その内部栂造を理解するためには高度な知識を必要とすることがあります。

その他の記号の意味は、下記のとおりです。

②
聯
②

オンラインヘルプを参照することを意味しています。

注意すべきことや、特に重要な点についての説明です。

付録CDに収録されているサンプルプロジェクト名です。

プログラムファイルに関して

質問に対する回答で、付録CDに関連するファイルやプログラムが収録されているものは、「付録CD」と

してプロジェクト名(.DPR)が記載されています。プロジェクトに関するすべてのファイルについては、付

録CDのREADME.TXTを参照してください。また、コンポーネントや特別なユニットについては、ユニッ

トファイル名が記載されています。なお、複数の回答で同じプロジェクトを参照している場合もあります。

サンプルプログラムの中には、付録CDで提供されるコンポーネントを使っているものもあります。使

用するコンポーネントについても記載してありますが、あらかじめQACOMPOディレクトリのコンポー

ネントをDelphi3に登録しておくことをお勧めします。

※本書の一部または全部を無断で引用することを禁じます。ただし、本笹で提供されているプログラムを作成するア

プリケーションに組み込んだり、配布することは自由です。付録CDで提供するコンポーネントを配布する堀合は

実行形式に埋め込むか、パッケージ(dclqaSO.dpl)を利用してください。コンポーネントについては、ソースコー

ドのまま配布することを禁じます。
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第 章

統合開発環境

本章では、Delphiの統合開発環境の使い方を含むプログラミ

ング以外の質問を取り上げています。
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プロジェクトを保存するときにフォームとプロジェクトに同じ名前を付けようとすると

｢フォームまたはモジュールXXXは、すでにプロジェクトに登録されています」というエラ

ーが発生します（図1-1)。同じ名前では保存できないのでしょうか。

図1-1プロジェクト名とフォーム名の重複エラー

|ｴﾗー 園’

、"~‘震た'爽"~ﾙ…!…iWxW雲副､てい雲す
【覇蔵冒司w砂」

Drlphiでは、フォームとプロジェクトに同じ名前を付けることはできません。

Delphiのフォームは拡張子が.DFMというフォームファイルと.PASというユニットファ

イルとで成り立っています。

.DFMファイルは、フォームやフォーム上に配置したコンポーネントのプロパテイやイ

ベンI､ハンドラなどの名前を保持するバイナリファイルです。このファイルは、ビジュア

ルに設計した内容を保持するもので、通常は他のテキストエディタなどでは扱えません。

.PASファイルは、フォームファイルに対応するイベントハンドラなどの手続きや関数

を記述したプログラムファイルです。.PASファイルの先頭には「uni七ユニット名」とい

う記述があり、ObjectPascalのユニットであることを示しています。

もともと、ObjectPascalの元になっているポーランドのTurboPascalでは、プログラム

を複数のソースコードに分けて開発するためにユニットという手法を使っていました。メ

インプログラムは、「programプログラム名」という記述ではじまります。それ以外のプ

ログラムはユニットとなります。通常、プログラム名やユニット名は保存するファイル名

と同じ名前を付けるため、それぞれ異なる名前にしておく必要があります。

Delphiでは、すべてのフォームに対するユニットファイルをまとめているのが、プロ

ジェクトソースというプログラムファイルです。メインメニューで[表示(V)lプロジェク

トソース(J)]を選ぶと、プロジェクト全体を管理するためのメインプログラムが表示され
ます。このプログラムの拡張子は.DPRとして保存されていますが、実際には他のユニッ

|､と同じくObjectPascalのプログラムです。拡張子が違うのは、他の一般的なユニット

ファイルと区別するためです。

以上の理由により、プログラム名とユニット名に同じ名前を付けることはできません。

また、フォームファイル名がそのままユニット名として使われるため、保存するファイ

ル名とフォームの名前を同じにすることはできません。これは、いずれもグローバルな識

別子になるため同じ名前を許すと両者を区別できなくなるためです。
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Delphiでプロジェクトを新規に作成し、保存するときに必ずDelphiのディレクトリがデフ

ォルトになっています。［プロジェクト(P)lオプション(0)1ディレク|､リ/条件]で[出力デ
ィレクトリ(0)1を指定しても、変化はありません。デフォルトのディレクトリを指定するこ

とはできないのでしょうか。

[BorlandDelphi3]グループのDelphi3ショートカットで右クリックし、［プロパテイ

(R)]を選びます。あるいは、Windows95の[スタート]、［設定(S)]、［タスクバー(T)]で[タス
クバーのプロパティ]ダイアログを表示させ、［スタートメニューの設定]ページで[詳細]ボ

タンを押し、［プログラムiBorlandDelphi3'¥Delphi3]で右クリックして、［プロパテイ
(R)]を選びます。

ここで[ショートカット]ページの[作業フォルダ(S)]を変更すれば、Drlphiがファイルを
保存するときのデフォルトのディレク|､リを変更できます（図1-2)。通常、このディレク

|､リはDelphiをインストールしたディレク|､リ(C:¥ProgramFiles¥BorlandYDelphi3など）
になっています。つまり、特に何も変更しなければファイルを保存するときにカレンl､デ

ィレク|､リがこのディレクトリになります。

［プロジェクト(P)lオプション(0)]で表示されるダイアログボックスのすべてのページ
の項目は、コンパイラのためのものです。作成しているフォーム(.DFM)やユニット

(.PAS)をどこに保存するかということは、コンパイラには関係ありません。［ディレクト

リ/条件]ページの[出力ディレクトリ(0)]は、「コンパイラが出力する場所」を指定すると

いう意味になります。コンパイラは、ユニットオブジェクト(.dcdや実行ファイル

(.FXF)を出力しますが、そのときに使われるのがこの「出力ディレクトリ」です。

図1-2作業フォルダの変更

IDa職､i3のう‘ﾛﾉ鏑
ロ

回訓jg潅劉ﾌデｲﾙの情調調-卜加卜｜

種。｡順刷‘

？
■

穂鯛：ｱﾌﾘｸｰｼｮﾝ

鳩所：BIN

リン症唾|es¥BwlandDelphi3¥BINDELPHI32・EXE毎’Gs¥Bofland¥Deゆhi3¥BIN¥DELPHI32・EXE哀

作業ﾌｫﾙﾀﾞ轡|C;¥MyProjecl|－－1

知､-ﾄｶｯﾄｷー <&.なし

実行時の大きさ⑧l通常のｳｨﾝﾄｳ亘I通常のｳｨﾝﾄｳ 且

リン院を探す唾)－リン'先を操”-」 アイカ…ｰ〃ｨ刀唾“-I

X

OK キ職'ｾル 『‐蕗新④
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設計したフォームに余計なコンポーネントが追加されていたり、誤ってプロパテイやイベ

ントハンドラを設定していないかどうかを調べるために、フォームの情報をテキスト形式

で表示することはできないでしょうか。

Q、

e
ビジュアル開発の場合は、すべてをソースコードで記述する場合と違ってプログラムを

1行ずつ追いかけることができません。Delphi3では、フォームのスピードメニューで

[テキストとして表示mを選べば、フォームの情報がコードエディタにテキスト形式で表
示されます（図1-3)。このとき、コードエデイタにはユニッl､ソースコード(.PAS)は表

示されません。また、そのフォームから継承しているフォームがあれば、あらかじめ継承
したフォームもテキスト表示に切り替える必要があります。

図1-3フォーム’情報をテキストで表示する
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フォームは､次のようなテキストに展開されます。これを編集した後でスピードメニュー

の[フォームとして表示(V)]を選ぶと、再びビジュアルなフォームとして表示されます。
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もし、フォームそのものではなく特定のコンポーネンl､、または配置したすべてのコン

ポーネントの情報をテキストで確認したいのであれば、フォーム上で必要なコンポーネン

I､をまとめて選択して[編集(E)lコピー(C)]を選び、コードエディタや他のテキストエデ

ィタに切り替えてから[編集(E)l貼り付け(P)]を選びます。Delphiの2Way-Toolという機能
によって、ビジュアル開発の内容は自動的にテキス|､形式に変換されます。

また、DOSプロンプトではCONVFRT.EXEというコマンドラインユーティリティを使

って、フォームファイル(.DFM)とテキストファイル(.TXT)を相互に変換できます。ただ

し、フォーム上にビットイメージやアイコンがある場合は、イメージデータがすべて16

進データとしてテキス|､に変換されるため、膨大な大きさのファイルになることがありま

す。この場合は、いったんイメージやアイコンを初期化しておく方がよいでしょう。

パネルのような、他のコンポーネン|､を配置できるコンテナコンポーネントを使ってい

る場合は、コンテナコンポーネントの定義中に表示されます。本来、コンテナコンポーネ

ント上にあるべきものが、この中になければコンテナ上に置かれていないということが考

えられます。
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フォームの継承を使っている場合は、先頭の行はObec七ではなくinhe工土上edから始

まります。また、継承したオプジェク1,でプロパティが変更されているものは、

inheri上ed～endの間に変更されたプロパティだけが表示されます。
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フォームを股計した後、誤ってコンポーネントを移動しないように位置を固定しておくこ

とはできませんか。

すべてのコンポーネントを配置したフォームで、後はオブジェクトインスペクタでプロ

パティやイベントハンドラだけを設定するという場合でも、コントロールを選択するため

にクリックしようとして誤ってドラッグして移動させてしまうかもしれません。

このような場合は、［縄集(E)Iコントロールのロック(K)]を選んでおくと、すべてのコ

ントロール（ビジュアルコンポーネント）を移動できないように固定しておくことができ

ます。この場合、すべてのコンポーネントの位置が固定されますが、タブ順序や前後関係

(zオーダー）は変更できます。また、新しくコンポーネントを配置することはできます

が、いったん配置した位置を変更することはできません。ロックを解除するためには、も

う一度I煽集(E)lコントロールのロック(K)]を選びます。

フォームにパネルを配置してAlignプロパティをalClientにしているため、フォームをクリ

ックする喝所が隠れています。フォームのプロパティを変更するためには、どうすればよ

いでしょうか。また、フォーム上のコンポーネントをドラッグの範囲指定で選択するよう

に、パネル上のコンポーネントを選択することはできませんか。

フォームやフォームに配置したコンポーネントは、オブジェクトインスペクタのタイト

ルバーのすぐ下にあるオブジェクトセレクタという場所で選択できます。

フォーム上で一つのコンポーネントを選択している場合は、そのコンポーネントを

[Shift]を押しながら左クリックで選択することでフォーム自身を選ぶことができます。

CShift]+左クリックは、複数のコンポーネントの選択．非選択状態を切り替えるものです。

また、他のコンポーネントを配置するコンテナとして使われているパネルなどのコンポ

ーネントは、フォーム上のように単純にマウスのドラッグによる範囲指定をしようとして

も、パネルそのものを移動することになってしまいます。この場合は、[Ctrl]を押しなが

らドラッグすれば、ドラッグした範囲のコンポーネントをまとめて選択できます。
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アプリケーションをコンパイルしたり栂文チェックをするときに、コンパイル行数などが

まったく表示されません。BorlandC++1TurboC+-+のように進行状況を表示することは

できないでしょうか。

通常は､少しでもコンパイル時間を短縮するためにコンパイル状況を表示していません。

【ツール(T)l環境オプション(0)1設定】で[コンパイル状況の表示(C)]をチェックすれば、コ
ンパイル行数が表示されるようになります。

オブジェクトインスペクタの【イベント1ページで、イベントハンドラを定義しようとしてダ

ブルクリックしたのですが、誤って別のイベントを選んでしまいました。簡単に定義を削

除することはできませんか。

イベントの項目をダブルクリックしてプロトタイプが生成されても、プログラムをコン

パイルするときや実行するときまでに何も入力しなければ、そのプロトタイプは自動的に

削除されます。もし、空のイベントハンドラだけでも残しておきたい場合には空のコメン

ト（|}）などを記述しておいてください。

コンポーネントをまとめて選択して、もっとも左に寄せたいのですが、フォームのスピー

ドメニューの【位置合わせ(A)]で[左寄せ(N)】を選んでも別の堀所に飼整されてしまうことがあ

ります。

Delphiの位置合わせ機能は、最初に選択したコンポーネントを基準にします。つまり、

すべてのコンポーネントを一番左側に合わせるのであれば、最初にもっとも左側のコンポ

ーネントを選ぶ必要があります。右寄せや上に寄せる場合も同様です。ただし、等間隔に

配置する場合は、配置されている位置の順で並び換えられます。

23
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ごく単純なプログラムを作成しても、実行ファイルの大きさが180KB程度になってしまい

ます。実行ファイルの大きさを小さくする方法はないでしょうか。

Delphiは、単独で実行できるアプリケーションを作成できるのが一つの特長ですが、

これはDelphiが使うすべての機能が実行ファイルの中に埋め込まれるということも意味
します。つまり、フォームやコンポーネントを処理するプログラムコードも実行ファイル

の中に埋め込まれます。

しかし、Delphi3ではパッケージという機能が採用され、フォームやコンポーネントに
関する処理とアプリケーション側のプログラムコードを分割できるようになりました。パ

ッケージを使うためには、【プロジェクト(P)lオプション(O)]で、［実行時パッケージを使

って構築(B)]チェックボックスをチェックしてください。実行ファイルにフォームやコン
ポーネントのためのコードが埋め込まれなくなるため、サイズを大I偏に小さくできます

(図1-4)。

図1-4パッケージを使う設定
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パッケージを使って構築されたアプリケーションを実行するには、BINディレクl､リ

(または¥Windo¥vs¥Systemディレクトリ）にある・.DPLという実行時パッケージが必要に

なります。これは、最低でも1.5MB以上の大きさになりますので、配布するアプリケー

ションの数が少ない場合は、パッケージを使わない方が配布サイズが小さくなることもあ

ります。

なお、Delphi3で配布できるパッケージファイルの種類については、Delphi3デイレク
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トリにあるDEPLOY.TXTに書かれています。パッケージの詳細については、「言語ガイド」

の第15章やオンラインヘルプを参照してください。

また、Delphiでは、ビジュアルプログラミングを使わずにWindowsAPIだけでプログ

ラムすることができます。たとえば、Iファイル(F)Iアプリケーションの新規作成、】で新

しいプロジェクトを作成し、【表示(V)lプロジェクトマネージャ(P)】を使ってプロジェクト
マネージャからユニットUnitlを削除すると、空のプロジェクトができあがります。プロ

ジェクトソースは、【表示(V)lプロジェクトソース(J)]で表示できます。ここに以下のよう
なプログラムを入力すれば、非常に小さいアプリケーションを作成できます。

Pz◎豆zamSmallApp;

usesWindows;

{$R*.RES}

begin

MessageBox(0,'Heﾕﾕ。,Deﾕ域1iPrograiraner!','SmaﾕﾕApp',MB_OK);
＠画包一

CHAP1¥SMALLAPP.DPR

コンポーネントを作成して、Iコンポーネント(C)lインストール(I)]でインストールしたの
ですが、コンポーネントパレットに表示させるアイコンを指定する方法がわかりません。

まず、【ツールrolイメージエディタ]でコンポーネントファイル名に対応するリソース

(・DCR)を作成します。このリソースに新たにビットマップリソース(16×16～20×20程
度)を新規に作成し、リソース名をコンポーネントのクラス名(TTEXTなど)と同じにしま

す。ここで、リソース名はすべて大文字にします。

このファイルをコンポーネントのソースコードと同じディレクトリに置いておきます。

こうしておけば、自動的にこのビットマップがコンポーネントパレットに登録されるアイ

コンとして使われます。コンポーネントリソースが作成されていないか、該当するクラス

名のビットマップリソースが見つからない場合は、上位クラスのビットマップがそのまま

使われます。
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CCtrl)+[Shift]+CR]を押すと、以後入力するキー操作を記録が始まり、ふたたび[Ctrl]+

[Shift]+[R]を押すまで続けて記録されます。[Ctrl]+[Shift]+[P]を押すと、記録されたキ

ー操作が自動的に実行されます。

たとえば、挿入状態で行頭にカーソルを移動させ、[Ctrl]+[Shift]+[R]、〔/〕、〔ﾉ〕、

[CtrlM←〕、〔↓〕、[Ctrl]+[Shift]+[R]と入力すると、以後は[Ctrl]+[Shift]+[P]を入力

するだけで連続する行をコメントにできます。

この他、[CtrlMK]に続いて数字(CO]～[9])を入力することで10個のカーソル位置

を記憶することができます。記憶した位置へジャンプするには[CtrlMQ]に続いて対応す

る数字を入力します。記憶した位置はしおりとして、エディタの左端にアイコンが表示さ

れます。しおりは、プログラムを編集した後でも正しい位置を表示できるよう行の追加・

削除によって自動的に移動します。デフォルトのキーマップを使っている場合、[Ctrl]+

〔2〕のようなキー操作で直接しおりの場所に移動できます。

エディタのキー操作については、オンラインヘルプの[Delphiの使い方｜プログラミン

グ環境｜キーボードショートカット]を参照してください。
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Q.ｱｾﾝブﾘﾚベﾙでのデバｯグはｻボーﾄされていませんか。

◎
正式に公開された機能ではありませんが、レジストリを設定することでCPUウインド

ウを表示できるようになります。具体的には、HKEYCURRENTUSER¥Software

¥BorlandYDelphi¥3.0YDebuggingキーでEnableCPUを1に設定します。また、次のプログ
ラムを実行しても設定できます。

usesRegisﾋｴy；

p工ocedureTFo工ml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObect);
VaZ

Reg:TReglniFile;
begin

Reg:=TRegIniFile.Create('Sof上ware¥Boエユand¥Delphi¥3．0');
Reg.Writelnteger('Debugging','EnableCPU',1);

Reg.Free;

end;

このレジスI､リを設定した後、Delphi3を起動すると[表示(V)]メニューに[CPUウイン

ドウ(D)]という項目が追加されていることがわかります。これを使うと、図1-5のような
CPUウィンドウが表示され、逆アセンブルリストやレジスタ、データなどが表示できま

す。

図1-5CPUウィンドウ
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Delphi3では、［検索(S)ファイル検索(D)]を使うことで、プロジェクトに関連するファ
イルや指定したディレクトリに含まれるすべてのファイルから文字列を検索できます。

たとえば、Professional版以上に含まれているVCLソースコードからCreateParamsメソ

ッドをオーバーライドしている部分を調べたい場合は、検索文字列として

｢'"̂procedure.oCreateParams」を入力し、［オプション]の[正規表現検索(R)]をチェックし、
[対象]で[指定ディレクトリ(D)]を選び、ファイルマスクで「C:¥ProgramFiles¥Borland

¥Delphi3¥Source¥｡.PAS」を指定し、［サブディレクトリを含める(S)]をチェックします

(図1-6)。検索文字列の「八」や「.｡」は、行頭や任意の文字列のための正規表現です。正

規表現の内容については、オンラインヘルプを参照してください。

図1-6ファイル検索
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検索の結果はコードエディタのメッセージとして表示されるため、一覧表示されている

項目から適当なものを選んでダブルクリックすれば、ファイルがコードエディタに読み込

まれ検索された位置にカーソルが移動します。
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Coo旧ar/ToolBarやImageListを組み合わせて作成したツールバーを他のアプリケーション
でも使いたいのですが、フォームをコピーする以外によい方法はないでしょうか。Q.

e Delphi3では、コンポーネントを組み合わせたり、イベントハンドラを定義したものを
再利用するためにコンポーネントテンプレー|､という機能があります。フォーム上に配置

し、プロパティやイベン|､ハンドラを設定したコンポーネントを選び、［コンポーネント

(C)コンポーネントテンプレートの作成(T)]を呼び出すと、図1-7のようなダイアログボ
ックスが表示され、新しいコンポーネントとして登録できます。

図1-7コンポーネントテンプレートの登録
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登録したコンポーネントは、コンポーネントパレッ|､の指定したページ(Templatesな

ど）に表示され、別のフォームやアプリケーションでも利用できるようになります。イメ

ージを登録したImageListやプロパティを設定したデータベースコンポーネントなどを登

録しておけば、これらを再利用する手間が大Il偏に省けます。

コンポーネントテンプレー1,は、他のコンポーネンl､と異なりVCLに直接組み込まれ

るわけではありません。このテンプレートを他の人が利用する場合は、BINディレクトリ

のDFLPIII32.DCTをコピーする必要があります。
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Iツールml環境オプション(O)】の【設定]ページで、【共有リポジトリ】のディレクトリを

共通のネットワークディレクトリに設定しておけば、複数のプログラマが同じリポジトリ

情報を共有できます。

Delphi2.0では、HKEYCURRENTUSER¥Software¥Borland¥Delphi¥2.0¥Repositoryキ

ーにBaseDirという文字列キーで共有ディレクトリを指定します。

Q､｡LLを作成しているのですが､どのようにデバｯグすればよいでしょうか。

e

Q、

⑤
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Delphi3では、作成するDLLを呼び出すアプリケーションを[実行(R)l実行時引数(P)】

の[ホストアプリケーション(A)]で指定できます。こうすることで、まずDelphiがアプリケ

ーションを呼び出し、DLLをデバッグするためにDelphiの統合デバッガの機能を利用で

きます。

プログラムのデバッグ中に、任意の関数の戻り値を鯛べたり、実行することはできませ

んか。

［実行(R)l評価ﾉ変更(V)]メニューや[Ctrl]+CF4]で呼び出せる式の評価を使うことで、変

数を見たり、計算させる他にも、さまざまなことを試すことができます。たとえば、

Formlに配置したButtonlのOnClickにイベントハンドラが割り当て、Formlの別のイベ

ントハンドラで停止中の場合、式の評価を呼び出して[評価する式(E)】として
｢ButtonlClick(Button)」と入力します。

畷価M】ボタンを押すと、実際にイベントハンドラが呼び出されます（図1-8)。このと

き、ダイアログボックスを表示するような手続きやメソッドを使うと、開発環境とアプリ

ケーションとの前後関係がうまく調整されないことがあります。この場合、互いのウィン

ドウをクリックしたり、最小化するなどしてください。また、オープン配列のように特殊

な引数を持つものは評価できないこともあります。
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図1-8式の評価を使ったイベンl､ハンドラの呼び出し

通常、プロジェクトで作成した手続きや関数にはデバッグ情報が追加されているため、

このような関数は式の評価で呼び出すことができます。ただし、どの場合でもプログラム

の停止した場所から呼び出せるものでなくてはなりません。たとえば、作成されていない

フォームのイベンl､ハンドラを呼び出そうとすると、エラーが発生したり、致命的な問題

が生じることもあるので注意してください。また、どこからも使われていない手続きは、

最適化によって削除されてしまうため、使えない場合もあります。

フルインストールするか、カスタムインストールで[デバッグライブラリファイル]を指

定している場合（デフォルト）は、SLIMデイレク|､リにあるデバッグ情報付きのコンポ

ーネントライブラリをL肥ディレクl､リにコピーすることで、VCLが提供する手続きやコ

ンポーネン|､についても同じ処理ができます。この場合も、プログラムで直接または間接

的に使われていない手続きなどは削除されてしまうため、呼び出せません。

式の評価で手続きを呼び出す場合、対象となるプログラムコードの実行位置が一時的に

切り換えられていることに注意してください。手続きが内部の変数や状態を変更するよう

な場合、プログラムを継続して実行する際の障害になることもあります。
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プログラムをデバッグする際だけに、デバッグ用のメッセージを表示させたいのですが、

どうすればよいでしょうか。

Delphi3では、Assertというデバッグ用の手続きが用意されています。Assertは、次の
ような形式の手続きです。

p工ocedureAssert(expr:Boolean[;constmsg:s上zingl);

Assert手続きは、与えられた条件式が真であるかどうかを確認し、偽の場合にはメッセ

ージを表示します。このメッセージには、ファイル名や行番号も含まれます。第2引数を

指定すると、表示するメッセージも変更できます。

実際にアプリケーションを配布する際は、プログラム中にISC-1またはISASSERTIONS

OFF)と記述することでAssert手続きを無効化できます。Assert手続きの無効化は、ユニ

ット単位で切り換えられますが、プロジェク|､全体で切り換えたい場合は、［プロジェク

MP)Iオプション(O)]の[コンパイラ]ページで、［アサートの使用(C)]のチェックをはずせ
ば、プロジェクト全体でAssert手続きを無効化できます。

なお、［ツール(T)l環境オプション(0)]の[設定]ページで、［例外でデバッガを開く(B)]が
チェックされているときは、Assertで問題が起きるたびにプログラムが中断されます。

Assertを多用する場合は、外しておく方がよいでしょう。

付録CDに収録されているDebugMsgコンポーネントは、Assert手続きで発生する

EAssertionFailed例外を独自のメッセージウィンドウに表示するものです。適当なフォー

ムにDebugMsgコンポーネン1，を配置すると、Assert手続きで発生する例外メッセージ

が独自のウィンドウに表示されるようになります。アプリケーションを配布する際は、プ

ログラム中にisc-iを埋め込み、DebugMsgコンポーネントを削除します。

図1-9DebugMsgの使用例

必函峰緊電のﾃﾇﾄ コロリ更I

|:ampieM巳彦写age A夢＝t昨邑I雪e・Edit1．Tを×似 ’

rCheokBox1 A露"⑲椎ckBo,‘'ch｡｡k･⑩；’

価．'÷[zero"=「二Edil4=Edit3divEdit2.

〆Assertﾒｯｾ､-ジ 画回函’

匪露冨詞x消去､1

罵餓撫瀧：謝謝誰郷隙8臓聴:鴻
豊晶司蕊蝿ま"ません

CHAP1¥USEDMSG.DPR(DebugMsgコンポーネントを使用）



第 章

アプリケーション／フォーム

本章では、Delphiで作成するアプリケーションやフォームに

関する質問について取り上げています。
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Q、
一つのプロジェクトで複数のフォームを使っているのですが、あるフォームから別のフォ

ームを表示しようとすると「未定義の識別子」というエラーになってしまいます。

e
Delphiでは、どんなフォームも必ずユニットというObjectPascalのソースプログラム

と連秘して使われます。このユニットはそれぞれ独立しているため、あるフォームから別

のフォームを使う、つまりあるユニットが別のユニットを使うためにはUses節にそのユ

ニットの名前を指定する必要があります。

たとえば、FormlとForm2を保持するUnitlとUnit2があれば、次のようにUses節の最

後にUnit2を追加することでFormlからForm2を呼び出せるようになります。

uni七Unitユ；

土nterface;

、画｡且

Windows,Messages,SysU唾ﾕs.Classes,G工…ics.Conﾋｴols.
F◎工ins.Dialogs,StdC七童ﾕs,Unit2;

Delphi3では、［ファイル(F)lユニットを使う(U)】メニューで目的のフォームが含まれる

ユニット名を指定すれば、自動的にuses節が追加されます。このuses節は

…ﾕementation部（ソースコードの<wipﾕ…enta七土onより後ろ）に追加されます。

このようにビジュアル開発環境で、フォームとフォームの利用関係を指定した状態をフ

ォームリンクと言い、単にフォームが呼び出せるだけでなく、リンクしたフォーム上に配

置されたコンポーネントも使えるようになります。

Uses節は、C/C++で#includeを使ってヘッダファイルをインクルードすることに似て

います。このユニットをコンパイルするときには、Unit2をコンパイルしたユニットオブ

ジェクトファイル(UNIT2.DCU)というファイルを使います。もし、使うべきUNIT2.DCU

がなかったり古いものであればUNIT2.PASが再コンパイルされます。なお、ユニットフ

ァイルを保存するときに名前を変更しても、Uses節に追加した名前は自動的には変更さ

れませんので、注意してください。

Usesはユニットオブジェクトを利用しますが、別のソースプログラムをC/C++の

#includeのようにそのまま取り込みたい場合は($1filename)というコンパイラ指令を使い

ます。たとえば、|$IMYDEFINE.INCIと記述すればMYDEFINE・INCをソースプログラム

として取り込むことができます。

②
⑧

コンパイラ指令についてはオンラインヘルプの「コンパイラ指令」を参照してください。

CHAP2¥FRMPR0J.DPR
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Q、
アプリケーションが二重に起動できないようにしたいのですが、どうすればよいでしょ

うか。

e
付録CDには、メインフォームに配置するだけで二重起動を防止できるようにする

Singlelnstanceコンポーネントが収録されています。Singlelnstanceをメインフォームに配

置すると、メインフォームが作成されるときにミューテックスを調べ、すでに作成されて

いる場合はDupInstActionで指定された動作を実行します。

通常はdiActivateFirstになっており、最初に起動されているインスタンスを調べ、その

ウィンドウをアクティブにした上でアプリケーションを終了します。diExceptionにする

と、EMultiApplnstance例外を発生します。このときのメッセージには、ErrorMessageプ

ロパティの文字列が使われます。diTerminateのときは、何もせずにアプリケーションを

終了します。また、二重起動を検出するとOnDuplicateイベントが発生するため、ここで

独自の処理を記述することもできます。

なお、このコンポーネントを使う場合、その性格_上必ずフォームオブジェクトが生成さ

れるため、diTerminateなどで直接終了する場合でも、一瞬フォームが表示されることが

あります。これが気になる場合は、SysCtrlsユニットのCheckSinglelnstance手続きを使

って、プロジェクトソースを変更します。CheckSinglelnstance手続きは次のような形式
を持ちます。

p童ocedureCheckSinglelnstance(AName:string;ActivateFirst:Boolean);

ANameにはアプリケーション固有のユニークな文字列を与え、ActivateFirstは最初に起

動されたアプリケーションをアクティブにするかどうかを指定します。例外は使われませ

ん。CheckSinglelnstanceを使った例を以下に示します。
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統合開発環境からは、一つのアプリケーションしか実行できません。

CHAP2Y0NI.Y0NE.DPR(SysCtrlsユニットを使用）

35



Delphi3Q&A150選

Q・ｱブﾘｹーｼｮﾝが起動されたデｨﾚｸﾄﾘパｽを知るにはどうすればよいでしょうか。

e Delphiで作成するアプリケーションでは、Applicationというオブジェクトを使ってアプ

リケーション全体に関する情報を調べたり、イベントを処理することができます。

ApplicationのExeNameというプロパテイには、アプリケーション自身のファイル名が

パス付きで代入されています。ファイル名以外の起動パスを知りたい場合は、この

ExeXameからExtractFilePathという関数を使ってパス名を取り出します。末尾の'¥'が

不要な場合は、ExtractFileDirを使います。

たとえば、アプリケーションの起動パスに同じファイル名の.INIファイルを作成したい

場合は、ChangeFileExt(Application.ExeName,'.INI');とできます。たとえば、「C:VTMP

YS.¥MPLE.EXE」というファイル名であれば、これによって「CYTMPY.SAMPLE.lNi」と

いうファイル名が得られます。

また、拡張子のないアプリケーション名を得る場合は、ChangeFileExt(ExtractFileName

(Application.ExeName),");のようにできます。

図2-1ExeNameの使用例

I

ファイル名の処理については、オンラインヘルプで「ファイル管理ルーチン」を検索し

てください。②
③ CHAP2YEXEPATH.DPR
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|錨AppIic菖鮒。､巳《･Nameのﾃｽﾄ 屡回函

このプログラムは、

…ABOO…鵬P群

から起動されました．
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Q・ｱブﾘｹーｼｮﾝに渡されるｺﾏﾝドﾗｲﾝ引数は､どうやって鯛くればよいでしょうか．

e

③

コマンドライン引数を調べるためには、ParamStrという関数を使います。コマンドラ

イン引数は、スペースで区切られた文字列としてみなされ、ParamStr(1)は1番目の引数、

ParamStr(2)は2番目の引数をとります｡引数の数はParamCountという関数で得られます。

ParamStr(0)では、アプリケーションのパス名がディレクトリつきで渡されます。これは、

Application.ExeNameと同じものです。

コマンドラインはスペースで区切られます。また、ダブルクォート（”)で囲まれた文字

列は一つの引き数として解釈されます。たとえば、付録CDのサンプルプログラムDispArg

に「one"twothree"four」という引数を渡した場合は、図2-2のようになります。

図2-2DispArgの使用例

#渡された引数を表示する 画1口 函
『－~一一一

このﾛグﾗﾑにI虫以下の引数が鯉されました。

引数の数CP誠awSけ｡を除◇3

ー ー＝応判

コマンドライン引数に渡された内容をそのままの状態で調べたい場合は、CmdLineと

いうグローバル変数を参照します。CmdLineはPChar型、つまりヌルで終わる文字列と

して扱わねばなりません。ヌルで終わる文字列をPascal形式のs七草ng型に変換するため

にはStrPasという関数を使います。たとえば、Editl.Text:=StrPas(CmdLine);とすれば、

コマンドライン引数をそのままEditlコンポーネンl､のテキストとして代入できます。

CHAP2YI)ISPARG.DPR
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Q、 たくさんのフォームを使っていますが、メモリを節約するために[プロジェクト(P)lオプシ
ョン(O)フォーム]でいくつかのフォームを[自動作成の対象(A)]から[選択可能なフォーム

(F)]に変更しました。この[選択可能なフォーム(F)]は、どのように使えばよいでしょうか。

◎ メインメニューの[表示｜プロジェクトソース(J)]で表示されるプロジェクトソースを見

ると、［自動作成の対象]となっているフォームに対してはApplication.CreateForm

(TForml,Forml);という文があり、この文によってアプリケーションが実行する

(Application.Run;)前にフォームが作成されます。

選択可能なフォームにした場合はこの場所ではフォームは作成されなくなります。この

ため、フォームが必要になった時点で明示的にフォームを作成します。たとえば、Forml

のButtonlを押したときにUnit2で定義されているForm2を表示するためには、次のよう

に記述します。
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田⑰jec上);

｛フォームオブジェクトの作成）
｛フォームのモード付き表示｝
｛フォームオブジェクトの解放）

Form2という変数は、フォームを作成したユニットで定義されているものです。このメ

ソッドの中でvarForm2:TForm2;のようにフォーム変数を定義して使うこともできます。

このモード付き(Modal)表示とは、フォーム（ウインドウ）を表示している間はアプリ

ケーションの他のウィンドウに移動できないものです。ShowModalはフォームを閉じる

まではShowModalメソッドから戻りません。逆に、ShowModalから戻ってきた時点です

でにフォームの処理は終わっているためフォームが確保していたメモリをReleaseで解放

できます。

Showメソッドを使ったモードなし表示の場合、フォームを表示するとすぐに処理が戻

ってくるため、ここでフォームのメモリを解放してはいけません（フォームのメモリを解

放すると、直ちにフォームが閉じられます)。この場合は、別のアクション（閉じるため

のボタンを押すなど）でフォームを解放するように記述します。このプログラムでは、ク

ローズボックスをダブルクリックしてForm2を閉じた場合には、ウインドウは非表示状

態になりますがメモリは解放されません。メモリが解放されるのは、Button2を押したと

きです。

既］
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{Buttonユを押すと、Form2を表示する）
pzocedureTForml.BuﾋﾋonlCﾕｭck(Sender:TObjec上);
begin
えだFo工m2=nilthen

FO工in2:=TForm2.Create(AppﾕﾕCa上ion);
Form2．Show;

end;

{Button2を押すと、F<iｪm;;を閉じる）
procedureTForml.Buﾋﾋon2Cﾕick{Sender:TObject);

begin
ifForm2<>niユヒhen

begin

Form2.Release;

Form2:=nユユ；

end;

end;

このプログラムでは、イベンl､ハンドラの中にForm2変数を定義してはいけません。

Form2変数を定義すると、別ユニットで定義されているForm2変数を隠してしまうため、

異なるイベンI､ハンドラで同じ変数を参照できなくなってしまうためです。

この方法では、同じブォームクラスからいくつかのフォームを表示することができませ

ん。複数のフォームを作成して、フォームを閉じた時点でメモリを解放するには、フォー

ムのOnCloseイベントハンドラを定義します。

{Form2を閉じるときに自助的にメモリを解放する）
pzoicedureTForm2.FormClose(Sender:TObjec上;varAcﾋion:TCloseAc上ion);
begin

Action:=caFree;

end;

こうしておけば、フォーム変数を使ってフォームを管理する必要もなくなります。フォ

ームを作成するのは次のようにするだけです。

{Bu仁ton1を押すたびに、新しいフォームを作成する）
procedureTForml.But上onlClick(Sender:T01｡jec上);
begin

withTForm2.Create(Application)do{フォームオブジェクトの作成）
｛フォームのモード付き表示｝Show;

end;

CHAP2VDYNF()K.M.1)PR
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Q、
アプリケーションを起動するときに、メインフォームのOnCreateイベントハンドラで時間

のかかる初期設定をしています。この間に、オープニングダイアログボックスを表示した

いのですが、別のフォームを表示しようとするとエラーになってしまいます。どうすれば

よいでしょうか。

◎
まず、メインフォームのOnCreateイベントハンドラがいつ呼び出されるのかを知る必

要があります。このために、まず2つのフォームを持つプロジェクトを作ります。アプリ

ケーションを新規に作成し、さらに空のフォームを追加します。

ここで、メインメニューから[表示(V)lプロジェクトソース(J)]を選んでください。プロ

ジェクトソースは次のようなものになっているはずです。

P垂◎g童a、陸◎ecﾋﾕ；

皿包⑭且

Forms,

Uniヒユin*Uniヒユ.PAS'

【Mit2in'Unit2.PAS'
{Forml},

{Form2};
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埋
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１
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偲
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》
麺
》
》

皿
亜
○
Ｏ
Ｆ
Ｆ

ここで、begin～endの間がこのプロジェクトのメインプログラムです。通常、

DelphiではApplicationというオブジェクトがアプリケーション全体を管理します。

まず、ApplicationのCreateFormというメソッドを使ってフォームの実体（オブジェク

ト）を生成します。CreateFormが使われるのは、Iプロジェクト(P)lオプション(0)1フ

ォーム】ページのI自動生成の対象(A)]にリストアップされているものだけです。【選択可能

なフォーム(F)]というのは、使うときに自分でフォームの実体を生成する必要があるもの

です。また、最初にCreateFormで生成されたフォームがアプリケーションのメインフオ

ームになります。そして、Runメソッドでアプリケーションを実行させます。

最初の問題で､FormlのOnCreateイベントが発生するのは、このApplication・CreateForm

(TForml,Forml):が呼び出されたときです。たとえ、プロジェクトオプションで自動生成

するようにしていても、この時点ではForm2は生成されていないのです。Formlの

OnCreateイベントハンドラで、Form2.Show;などとしても生成されていないフォームを

使うことになるのでエラーが発生します。

FormlとForm2の作成順序を入れ換えればよいように見えるかもしれませんが、

CreateFormでは最初に呼び出されるものがメインフォームになるので、期待通りにはな
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りません。メインフォームのOnCreateイベン|､ハンドラで呼び出すフォームは、プロジ

ェクトソースでCreateFormを使うべきではないのです。

元の課題を実現するためには、まず[プロジェクト(P)lオプション(0)1フォーム]ペー

ジでForm2(オープニングダイアログに使いたいフォーム）を[選択可能なフォーム(F)]移

しておきます。こうすることで、プロジェクトソースからForm2のためのCreateFormの

呼び出しがなくなります。次に、FormlのOnCreateイベントハンドラに次のプログラム

を割り当てます。このとき、【ファイル(F)lユニットを使う(U)]でForm2が定義されてい
るUnit2を選んでおきます。

procedureTForml.FormCreate(Sender:TObject);

begin

Form2:=TForm2.Crea上e(Application);{プログラムでフォームを生成）
Forin2.Show;{フォーム自身の表示）
Form2.Update;{フォーム全体の更新）
｛時間のかかる初期設定などの処理）
Form2．Release; ｛フォームの解放）
end;

もし、初期設定の進行状況をフォームに反映させたり、初期設定中も他のアプリケーシ

ョンに切り換えられるようウィンドウメッセージを処理したいのであれば、処理の途中で

Application.ProcessMessages;を呼び出すようにします。進行状況をフォームに表示させ
て、他のアプリケーションに切り換えられたり、ウィンドウメッセージを受け付けたくな

い場合には、値が変更された時点でForm2.Update;を呼び出します。

Form2にコンポーネン|､パレットのSamplesページにあるGaugeコンポーネントが配置
してあるとき、次のようにプログラムすると進行状況をゲージに表示できます。進行状況

は1%単位で表示する必要はありません。

pzocedureTFo工m1．Fomに近ea上e(Sender:TObject);
Va重

i:Integer;
begin

Form2:=TForm2.Create(Application);{プログラムでフォームを生成）
Form2．Show; （オープニングフォームの表示）
Fo工m2.Imdate; （フォーム全体の夏噺）
量ori:=0to100do{ゲージの範囲に合わせる）
begin

｛時間のかかる初期設定処理）
Form2.Gaugel.Progress:=i; ｛ケージの進行状況を設定｝
Pc工m2．Update; ｛フォームの更新）
end;

Form2．Release; ｛フォームの解放）
end;

また、プロジェクトソース(.DPR)そのものを変更することもできます。やはりオープ

ニングダイアログとして使いたいフォームを[自動生成の対象(A)]から[選択可能なフォー

ム(F)]に変更しておきます。オープニングフォームの表示をメインフオームのOnCreateに
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記述する代わりにプロジェクトソースに直接記述します。

前述と同様にオープニングフォームにGaugeコンポーネントを配置しておき、残りの

フォームの数をMaxValueプロパティに合わせておき、CreateFormでフォームを作成す

るごとにGaugeコンポーネントのProgressに値を設定しておけば、フォームが作成され

るたびにケージを更新できます。

5つのフォームを作成してFormSをオープニングフォームとして使う場合、次のように

プログラミングできます。ここで、Form5にはGaugeコンポーネントを配置しMaxValue
に4を設定しておきます。また、実行している状態を図2-3に示します。

pzogramProectl;
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begin

島璽ﾕica上土on,Initialize;

｛オープニングダイアログとして使いたいフォーム(FormB)を構築する｝
FoｴmS:-TFormS.Crea上e(…'lication);
FormS,Show;

官ormS.Gauge1．Progress:=0;

FormS.Update;

（フォームの作成と、オープニングダイアログのケージの更新を繰り返す）
App1ica上ion.CreateForm(TForml,Forml);

Forms.Gaugel.Progress:=1;

Forrt6．update;

延糎ﾕ.ication.Crea上eForm(TForm2,Fo工Tn2);
FormS・Gaugel.Progress:=2;
FormS.update;

ゑ亜ﾕ.ication.CreateForm(TForm3,Form3};
Forms.Gaugeユ．Progress:=3;
FormS.Upda上e；

恩ipplication.CreateForm(TFoｴTn4,Form4);
（オープニングダイアログの最後の更新と解放）
FormS.Gauge1．Progress:=4;
FormS.upda上e；
FormS.Release;

…1ication・Run;
end．
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図2-3スプラッシュ画面の表示

メインジオーム

スタートアッブﾌォーム

面’

凶｜｜F衛rm2

75％ ’’

第2章アプリケーション／フォーム

函

国

ただし、プロジェクトソースをこのように変更すると、新しいフォームを作成して追加

するとFormlの後ろに新たなフォームを作成する行が挿入されます。Delphiは、プロジ

ェクトソースを自動的に管理していますが、Application.CreateForm(フオームクラス名,フ

ォーム名);というスタイルが連続しているものをプロジェクトで自動生成するフォームと

して認識しているためです。プロジェクl､ソースを変更する場合には、このような点に注

意が必要です。

ciiaî yprockkss･DPR

CHAP2YSPLAS11.DPR
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ShowModalを使ってフォームをモード付きで表示している場合は、OnCloseイベント

ハンドラでActionにcaFreeを代入してもメモリを自動的に解放させることはできません。

フォームのメモリが自動的に解放されるのは、Showメソッドでモードなし表示した場合

だけです。

モード付き表示させたフォームのメモリを解放するためには、ShowModalメソッドの

呼び出しから戻ってきた直後に明示的に解放させる必要があります。

なお、フォームがfsMDIChildスタイルの場合は、OnCloseでActionにcaFreeを代入し

ておけばフォームを閉じるときにアイコン化されず､完全に閉じてメモリが解放されます。

fsMDIChildではActionにcaHideを指定することはできません。

通常、MDIの子フォームは非表示状態にできませんが、どうしても非表示にさせたい

場合は直接APIを使ってShowWindow(ActiveMDIChild.Handle,SWHIDE);のようにしま

す。この場合、ユーザー操作でウィンドウを破棄できなくなりますので、子ウィンドウを

再表示したり破棄するためには、プログラムで非表示にした子ウィンドウをきちんと管理

しておく必要があります。

CHAP2¥MDIPR0G.DPR
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アプリケーションの空いている時間を使うためのOnldleイベン|､や、

ステータスバーに表示するためOnHintイベントを使いたいのですが、

イベントのようにビジュアルに設定できないのでしょうか。

ヒントメッセージを

これらはフォームの

アプリケーション(Application)は背後で動作するため、オブジェクトインスペクタを

使ってプロパティやイベンI､を設定することはできません。

付録CDにはアプリケーションの状態を設定するためのPseudoAppコンポーネントが収

録されています。PseudoAppには、ほぼApplicationと同じプロパティやイベンl､が定義

されており、実行時には設定した内容がApplicationオブジェクトに反映されます。

CI-1AP2YUSEPAPP.DPR(PseudoApp、CoolPlintコンポーネントを使用）

Q・剛ntプﾛパﾃｲを使ったﾋﾝﾄ表示を長方形以外の形にすることばできませんか。

e

②

付録CDには、ヒント表示の形状を変更するためのCoolPlintコンポーネントが収録され

ています。Coolllintは、バルーンヘルプ（図2-4)や角の丸い長方形スタイルのヒント表

示を設定できます。また、自分でイベントハンドラを定義すれば、自由なスタイルのヒン

ト表示を実現できます。

図2-4バルーンヘルプ

|〆ｱﾘｹー ｼｮﾝのｲバﾝﾄ設定やバﾙー ﾝﾍﾙブのﾃｽﾄ．画回厩｜
ﾌｧｲﾙ⑤

軸鳥-,--塁雌Construct跡愚『蕊〃
<麺〉

■■■■ﾛﾛﾛﾛﾛ■■■■
Ⅱ

類貴回路の設計 鰯

CHAP2YUSEPAPP.DPR(PseudoApp、CoolHintコンポーネントを使用）
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あるマシンで作成したフォームを別のマシンで実行したところ、フォームが期待する位置

に表示されませんでした。また、フォームに配置したコンポーネントがフオームに比べて

大きくなってしまい、フオームにスクロールバーが付くことがあります。コンポーネント

の大きさに比例させてフォームの大きさを変えるにはどうすればよいでしょうか。

通常、フォームの表示位置や大きさは、設計時と同じになっています。たとえば、

1024×768の解像度で設計したフォームを640×480の解像度のマシンで実行すると、元

のフォームの位置によっては、フォームが見えない場所に配置される可能性があります。

もし、フォームを常に画面中央に表示させたいということであれば、フォームの

PositionプロパティをpoScreenCenterに設定します。また、サイズを変更したくないが必

ず見える場所に表示したいという場合は、poDefaultPosOnlyを指定します。位置も大きさ

も任意でかまわない場合は、poDefaultを指定します。

設計時と同じサイズを使っている場合でも、設計時と実行時の解像度やフォントサイズ

の違いによって、フォーム上のコンポーネントの大きさが変わって、フォームにスクロー

ルバーが付けられてしまうことがあります。スクロールバーをつけないようにするには、

AutoScrollプロパティをFalseにするだけです。また、少し制約はありますがScaledプロ

パティをFalseにするという方法もあります。Delphiのフォームと配置したコンポーネン

トの大きさの関係をよく知るために、これらのプロパティについて説明します。

リソースエディタと呼ばれるツールで作成するWindowsのダイアログボックスでは、

デフォルトでシステムフォントが使われるため解像度やフォントのドット数が変更される

と、ダイアログボックスや配置しているコントロールの高さや幅も変わります。

これと同じように、Delphiのフォームでも使われているフォントの大きさが変わると、フ

ォームに配置しているコンポーネントの大きさが変わります。このため、Imageコンポーネ

ントでビットマップを表示する場合のようにピクセル数が決まっているものでは、表示さ

れる大きさのバランスが崩れてしまうことがあります(Imageコンポーネントでは、Stretch

プロパティをTrueにしておけば常に決められた範囲内にイメージ全体を表示します)。

しかし、AutoScrollプロパティがTrue(デフォルト）になっているときは、フォームそ

のもののピクセル数は変わりません。その代わり、環境が変わって元のフォームからはみ

出すようなコンポーネントがあるときはフォームにスクロールバーがつき、スクロールバ

ーでコンポーネントを表示できるようになります。逆にコンポーネントの大きさが小さく

なるときはフォーム上に余白ができることになります。

このように自動的にコンポーネントのピクセル数が変わるのは、Scaledプロパティがデ

フォルトでTrueになっているためです。もし、ScaledプロパティをFalseにすると、その

フォームは解像度が違う別の環境で実行しても常に設計されたときと同じピクセル数で表

示されます。このため、ほとんどの場合はスクロールバーが付きません。

ただし、フォームの大きさが変わらないのに対し、メニューの高さはシステムフォント

の大きさに依存するため、若干クライアント領域の大きさが小さくなることはあります。
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フォームの下端にコンポーネントを配置していたり、メニューの高さが大きく変わる場合

には、スクロールバーが付いてしまうことがあります。また、解像度が低いマシンから高

いマシンへ移行すると極端にフォームが小さくなってしまうことがあります。これが、

ScaledプロパティをFalseにする場合の制約です。

ScaledプロパティがTrueでも、AutoScrollプロパティをFalseにしておけば、フォーム

にスクロールバーがつかない代わりに、コンポーネントの大きさ（フォントのピクセル数）

に比例して、フォーム全体のピクセル数が変更されます。AutoScrollプロパティがFalse、

ScaledプロパティがTrueという状態にしておけば、通常のダイアログボックスと同じよ

うになると言えます。

また、たとえばBorderStyleをbsSizeableかbsSizeToolWin以外に設定すると、自動的に

AutoScrollがFalseになります。bsSizeable-fbsSizeToolWinのときは自分でウィンドウの

大きさを変更してスクロールバーが不要になるように調整できますが、それ以外のときは

ウィンドウの大きさを変更できないためです。BorderStyleを設定した後でAutoScrollを

設定することもできますが、あまり好ましくないでしょう。

もし、画面の解像度に関係なくスクリーンと同じ大きさや比率を保ちたいという場合は

ScaleByというメソッドを使えます。ScaleBy(M,D);という呼び出しは、現在のフォーム

の大きさをM/D倍します。たとえば、フォームの横幅をスクリーンの大きさに合わせた

い場合は、ScaleBy(Screen.Width,Width);とします。

CHAP2¥FMSCALE.DPR

フォームのAutoScrollプロパティをTrueにして、表示できないコンポーネントをスクロー

ルバーで表示できるようにしているのですが、フォーム上に何かを描画しようとするとス

クロールの状態に関係なく同じ位置に描画されてしまいます。フォームの内容がどれだけ

スクロールしているかを調べるには、どうすればよいでしょうか。

スクロールバーの情報を考慮する場合には、水平座標はHorzScrollBar.ScrollPos+X、

垂直座標はVertScrollBanScrollPos+Yとします。

このHorzScrollBar(水平）とVertScrollBar(垂直）というプロパティは、フォームに

貼り付けられるスクロールバーを管理するものです。フォームのAutoScrollプロパティが

Trueで、配置したコントロールがはみ出している場合は、自動的に必要なスクロールバ

ーのVisibleプロパティがTrueになり、Range(範囲）が設定されます。スクロールバー

が表わす位置は、Positionというプロパティで設定したり参照できますが、実行時には

ScrollPosというプロパティを参照する方がよいでしょう。ScrollPosは、スクロールバー

が表示されていないときには0を返します。

CHAP2¥SCRLP0S.DPR
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アプリケーションを終了するときにフォームの位置や大きさをレジストリに記録しておき、

次に起動したときに同じ喝所に表示させたいのですが、どのようにプログラムすればよい

でしょうか。

付録CDには、フォームの位置をレジストリに保存したり、復元できるようにする

WinPlaceコンポーネントが収録されています。通常は、フォームの位置を記録しておく

ためのレジストリキーとしてHKEYCURRENTUSER¥Software¥DelphiApp¥<プロジェク

ト名〉が使われます。KeyNameプロパティを使えば、¥Software以降に独自のキー名を指

定できます。複数のフォームの位置を記録する場合はフォームごとにWinPlaceを配置し

ますが、キー名は必ず共通になります。データが記録されるエントリ名はフォーム名十コ

ンポーネント名（例:FormlWinPlacel)になり、これは変更できません。

なお、実際にフォーム位置を保存・復元するためにはReadlnfo、Writel㎡oメソッドを

使います。典型的な使い方では、フォームのOnCreateとOnDestroyイベントハンドラを

次のように定義します。

procedureTForml.F◎工正reate(Sender:皿ject);
、e回土n

WinPlace1．Readlnfo;

end;

procedureTFormﾕ.FormDes上roy(Sender:唖ec上);
begin
WinPlaceユ.肱itelnfo;

…；

CHAP2¥USEWPLC.DPR(WinPlace、Fontlnfoコンポーネントを使用）
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アプリケーションを終了するときにフォームやコントロールのフォントをレジストリに記

録しておき、次に起動したときに同じフォントを使いたいのですが、どのようにプログラ

ムすればよいでしょうか。

付録CDには、フォントをレジストリに保存・復元できるようにするFontlnfoコンポー

ネン|､が収録されています。通常は、フォンl､を記録しておくためのレジストリキーとし

てHKEYCURRENTUSERYSoftwareYDelphiAppが使われます。KeyNameプロパティを
使えば、YSoftwai．e以降に独自のキー名を指定できます。複数のフォントを記録する場合

は複数のFontlnfoを配置しますが、キー名は必ず共通になります。データが記録されるエ

ントリ名はEntryNameプロパティ名で指定します。デフォルトはコンポーネント名と同
じです。

なお、実際にフォントを保存・復元するためにはReadFont、WriteFontメソッドを使い

ます。ReadFontではレジストリが見つからなかったときのためのデフォルトのフォント

を指定します。典型的な使い方では、フォームのOnCreateとOnDestroyイベントハンド

ラを次のように定義します。

procedureTFoz"ml.Fontに工eate(Sender:Ⅱ℃toject);
begin

Font:=Fonﾋｴnfol.ReadFon上(Font);

end;

procedureTForml.FormDestroy(Sender:TObect);
begin

Fonﾋｴnfoユ.WriteFont(Font);
end;

CHAP2YUSEWPLC.DPR(WinPlace、Fontlnfoコンポーネントを使用）
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Q・恵欝瀦駕麓鱒が､ﾌ識-ﾑのCurs｡『プﾛバﾃｲに｡『HourGI…窓どを

e
カーソル形状はコンポーネントごとに指定されています。このため、パネル(Panel)な

ど他のコンポーネントがフォームを覆っていると、フォーム自身のCursorプロパティを

変更しても何も変わらないことになります。したがって、カーソルを変更したい場所のコ

ンポーネントのCursorプロパティを変更する必要があります。

一度にすべてを変更する簡単な方法として、フォームではなくScreenオブジェクトの

Cursorプロパティを変更できます。Screen.Cursor:=crSQLWait;とすると、アプリケーシ

ョンに関係するすべてのウィンドウのカーソルを変更できます。元に戻すときは、

Screen.Cursor:=crDefault;とするだけです。

カーソルを一時的に消去したい場合は、CursorプロパテイにcrNoneを代入します。カ

ーソルの形状を変更するのと同様に、消去されるカーソルもコンポーネント単位になりま

す。アプリケーションのすべてのウィンドウでカーソルを消去するときは、

Screen・Cursor:=crNone;とし、元に戻すときはScreen.Cursor:=crDefault;とします。

Delphiで用意されているカーソルのイメージについては、オンラインヘルプ「Cursor

プロパティ（すべてのコントロール用)」を参照してください。②
③ CHAP2¥CHGCSR.DPR
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◎

③

第2章アプリケーション／フォーム

既存のマウスカーソルでなく、独自に作成したものを使いたいのですが、どうすればよい

でしょうか。

Delphiのフォームでは、Windowsにあらかじめ用意されているカーソルに加えて、

crSQLWait、crMultiDrag、crVSplit、crHSplit、crNoDrop、crDragという6種類のカーソ
ル形状を新たに使えます。たとえば、あるフォーム上でこのカーソルを使いたい場合は、

フォームのイベンl､ハンドラなどでCursor:=crSQLWait;のように記述するだけです。

これら以外の独自のカーソルを使いたい場合は、Delphiのメニューから[ツール(T)I-T

メージエディタ]を呼び出して新たなリソース(.RES)を作成し、新規リソースとしてカー

ソルを作成します。このとき、リソースファイル名にプロジェクト名と同じものををつけ

ないようにしてください。プロジェクトファイル名と同じ名前のリソースC.RKS)は、

Delphiがアプリケーションのために自動生成するものです。このため、この名前でリソ

ースを作成すると、作成した内容はDelphiに上書きされてしまいます。

リソースを作成したら、プロジェクトかプォームユニッl､のimplemen七ation部で

|SRfilename|というコンパイラ指令を使って、リソースを組み込むようにします。たとえ

ば、フォームユニットのinP1ementation部で|$R・.RESIとしておけば、フォーム名に

対応する.RESファイルを読み込みます。リソースは最終的には一つに結合されるため、

他のフォームやプロジェクトソースで組み込んだリソースでも同じアプリケーションの中

で自由に利用できます。

独自のカーソルを使うためには、あらかじめ.ScreenオブジェクトのCursorsプロパテイ

を使ってカーソルを登録しておく必要があります。たとえば、プロジェクトソースやフォ

ームのinitialization部などでScreen.Cursors[l]:=LoadCursor(HInstance,

'CURS0R_1');とします。Cursorsのインデックスには、アプリケーション全体で共通に使
う1以上の値を与えます。よりわかりやすくするためにin七erface部にcons上定義を追

加して、crで始まるシンボルを割り当てておくとよいでしょう。また、'CURSORrは新

たに定義したカーソルリソースの名前です。

こうしておけば、フォームのイベントハンドラなどでCursor:=1;とするだけで、1番目

のカーソル（つまり作成したカーソル）を使えるようになります。

図2-5独自のカーソルを使う例

猫自のカーソル 厩’

に徽腫蕊義費:;加

CHAP2Y0RIGCSR.DPR
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Q、

e

③

フォームのIconプロパティを指定していますが、タイトルバーの左端に表示されるアイコ

ンが変わるだけで、タスクバーやプログラムグループに表示されるアイコンが変わりませ

ん。どうすれば、プログラムグループに表示されるアイコンを変更できるでしょうか。

アプリケーション自身のアイコンは、統合開発環境の[プロジェクト(P)lオプション

(0)1の[アプリケーション]ページでアイコンを指定します。もし、アイコンを変更してし

まった後に、元に戻したい場合はDelphiをインス1,-ルしたディレクトリの

ImagesYDefaultディレクトリにあるDefault・[COを指定し直してください。

CI1AP2VAPP1C().¥.I)PR

Q.ﾀｲﾄﾙバーのないﾌｫーﾑは､どのように作成すればよいのでしょうか。

◎

③

52

フォームのBorderStyleプロパティをbsNoneにします。

この設定によってタイトルバーだけでなく枠もなくなってしまいますが、タイl､ルバー

のないフォームで枠を表示したい場合には、フォームのCreateParamsというメソッドを

オーバーライドします。具体的には次のように記述できます。

type

TFo工ml=class(TForm)

p工iva七e

{Private宣r言）
P工o七ec七ed

pzoicedureCreateParams(varParams:TCreateParams);override;
pub1ic

{Public宣言）
end;

●由

pzocedureTFo工mユ.Czea上eParams(varParams:TCrea上eParams);
begin

inhe重土七edCreateParams(Params);

Paﾕごams.S上yle:=Params.StyleorWS_BORDER;{またはorWSJTHICKFRm畑）
end:

(;1IAP2YX0TIT1.E.DPR



Q、

◎

③

第2章アプリケーション／フォーム

タイトルバーのないフォームなどで、クライアント領域をクリック＆ドラッグしてフォー

ムを移動させたいのですが、どうすればよいでしょうか。

これは、フォームを移動させるというシステムコマンドをフォーム自身に与えることで

簡単に実現できます。具体的には、次のようなプログラムになります。

type

TFo工ml=class(TForm)

P童ivate
(Private宣言）
pzo上ec七ed

procedure唖』,ButtonDown(varMessage:TVJ皿』BuﾋﾋonDown);
messageWM_LBUTTGNDOWN;

public

{Public宣言）
end;

procedureTFo工mユ.唖EuﾋﾋonDown(vaz1Message:…』BuﾋﾋonDown);
begin

SendMessage(Handle,WM_SYSCOMMAND,SC_MOVEor2,0);
end;

WMSYSCOMMANDは、システムコマンドをあらわすWindowsメッセージです。メ

ッセージの種類は、SCxxxというシンボルであらわされ、SCMOVE以外にSCSIZE、

SCMINIMIZE、SCNEXTWINDOWなどがあります。SCxxxは、下位4ピッ|、(16進

の1桁）を内部で使用しています。SCMOVEor2としているのは2がマウスで移動する

際の情報をあらわしているためです(SCMOVEだけの場合は、キーボードでの移動にな

ります)。第3引数をSCSIZEor8とすれば、枠がbsSizeableでない場合でもマウスでド

ラッグしてフォームの大きさを変更できます。

これらの具体的な数値は、WindowsAPIのオンラインヘルプなどには記載されていませ

んが、自分でウィンドウを作成したりWMSYSCOMMANDメッセージを捕らえることで

調べられます。

C1-1AP2YN0TITLE.DPR
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Q・長方形でないﾌｫーﾑを作成することはできませんか。

◎

②

54

Windows95では、ウィンドウに「リージョン」（領域）を割り当てられます。リージョ

ンには長方形の他に楕円形や多角形、あるいはこれらの組み合わせを指定できます。

たとえば、フォームのOnCreateイベントを次のように定義すれば、楕円形のフォーム

が作成できます。このとき、フォームのBorderStyleはbsNoneにしておきます。

BorderStyleが他の値になっている場合は、タイ1,ルバーを含めて楕円形になります。

procedureTForml.FormCreate(Sender:TObject);
”Z

Rgn:I盈函F

begin

Rgn:=Creates11ipticRgn(0,0,Width,Height);
SetWindowRgn(Handle,Rgn,True);
end;

図2-6長方形でないウインドウ

.:【実行刺 聖国
ﾌｧｲﾙ<B繍集(薗検索⑧表示轡フT1ｼ挺ｸﾄ⑧実行⑧功ﾎﾞｰﾈﾝﾄ＠デ岩切へ池ｽ、ツー1m′ﾐﾙﾌY勘

鱒雷慰戯包I
雪電暦騒ロ

義
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苛
ごみ箱

鯉
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津
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CI1AP2YKU.IPFRM.DPR
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Sender:TObject);

10，Height－lO）；

Brush･Color:=clRed;
EllipseO0,30,Width-30,Height-30);
end;
end； 」

“百丁一鯖
司
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Q、

◎

③

第2章アプリケーション／フォーム

アプリケーションを実行中に、Windowsが終了しようとしているかどうかを知るにはどう

すればよいでしょうか。

Windowsを終了するときも、フォームを閉じるときと同じようにOnCloseQueryイベン

トが発生するので、対応するイベンl､ハンドラを記述しておけばよいでしょう。

もし、フォームを閉じる場合でなくWindowsが終了しようとする場合だけを柿らえた

いのであれば、ウィンドウに渡されるWMQUERYENDSESS10Nというメッセージを処

理します。ウィンドウに渡されるメッセージは、messageという予約語を使って次のよ

うに処理できます。

type

TForml=class(TForm)

pzivate

procedureWMQueryEndSession(varMsg:TWMQueryEndSession);
messageI'MQUERYENDSESSION;

●①町

end;

implementation

procedureTForml.WMQueryEndSession(varMsg:

begin

Msg.Result:=Longint(MessageDlg('Windows:
m上Con軍工mation,[mbYes,mbNo],

end;

TWMQueryEndSession);

終了してもよろしいですか?''
0）＝面唾Yes);

WMQUERYENDSESSIONは、Windowsが終了できるかどうかを問い合わせるもので

す。終了することが決まった場合の処理にはWMKNiiSKSSlOXメッセージを使います。

CHAP2YENDSESS.DPR
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Q.動かせないﾌｫーﾑを作成したいのですが､どうすればよいでしょうか。

◎

③

唖

BorderStyleをbsNoneにしてフォームを移動するためのタイトルバーを表示させないよ

うにする以外、フォームの位置を固定するためのプロパティはありません。しかし、

Windowsのメッセージを処理することで移動できないウィンドウを作成することができ

ます。ウィンドウを移動しようとするとWMSYSCOMMANDというメッセージが送られ
一

ますが、これを無視するようにプログラムします。

type

盃o工ml=class(TForm)

CheckBoxl:TCheckBox;

p工oicedureFormCrea上e(Sender:TObject);
pヱユva七e

｛フォームに送られるWM_SYS^皿皿Dメッセージを処理する｝
P工ocedure晒町sCoramand(va工班sg:IVJMSysCommand);
messageWM_SYSCO…M);

end;

むむ守

procedureTForml.WMSysCommand(varMsg:TWMSysCommand);
begin

｛チェックボックスがチェックされていないときは移動できない）
土至((Msg.CmdTypeand$FFFO)=SC_皿VE)andn．七CheckBoxl.Checkedthen
Msg.Resuユヒ:=0{SCMOVE(移動)コマンドを無効化する）
色1禦今

inhe工土七ed; ｛それ以外は、デフォルトの動作）
end;

procedureTForml.FormCreate(Sender:TObject);
begin

（フォームが作成されるときに右上に配置する）
Top:=0;

エ』eft:=Screen・Wid上h-Width;

end;

CHAP2VKIXPOS.DPR
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。

③

第2章アプリケーション／フォーム

Delphiのメインウインドウ（スピードバー／コンポーネントパレット）のように幅だけを
変更でき、高さを変更できないフォームを作成するにはどうすればよいでしょうか。

WindowsメッセージのWMCKTMINMAXINFOを処理します｡WMGKTMINMAXINFO

は、フォームの最小、最大1，ラッキングサイズを格納する榊造体M1NMAX1NF0へのポ

インタが渡されます｡高さを変更したくない場合は､最小・最大の高さを同じ値にします。

マウスカーソルがウィンドウの上下の端にかかったときに、リサイズ用のカーソルにな

らないようにするためには、WMNCHITTESTメッセージを処理します。
一

以下にプログラム例を示します。

上ype

TForml=class(TFoxm)

p工iva七e
pzocedureWMGe上MinMaxInfo(varMsg:TWMGetMinMaxInfo);

message咽_GE皿工NMAXINFO;

p工ocedureWMNCHitTest(varMsg:TWMNCHitTest”
messageWMNCH工画EST;

end;

日中■

procedureTForm1.W唾etMinMaxInfo(varMsg:Vj佃鱈etMj.nMaxInfo);
begin

inhe垂え七ed;

withMsg.MinMaxInfo'"do
begin

ptMinTrackSize.y:=Height;
ptMaxTrackSize.y:=Height；
end;

end;

procedureTForml．W皿WCHitTest(varMsg:TWMNCHitTest);
begin

inherited;

withMsgdo
caseResul上oE

HTTOP,HTBOTTOM:Result:=HTNOWHERE;

HTTOPLEFT,HTBOTTOMLEFT:Resul七:=HTLEFT;

HTTOPRｴGHT,HTBOTTOMRIGHT:Result:=HTRIGHT;

end;

end;

CI1AP2YRES1ZKW.I)PR
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Q・卿翼f恵縞鰻識熱嘉E鰐蝿蕊曹畢震駕篭
表示されなくなります。

e フォームのFormStyleプロパテイをfsMDIFormにして、MDIのメインフオームとして

実行される場合、このフォームのクライアント領域（メニューや枠などを除いた領域）に

は、MDIの処理を担当する専用のクライアントウィンドウが配置されます。このため、

メインのフォームにはクライアンI､領域の描画は要求されず、OnPaintでは何も描画でき

ません。

付録CDには、MDIのクライアント領域にも描画できるようにするためのMDIBackコ

ンポーネントが収録されています。

MDIBackコンポーネントをMDIのメインフォームに配置すると、OnPaintイベントが

発生するようになり、Canvasプロパテイを使ってクライアンl､領域に描画できるように

なります。なお、子ウィンドウの配置によって描画内容が勝手にスクロールしないよう、

スクロールバーの表示は抑止されます。また、Panel-̂ StatusBarなどAlignプロパティを
alXone以外に設定したコンポーネントを配置している場合、設計時の表示と実行時の表

示がずれる場合があります。

図2-7MDIの背景に描画する例

1̂の背景に描画するｱブﾘｹー ｼｮﾝ

『鶴｡后
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③ CMAP2YMD1DRAW.DPR(MDIBackコンポーネントを使用）
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第2章アプリケーション／フォーム

Q、
MDIアプリケーションを作成していますが、スクロールバーを表示させないようにするに

はどうすればよいでしょうか。

ｅ
③

前項目で説明したMDIBackコンポーネントを配置することで、スクロールバーの表示

は抑止されます。

CHAP2¥MDIDRAW.DPR(MDIBackコンポーネントを使用）

Q・慨誌劉唾:1鯉雲禦1基繍莱雲墨総隙雰謙
覧がなくなってしまいます。

e
MDIアプリケーションにおいて、メニューによるウインドウリストなど多くの処理は

Windows自身が提供するクライアントウィンドウにまかされています。外部でウィンド

ウメニューを変更した場合は、このことをクライアントウィンドウに通知しなければなり

ません。このために、WMMDIREFRESHMENUというメッセージを使います。たとえ

ば、次のようにプログラムします。

P工◎cedureTForml.ButtonlClick(Sender:唾ect);
”正

エヒem：…nuエtem；

begin
エヒem：＝Ⅱ班enuｴﾋem.Create(Windowl);

エヒen.Caption:=Editl.Text； ｛新しいメニュー項目名｝
エヒ画､､OnClick:=NewCommand; ｛イベントハンドラの設定｝
Windowl.工nsert(2,工上em);

SendMessage(Clien上Handle,細_皿ｴREFRESHMENU.0,0);
end;

③ CHAP2¥MDIDRAW.DPR(MDIBackコンポーネントを使用）
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Q、

、

③

60

[プロジェクト(P)lオプション(O)]のIアプリケーション]ページでヘルプファイルを指定し
ているのですが、通常のフォームでは[F1]キーを押すとへルプファイルが表示されるの

に、MDIフォームの場合は何も表示されません。

MDIフォームでは、[Ctrl]+[F6]による子フォームの切り替えなどの処理をするために

キー入力をMD1CLIENTという特殊なウィンドウが処理しています。アクティブな子フォ

ームやコントロールがない場合は、MDIアプリケーションへのキー入力はMD1CLIENT

ウィンドウに送られます。このウィンドウはWindows自身が提供するものなので、

DelphiのフォームのOnKeyDownイベントなどでは処理できません。

MDICLIENTに送られるキー入力を処理するためには、Applicationオブジェクトの

OnMessageイベントを使います。このイベントは、Windowsメッセージが送られるたび

に発生するもので、アプリケーションに送られるすべてのメッセージを処理できます。

MDIアプリケーションで[F1]キーを押したときにヘルプファイルを表示するには、次

のように記述します。

type

TForml=class(TForm)

p工oicedureFormCreate(Sende工:TObject);
priva七e

procedure恩函Message(varMsg:TMsg;varHandled:Boolean);
end;

（フォーム作成時に、鳳亜ﾕicationのOnMessageイベントハンドラを設定）
procedureTFoZml.FonrにZeate(Sender:TObjec上);
begin

恩pplication・OnMessage=AppMessage;
end;

{OnMessageイベントハンドラ）
procedureTForml.Ap皿にissage(varMsg:TMsg;varHandled:Boolean);
begin

w土t:hMsgdo

i垂(hwnd=ClientHandle)and(message=WM_KEYDOWN)
and(wParam=VK_F1)then

begin

恩函ﾕﾕcation.HelpContex上(HelpContex上);
Handled:=True;

end;

end;

CHAP2YM1)111KI.P.DPR
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Q・駕覇;懸罵鰐霧ﾛーﾗからﾌｧｲﾙをドﾗｯグ&ドﾛｯブしたいの

e

③

フォームにはエクスプローラからのドラッグ＆ドロップでファイルを受け入れるプロパ

ティはありません。しかし、DragAcceptFilesなどのWindowsAPIを使って実現できます。

付録CDには、エクスプローラからのファイルのドロップを受け入れるためのFileDrop

コンポーネントが収録されています。

FileDropコンポーネントのControlプロパテイにエクスプローラからのファイルドロッ

プを受け入れたいコンポーネントを指定します。これは、ウィンドウハンドルを持つコン

ポーネントでなければなりません(Label-̂ SpeedButtonは指定できません)。また、空の

場合は配置したフォーム自身がドロップの対象になります。FileDropコンポーネントの

OnFileDropイベントでは、ドロップされたファイルの数(Num)、ファイル名リスト

(Files)、位置(X,Y)が渡されます。

CHAP2¥DRGFILE.DPR(FileDropコンポーネントを使用）
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アプリケーションを常にタスクバーに最小化しておき、フォームを表示させないようにす

るには、どうすればよいでしょうか。

Applicationオブジェクトにはメインのフォームを作成しないようにするための

ShowMainFormというプロパティが用意されています。プロジェクトソースで

Application.Run;を実行する前に、このプロパティにFalseを代入すればよいでしょう。

ただし、タスクバーのボタンが押されるとアプリケーションがアクティブ化されること

になり、右クリックでメニューが表示しにくくなることがあります（他のアプリケーショ

ンをアクティブ化すればよい)。これに対処するためには、次のようにプログラムします。

type

TForml=class(TForm)

procedureFormCreate(Sender:TObect);

p工otected

p工oicedureAppMinimize(Sender:TObゴect);

end;

の●。

procedureTForml.FormCreate(Sender:TObject);
begin

A唖ﾕﾕcation.OnAc上ivate:=AppMinimize;
end;

procedureTFo工mﾕ.鞠p砥inimize(Sender:TObect);
begin

Application・minimize;
end;

C11AP2YKEEPM1N.DPR



第2章アプリケーション／フォーム

Q.フォームのｼｽﾃﾑﾒﾆｭーに項目を遣加したいのですが､どうすればよいでしょう。

e

③

付録CDには、システムメニューにメニュー項目を追加するためのSystemMenuコンポ

ーネントが収録されています。SystemMenuは、PopupMenuコンポーネントに似ており、

ダブルクリックしてメニュー項目を追加します。しかし、PopupMenuと違い配置したフ
ォームのシステムメニューに自分自身に設定されているメニュー項目を登録します。配置

されたフォームがアプリケーションのメインフォームであれば、タスクバーに表示される

アプリケーションボタンのためのシステムメニューも変更します。

EnableCommandsを使えば、システム定義のメニュー項目を削除することもできます。

ただし、いったん削除したメニュー項目を実行時に復活させることはできません。

図2-8項目が変更されたシステムメニュー

’
‐爺のり銅1

移鮒凶
最小化”

雲ず製

赤喧）

緑⑧

吾⑧

終了⑤

－1口 開

CHAP2YSMENU.DPR(SystemMenuコンポーネンI､を使用）

^̂ Windows95のﾄﾚｲにｱｲｺﾝを登録するにはどうすればよいでしょうか。

e

⑬

付録CDには、トレイにアイコンを登録するためのIconTrayコンポーネントが収録され

ています。IconTrayを使うと、左右のボタンに対応するポップアップメニューやマウス

をクリックしたときの動作などを簡単に定義できます。IconTrayのHideMainFormを

Trueにすると、メインフォームやタスクバーのアプリケーションボタンを隠すことがで

きます。

CHAP2YUSETRAY.DPR(IconTrayコンポーネントを使用）
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Delphiのアプリケーションでは、アプリケーションのための隠れたウィンドウが作ら

れ、これが内部でのメインウィンドウとなっているため、Delphiとしてのメインウィン

ドウであるメインフオームが最小化・復元されるときにはアニメーションが禁止されま

す。

付録CDには、メインフォームのアニメーション動作を有効にするためのAnimateForm

コンポーネントが収録されています。AnimateFormをプロジェクトのメインフオームに

配置すれば、最小化または最大化する際にアニメーション動作が働くようになります。

CHAP2¥ANIMFRM.DPR
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プログラミング

本章では、プログラミング言語ObjectPascalに関する質問や

Delphiで提供されているクラスについて取り上げています。
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文の終わりに付けるセミコロン(;)の法則がわかりません。elseの前にセミコロンを付ける

とエラーになりますし、endの前ではセミコロンを忘れてもエラーになりません。これは、

どのように解釈すればよいでしょうか。

セミコロンは、文の「終わり」ではなく「区切り」をあらわすものと考えてください。

たとえば、五文はi垂条件then文1else文2;という形式をとりますが、elseは単独の

文ではありません。elseの前にセミコロンを記述すると、そこで五文が終了するものと

してみなされ、elseのところでエラーになります。

華条件七hen
文1F ｛間違い）
eユSe

文2；

また、thenVelseの後ろに複数の文を記述するときはわegin～endで囲みます。

垂条件七hen
begin

文1；
文2；
文3；
end;

これは、複数の文を1行に記述する場合も同様です。

華条件七henbegin文ユ；文2;文3;end:

次のように記述した場合、条件が偽のときでも実行されないのは文1だけで、文2，文3

は実行されてしまいます。

準条件then文1;文2;文3;

begin～endの中に複数の文を記述する場合、わlegin文1;文2;文3end:のように文の

間には区切りのためのセミコロンが必要ですが、endの直前では必要ありません。endの

直前にセミコロンを付けてもエラーにならないのは、最後のセミコロンとendの間に空

文（何もない文）があると解釈されているためです。

CHAP3¥正､K1.SK.DPR
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Q・需麓壊鰐欝鱒に､lnc(Width,4);のようにしているのですが．

e

③

Incは加算を高速に実行するための組み込み関数で、第1引数には変数そのものを渡す

必要があります。プロパティは、値を取得したり設定するための手段を提供するもので、

単純な変数としては評価できません。プロパティに値を加算するためにはWidth:=Width

+4;のように記述してください。

CHAP3¥CHGPR0P.DPR

Q･"で囲んだ文字列定数でｼﾝグﾙｸｵ-M')を使うに憾どうすればよいでしょうか。

e

●

③

’を重ねて指定します。'ABC"DEF'という文字列定数は「ABC'DEF」という文字列をあ

らわします。

文字コードを文字として使いたい場合は＃を使います。たとえば、'ABC'#68とすると

iABCD'と同じ意味になります。＃を使えば、制御文字のような表記できない文字も文字列

定数に埋め込めます。’ABC'#13#10は、'ABCという文字列の後ろに復帰改行コードが追

加されたものです。'ABC'#0とすれば、'ABCという文字列の後ろにヌル文字が追加され

ることになります。＃の後ろには16進数も使えるため、'ABC#$44とすれば、'ABCD'と同

じに意味になります。

プログラム中で、与えられた文字列からPascalとしての文字列定数を得るには

AnsiQuotedStr(またはQuotedStr)を使います。AnsiQuotedStrは、文字列の前後にシン

グルクォートを追加し、文字列中にシングルクォートがあれば、そこにもシングルクォー

トを追加します。

また、文字列がPascalの識別子として正しい形式かどうかを調べるためには、

IsValidldent関数を使います。

CHAP3¥SC0NST.DPR
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GetActlveWindow¥SetActiveWindowでアクティブなウィンドウを鯛べたり、設定した

りしたいのですが、他のアプリケーションのウインドウが見つけられないようです。

Win32(Windows95/NT)では、GetActiveWindow-f*SetActiveWindowは呼び出したア

プリケーションに対してのみ有効です。また、アプリケーションが複数のスレッドを使っ

ている場合は、対応するスレッドに対してのみ有効です。他のアプリケーションのウィン

ドウを対象にする場合は、GetForegroundWindowやSetForegroundWindowを使います。

CHAP3¥SETF0RE.DPR

Q.哩喫鱒『鰐F｡｡…びだそうとしているのですが､引数が蝿っているという

e

③

Q、

e

68

SetFocusというのは、TWinControlでメソッドとして定義されているため、フォームの

イベントハンドラでSetFocusを呼びだそうとすると、このメソッドの呼び出しと認識さ

れてしまいます。こうした識別子の重複を避けるためには、ユニット名やフォーム名を明

示的に指定します。

WindowsAPIは、Windowsというユニットで宣言されているため、Windows.SetFocus

(Handle);のようにすればよいでしょう。

また、イベントハンドラなどでwith文を使ってコンポーネントを指定しているときに、

コンポーネントのプロパティ名がフォームのプロパティ名を隠してしまうような場合は、

Self.Captionのように対象を明示することで、フォーム自身のプロパティにアクセスでき

ます。

CHAP3¥WF0CUS.DPR

フォーム上に、異なる目的のためにラジオボタンを配置していますが、配置する塙所やタ

ブ順序に関わらず、いずれか一つしか選べないようです。

ラジオボタンは、フォームやコンテナ上でグループ化されます。フォーム上に直接配置

したラジオボタンは、どんな配置方法でもいずれか一つしか選べません。複数のラジオボ

タンをフォームに配置する場合は、GroupBoxやPanelなどのコンテナコンポーネント上

に配置してください。また、RadioGroupコンポーネントを使うと、簡単にラジオボタン



③

Q.

e

③

第3章プログラミング

のグループを作成できます。

図3-1は、ラジオボタンを使った配置例です。フォーム上に直接配置したラジオボタン

は、位置関係に関わらずすべてひとまとまりのものとみなされます。

図3-1ラジオボタンの配置例

I･鮒ﾗジｵボﾀﾝのﾃｽﾄ画回圃｜

素議窒[議職？
i臨三琴:繍許
CI1AP3YRBUTT0NS.DPR

FormatDateTime関数を使っていますが、書式のddd(dddd)やmmm(mmmm)はいず

れも日本語で曜日や月名を返します。英単語(Sunday、Januaryなど）で返す書式はない

のでしょうか。

FormatDateTimeの書式指定は、｜曜日や月名の表記をシステムの設定から読み込んでい

ます。したがって、日本語環境では日本語が使われます。たとえば、コントロールパネル

の地域を選び、［地域]ページで「英語(U.S.)」を選ぶと、｜曜日の表記が英文になります
(実際には、このような変更は実用的ではありません)。

これらの設定は、LongMonthNamesやShortDayNamesといったグローバル変数に読み

込まれていますので、プログラム中でこれらを変更することでFormatDateTimeでの表記

も変更できるようになります。

付録CDに収録されているSysCtrlsユニットには、曜日の設定を英文に設定するための

手続きInitMonthDciyNamesと元に戻すための手続きRestoreMonthDayNamesが含まれて
います。

CHAP3YDAYNAMES.DPR(SysCtrlsユニットを使用）
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スクリーン全体のイメージをTBitmapオブジェクトにコピーしたいのですが、どうすれば
よいでしょうか。

Delp肺にはスクリーン全体を指すオブジェクトは用意されていないので、WindowsAPI

を使うことになります。次のプログラムは、スクリーン全体のイメージを持つ新しい

TBitmapオブジェクトを生成する関数のプログラム例です。

垣unct土onCreateDesktopBitmap:TBitmap;
Var

DC:HDC;

begin

DC:=GetDC(O); （スクリーンのデバイスコンテキストを取得）
Result:=TBitmap.Create;{ビットマップオブジェクトの生成）
withResultdo

begin

Width:=Screen.Wid上h;{ビットマップの幅と高さを｝
Height:=Screen.Height;{スクリーンの大きさに合わせる）
{WindowsAP工を使って、イメージを転送）
BitBユヒ(Canvas.Handle,0,0,Wid上h,Height,DC,0,0,SRCCOPY);
end;

ReleaseDC(0,DC);
end;

CllAP3VDKSKi}MP.DPK

Imageコンポーネントのビットマップを独自のTBitmap型変数に代入しようとしているの
ですが、プログラムが正常に動作しません。

TBitmapは、ピッI､マップを表現するための非常に強力なクラスです。ビットマップの

複製や描画、ファイルとのやり取りなども自由にできます。

TBitmapなどのクラス(classとして定義されているもの）は、すべてコンストラクタ

Createを呼び出す必要があります。たとえば、Bitmap:=TBitmap.Create;のようにします。
また、TBitmap型の変数は内部的にはポインタとして実装されているため、単に変数を

代入するだけでは2つの変数が同じビットマップオブジェクトを指すことになります。ビ

ットマップそのものを複製するためには、Assignというメソッドを使います。

フォーム上にImageコンポーネントがあり、ビットマップイメージが割り当てられてい

るとき、次のプログラムはイメージを内部のビットマップオブジェクトにコピーし、輪郭

を描画した上で、ファイルに出力します。



③

procedureTForml.ButtonlClick(Sender:TObjec上);
Var

Bmp:TBitmap;

R:TRect;

begin

｛イメージが設定されていて、ビットマップのときのみ処理する）
土彊(Imageユ.Pictu工e<>nil)

and(Imageユ.Pic上1江e･GraphicisTBitmap)then
begin

｛ビットマップオブジェクトの生成）
Bmp:=TBi上map.Crea上e；
ヒエY

（ビットマップの複製）
政np.Assign(Imagel.Picture);
｛ビットマップヘの描画）
withBmp.Canvasdo
begin

R:=ClipRect；

Brush・Style:=bsClear,-
Pen･Color:=clBlue;

Pen.Width:=1;

Rectangle(R.Lef上,R.Top,R.Right,R.Bottom);
end;

｛ビットマップをファイルへ保存）
Bmp･SaveToFile('N副ｴMAGE・BMP');
finaユユy

（ビットマップオブジェクトの解放）
Bmp・Free;

end;

end;

end;

第3章プログラミング

なお、Image.Picture.Graphic:-Bmp;のようにプロパティに代入する場合は、内部で自

動的にAssignメソッドを呼び出すため正しく動作します。プロパティヘの代入か、単な

る変数（またはクラスのフィールド）への代入かわからない場合は、Assignメソッドを

使うようにしてください。

CHAP3YHLUKFRM.DPR
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Imageコンポーネントにメタファイル(.EMF)を読み込むことはできますが、作成すること
はできないのでしょうか。

メタファイルはTMetafileというクラスで管理されていますが、このクラスには描画用

のメソッドは用意されていません。メタファイルを作成するためには、WindowsAPIを使

います。メタファイルデバイスに描画する場合にも、Canvasではなく直接デバイスコン

テキストを使います。次のプログラムは、星型のメタファイルを作成するプログラム例

です。

なお、Win32ではHMETAFILEの代わりにIIKXilMKTAFII.Kを使うことが推奨されて

います。

pzoicedureMakeStarMe上a堂ユe；
cons七

（星型の座標）
S上arPos：array[0．．9]◎逼工nteger=(50,0,21,9ユ,97,34,3,34,79,91);

Va王

hdcMeta,hdcRef:HⅨ.；

R:TRec上；

hbrPreV:HBRUSH;

hmf:HENt…'AFｴｴ』lE;
mf:…上a軍ﾕe；

begin

{windows亜工を使ってメモリメタファイルを作成｝
hdcRef:=GetDC(O);

R:=RectIO,0,100,100);

hdcMeta:=Crea上eEnhMetaFﾕﾕe(hdcRef,niユ,@R,'San̂leStar');
（星型は黒で塗りつぶす｝
hbrPrev:=SelectObject(hdcMeta,GetStockObect{BLACK_BRUSH));
SetPolyfillMode(hdcMeta,WINDING);
（星型の描画｝
Polygon(hdcMeta,StarPos,5);

SelectObec上(hdcMeta,hbrPrev);
（メモリメタファイルヘのハンドルを取得｝
hmf:-CloseEnhMe上aFile(hdcMeta);

{TMetafileオブジェクトの作成）
mf:=りMeta鐘ﾕe.Create;

mf.Handle:=hmf;{最初にハンドルを代入する）
mf.SaveToFile('C:薯m'RK¥STAR.EMF');{ファイルに保存）
mf.Free;{オブジェクトの解放｝
ReleaseDC(0,hdcRef);

end;

CHAP3¥ﾊ.IKMKTAS.DPR
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Q・ピﾂﾄﾏﾂプの一部を透明にしたいのですが､どうすればよいでしょうか。

◎

③

ピッ|､マップに透明という設定はありません。しかし、ImageListを使うと特定の色を

透明をあらわす代わりに使えます。

ImageListにピッ|､マップを登録するとき、通常はビットマップの左下の色が[透過色

(T)]として使われます。もし、透明にしたい色がなければ最後のclNoneを選びます。透過

色は、イメージを追加するときしか設定できません。また、あらかじめ1leight、Widthプ

ロパティでイメージの大きさを指定しておく必要があります。

ImageListに登録したビットマップを描画する場合は、Drawメソッドを使います。たと

えば、フォームのOnMouseDownイベントハンドラでlmageListl.Draw(Canvas,X,Y,0);

とすれば、マウスをクリックした場所にImageListの先頭のイメージが描画されます。

図3-2ImageListを使った描画

|を1m．亀･Li富《による描画画回国’

鰯

CHAP3Vi)RA¥VlMG.DPR
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コンポーネン|､やCanvasなどで使われているFontプロパティでは、文字の描画方向を

指定することはできません。このため、WindowsAPIを使って方向を指定する必要があり

ます。次のプログラムは、フォーム上にPaintBoxコンポーネントを配置し、OnPaintイベ

ン|､ハンドラを定義してさまざまな角度で文字列を描画するものです。

procedureTForml.PaintBoxlPaint(Sender:TObect);
cons七

ColorTable:array[0..ユユ]ofTColor=

(clBlack,clGreen,ciOlive,clNavy,clPurple,clTeal,
clRed,clLime,clYeﾕﾕow,clBlue,clFuchsia,clAqua);

Vaz

Angle:Integer;

Indexニエnteger;

エ』ogFont:TLogFont;
begin

Angle:=0;

Index:=0;

池土ユ.eAngle<3600do
begin

FillChar(LogFont,SizeOf(LogFont),0);
wユヒ.hLogFont二do
begin

IfHeight:=15; ｛フォントの大きさ）
1七Escapement:-Angle; ｛角度(0..3600)=(0..2TT]
IfWeight:=FW_BOLD; ｛書体）
ユf工上alic:=1; ｛0以外＝イタリック）
IfUndeエユine:=0; ｛0以外＝アンダーライン）
IfSﾋｴﾕkeOu上:=0; ｛0以外＝取り消し線）
S上rPCopy(1量FaceName,'CourierNeW};{フォント名｝
end;

w土七hPaintBoxl,Canvasdo
begin

{windowsAP工を使ってフォントを作成する｝
Font.Handle:=CreateFonﾋｴndirec上(ｴ』lOgFonヒル
Font.Color:=ColorTaわﾕe[Indexル

Brush.S上yle:=bsClear;
（文字列を描画する）
TexfcOut(Widthdiv2,Heightdiv2,'Heﾕﾕo.Worﾕ');
end;

Inc{Angle,300);

Inc(Index);

end;

end;

｝
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図3-3文字列をさまざまな角度で描画

|銀回転する文字列
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作成したフォントは、不要になった時点で自動的に削除されます。

② ciiap3yan(;lkstr.DPR
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プログラムで作成したイメージを壁紙として割り当てたいのですが、どうすればよいでし

ょうか。

SystemParametersInfoというWindowsAPIを使います。壁紙を設定するためには、プ

ログラム中のビットマップをいったんファイルに保存する必要があります。プログラム中

でTBitmapクラスを使っている場合は、SaveToFileメソッドでイメージをファイルに保存

できます。

壁紙のファイル名や表示形式は、レジストリを使って設定できます。具体的には、

HKEYUSERSYControlPanel¥desktopキーのWallpaperエントリとTileWallpaperエントリ

を使います。

設定した内容を反映させるためには、SystemParametersInfoに

SPISETDESKWALLPAPERを渡します。壁紙のファイル名だけを変更したい場合は、

SPISETDESKWALLPAPERだけを使うこともできます。

次の手続きは、指定したファイル名と表示スタイルを設定します。

usesRegisﾋｴy；

procedureSetWallPaper(AFiﾕe:TFileName;HTile:Booﾕean);
”z

Reg:TRegistry;
begin

Reg:=TRegistry.Create;
Reg.R◎◎上Key:=HKEYUSERS;

土至Reg.QpenKeyf､Default¥ContrOlPaneﾕ薯desktop'.False)then
begin

Reg・肱i上eStringCWaﾕﾕpaper',AFile);
土彊班iﾕet冶色E

Reg､碇iteSﾋｴing('TileWallpaper',T)
白1空色

Reg･肱iteString('TileWallpaper','0');
end;

封s上画nParan唱仁ersInfo(SPI_SETDESKWALLPAPER,0,nユユ,0);

Reg,Free;

end;

WindowsAPIのSystemParametersInfoは、壁紙だけでなくコントロールパ

ネルで設定する他の項目を変更したり参照するためにも使えます。たとえば、

SPIGETNONCLIENTMETRICSを使うとウィンドウのキャプションやメニューのような

非クライアント領域で使われている文字フォントの情報などを取得できます。

CHAP3¥WEEKWALL.DPR(ShellLinkコンポーネントを使用）
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Delphiで作成するアプリケーションから、他のプログラムを呼び出したいのですが、どう
すればよいでしょうか。

単純にプログラムを呼び出すだけならば、WinExecというWindowsAPIを使うのがも

っとも簡単です。WinExecは第1引数にプログラム名を、第2引数に表示状態を指定しま

す。たとえば、CALC.EXE(電卓)を呼び出す場合は、次のように記述します。

WinExec(℃ALC.EXE",SWSHOW);

指定されたプログラムは次の順序で検索されます。

1.実行されるアプリケーションのあるデイレクトリ

2.カレン|､ディレクトリ

3.Windowsのシステムディレクトリ(NTの場合は、SYSTEM32/SYSTEMの両方）

4.Windowsディレクトリ

5.環境変数PATHで指定されているディレクトリ

これらに該当しないディレクトリにあるプログラムは、パス名付きで呼び出します。

WinExec(℃:¥WINDOWS¥REGEDIT.EXE',SWSHOW);

WinExecは、プログラムの呼び出しに失敗すると32未満の値を返します。

また、Win32ではCreateProcessというWindowsAPIを使うことが推奨されています。

CreateProcessは、詳細な指定が必要な代わりに実行ファイル名、完全なコマンドライン、

セキュリティ情報などを指定して新しいプログラムを呼び出せます。次のプログラムは、

自分自身のフォームのクライアント領域にメモ帳(NOTEPAD.EXE)を表示させるプロ

グラムです。

Var

S上a工tuplnfo:TSta工上up工亘f◎；
Process工nfo:TProcessInformation；

WinDir:array[0.．255]◎だChar;
CmdFユユe,CmdLine:sヒエing；

begin

GetWindowsDirec上ory(WinDir,SizeOf(WinDir));
｛特に指定が必要ない場合は、Gets上a工上uplnfoを使う）
{Ge上Staz上uplnfo(Star上uplnfo);}

wユヒhStaz上uplnfodo
begin

cb:=SizeOf(Star上uplnfo);
IpReserved:=nil;
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埋
唾
唖 （クライアント領域を）

dwY:=ClientOrigin.Y; （実行領域として使う）
dwXSize:=ClientVJidth;

dwYSize:=ClientHeight;

dwKCoun上Chars:=0;

dwYCountChars:=0;

dwFi11且t上ribute:=0;

dwFlags:=STAR唾一.USESIZEorSTARTF_USEPOS工毎工:0N;
wShowWindow:=SW_SHOW;

cbReserved2:=0;

lpReserved2:=n.ユユ；
hS上d工x壇u上:=0;

hStdOutput:̂ 0;

hStdError:=0;

end;

CmdFile:=S上rPas(WinDir)+'MNOTEPAD・EXE';
CmdLine:=CmdFile+'README.唾虹j；

CreateProcess(PChar(CmdFile),PChar(α【掴LLine),nユユ，、ユユ，
False,0,nユユ,w土nDえ工，S上artuplnfo,Processlnfo);

CreateProcessを使うことで、生成されたプロセスのハンドルを調べ、プロセスの終了

を待つことができます(Win32では、Windows3.1で使われていたCetModuleUsageは使

えません)。上記のプログラムに以下の記述を追加することで、呼び出したメモ帳が終了

するまで待ちます。

城ﾕﾕﾕeWaitForSingleObec上(ProcessInfo.hProcess,0)=睡工現一歴ｴMEOUTdo
App1icaヒエon・ProcessMessages;

この他の便利なWindowsAPIとしてShellExecuteがあります。これは、ShellAPlという

ユニットで定義されているもので、WinExecと同じように実行ファイルを呼び出すだけ

でなく、起動ディレク|､リを指定したり、Windowsの関連付けを利用してアプリケーシ

ョンを起動することができます。

ShellExecuteを使う例を以下に示します。

uses

SysU上lis,WinTypes,WinProcs,Messages,
Forms,Dialogs,S上dCtrls,ShellAPl; ｛

Classes,Graphics,Controls,
She1狸Pェを追加する｝

●守の

PzocedureTForml.ButtonlClick(Sender:TObject);

begin

（カレントディレクトリをC:¥Pro9ｺ含amFiles¥Boヱユand¥Delphi3にし、）
（メモ帳(NOTEPAD.EXE)を起動する｝
Sheﾕﾕ函にecute(Handle,'OPEN1,'Nα四PAD.EXE",",

℃:¥ProgramFiles¥Borland¥Delphi3',SW_SHOW);
end;
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たとえば、次のようにすれば.BMPという拡張子に関連付けられている「ペイントブラ

シ」が自動的に呼び出されて、花見.BMPがオープンされます。

{C:SWindows薯花見.…を直接指定する｝
Sheﾕﾕ唾ecute(Handle,'OPEN','C:Windows革花見.…¥",",SW_SHOW);

フォームにButtonと3つのEditコンポーネントを配置して、Buttonlのイベントハンド

ラでプログラム名、コマンドライン、起動ディレクトリを指定して実行するには以下のよ

うにします。

procedu工eTForml.Buﾋﾋ◎nﾕClick(Sender:Ⅲ恥jec上);
begin

{WindowsAPェに文字列を渡す場合は、配harでキャストする｝
Sheﾕﾕ壁ecu上e(Handle,'OPEN',PChar(Ediヒユ.Text),PChar(Edit2.Text),

PChar(Edit3.Tex上),sⅦ_SHOW);
end;

⑧ CHAP3¥EXECCMD.DPR

Q、
アプリケーションから直接Windows95を再起動させたいのですが、どうすればよいでしょ

うか。

e WindowsAPIのExitWindowsExを使います。ExitWindowsExの第1引数に与える引数と

意味は、以下の組み合わせとなります。第2引数は将来のために予約されており、使われ

ません。システムを再起動させるためには、ExitWindowsEx(ewxReboot,0);となります。

なお、Windows3.1で使われていたExitWindowsは引数に関わらずExitWindowsEx

(ewxLogoff,-1);と同じ動作になります。

アプリケーションの応答を待たず、システムを強制的に終了させる

システムをシャットダウンし、ログオフする

システムをシャットダウンし、再起動する

システムをシャットダウンし、電源を切る

システムをシャットダウンし、電源を切っても安全な状態にする
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⑬ CHAP3¥EXITWIN.DPR
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Q、

e

③

Printerオブジェクトを使って、プリンタへ出力するときに、PrlnterSetupDialogを使わず

に直接印字方向（縦、横）を切り換えることはできませんか。

Printerオブジェクトには、実行時に使えるOrientationというプロパティがあります。

このプロパティにpoPortraitを代入すれば縦方向に、poLandscapeを代入すれば、横方向

に印字できるようになります。

CHAP3¥PRTEST.DPR

Q・ブﾘﾝﾀに印字する際ﾌｵﾝﾄや大きさはどのように設定すればよいのでしょうか。

e

③

Q、

◎

80

PrinterオブジェクトのCanvasプロパティがプリンタ用のデバイスコンテキストをあら

わしています。そして、Canvas.Fontプロパティがプリンタに出力するフォントを表わし

ています。たとえば、Canvas.Font.Name:='AriaT;Canvas.Font・Size:=20;とすれば、Arial

の20ptフォントが使われます。

ただし、新しいフォントを割り当てるとフォントの情報がプリンタの解像度ではなく、

画面の解像度になってしまうことがあります。この場合は、Printer.Canvas.Font.Pixels

Perlnch:=GetDeviceCaps(Printer.Handle,LOGPIXELSY);としてください。

CHAP3¥PRTEST.DPR

プリンタに印字する際、特定の用紙トレイを使って印刷したいのですがどうすればよいで

しょうか。

Windows95の【スタート]メニューからI股定｜プリンタ(P)]を選び、使いたいプリンタの

プロパティの[用紙]ページで「給紙方法」を設定しておけば、そのプリンタを使う際のデ
フォルトの用紙トレイを決められます。

デフォルトの設定を変更せず、アプリケーションだけで特定の用紙トレイを使いたい場

合は、プリンタデバイスの情報を持つTDeviceModeレコードを直接扱う必要があります。

現在選択されているプリンタやデバイスの状態はPrinterオブジェクト(TPrinter型）の

GetPrinterメソッドを使って得られます。用紙トレイは、dmDefaultSourceフィールドが
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示します。

しかし、用紙トレイの種類はプリンタごとに違うため､統一した値では設定できません。

このため、一度はPrinterSetupDialogなどを使ってプリンタの状態を設定しておき、設定
された値を次回以降で利用します。

● Win32オンラインヘルプでは、dmDefaultSourceは予約領域となっており、常に0を指

定することになっています。

以下の関数や手続きを使えば、現在の給紙1,レイの設定を参照したり、設定することが

できます。ただし、プリンタが切り換えられるとトレイを示す値は無効になりますので、

注意してください。

付録CDのサンプルでは、アプリケーションが終了するときに、設定されている用紙ト

レイをレジストリに記録し、2回目以降の起動時に用紙トレイの‘情報をプリンタの設定に

反映させています。

usesPrinters;
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③ CliAPSYPRTKST.DPR
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Q、 PrinterオブジェクトにImageコンポーネントの内容(imagel.Picture.Graphic)を出力するため、CanvasプロパテイのDrawメソッドを使いましたが、プリンタには何も出力され

ません。どうすれば出力できるようになるでしょうか。

。
Drawメソッドでは、ビットマップやアイコンを簡単にCanvasに描画できます。しかし、

モノクロプリンタなどディスプレイのデバイスコンテキストと互換性のない場合は、正常

にビットマップイメージを転送できないことがあります。

ディスプレイデバイスとプリンタデバイスで互換性のない場合にも、正しくビットマッ

プイメージを出力するために、いったんDlB(DeviceIndependentBitmap)を作成して出力
する手続きを以下に示します。
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なお、プリンタデバイスによってはStretchDIBitsをサポートしていないものもありま

す。デバイスがある機能をサポートしているかどうかは、GetDeviceCapsというWindows

APIを使って調べることができます。たとえば、「(GetDeviceCaps(Printer.Canvas.Handle,

RASTERCAPS)andRCSTRETCHDIB)く>0」とすれば、StretchDIBitsがサポートされて

いる場合にはTrue(真）に、サポートされていなければFalse(偽）になります。

③ CHAP3YPRTKST.DPR

顕
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Q.印刷のﾚビｭー画面を作りたいのですが､よい方法はないでしょうか。

。

⑬

Delphi3のレポート出力コンポーネントQuickReportを使っている場合は、QuickRepの

Previewメソッドを呼び出すだけで、プレビュー画面が表示されます。また、QRPreview

コンポーネンl､を使えば独自の範囲をプレビュー領域として使えます(OnPreviewイベン

トハンドラの記述でTQRPrinterが未定義エラーになる場合は、uses節にQRPrntrを追加

してください)。

Printerオブジェクトを使って、直接プログラムでプリンタを制御する場合は、通常の

Printer.Canvasと|司様にフォームやPaintBoxのCanvasに描画することで、プリンタへの

印字と同じ内容を描画できます。このとき、プリンタと画面上ではインチあたりのドット

数(PixelsPerlnch)が違うこと、イメージの出力ではDrawメソッドが使えない場合があ

ること（前項目参照）などの注意が必要です。たとえば、フォームの解像度が96dpi(イ

ンチあたりの96ドット）の場合は、1センチの幅をあらわすために、約38ドット必要で

す（1.0×96/2.54=約37.8)。

付録CDのサンプルプログラムでは、拡大・縮小にも対応したプレビュー機能を実現し

ています（図3.4)。

図3-4サンプルプログラムでのプレビュー
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Q・ﾃｷｽﾄをプﾘﾝﾀに出力したいだけなのですが簡単な方法はありませんか。

e

③

Q.

e

④

84

テキストファイル変数を定義して、PrintersユニットのAssignPrn手続きを使ってプリ

ンタデバイスを割り当てることができます。簡単な例を以下に示します。

垣z

PrnOut:Tex上File;

begin

AssignPrn(PrnOu上);
Rewrite(PrnOut);

Wri上eln(PrnOut,'これはプリンタに出力するサンプルです。');
CloseFile(PrnOut);

end;

(:I1AP3YPRTEXT.DPR

Delphi1.0で、WritelnやReadlnを使うためにWinCrtを使っていたのですが、Delphi3に

はWinCrtはないのでしょうか。

Delphi3にはWinCrtユニットはありませんが、代わりに32ビットのコンソール画面を

利用できます。［プロジェクト(P)lオプション(O)]の[リンカ]ページで、［コンソールアプ

リケーションの作成(C)]をチェックすれば、WinCrtを使う場合と同様、Writeln̂ Readln

を使えます。この入出力は、MS-DOSプロンプトが対象となります。いっさいフォームを

使わない場合は、すべてのフォームをプロジェクトから削除しプロジェクトソースを次の

ように書換えます。このプログラムは、VCLを使わないため非常に小さい実行ファイル

ができあがります。

p工ogramC…PP;

usesWindows;{プロジェクトの形式として必要な行）

begi･n

Wri上eln('Hello,Delphiprogrammers![pressEnter]');
Readln,- {[ENTER]を押した時点で終了させる｝
end．

(:IIAP3YC0XAPP.DPR
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第3章プログラミング

C言語のoutp/inpのように、ObjectPascalで直接I/Oポートを制御することはできますか。

Delphi1.0で使っていたPort配列は使えないようです。

Windowsアプリケーションが直接ハードウェアを操作することはあまり好ましくあり

ません。Delphi1.0では、従来のTurboPascalからの仕様としてPort変数というものが使

えるようになっていましたが、これはDelphi3では使えません。しかし、次のようにイン
ラインアセンブリを使うことで直接1/0ポートを制御できます。

procedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObject);
aSm

{DOS/Vでビープ音を鳴らす）
movdx,$0061

inal,dx

oral,$03

outdx,al

end;

p雪QcedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObjec上);
aSm

{DOS/Vでビープ音を止める｝
movdx,$0061

inal,dx

andaﾕ，$FC

outdx,al

end;

付録CDに収録されているSysCtrlsユニットには、直接I/Oポートを制御できるクラス

が含まれています。これは1/0ポートを配列のようにみなして使うもので、配列要素への

代入が出力(out)、配列要素の参照が入力(in)として機能します。たとえば、PC-9800ｼﾘ

スーではPortI$371:=6;とすればビープ音が鳴り、Port|S371:=7;とすればビープ音が止ま

ります。もちろん、こうしたハードウェアの仕様に依存するプログラムは、互換性のない

他の機種では実行できなくなります。

使用中の機種がDOS/VであるかPC-9800であるかを調べる方法のひとつとして、

WindowsAPIのGetKeyboardTypeを使うことができます。GetKeyboardTypeの引数に1
(サブタイプの取得）を指定すると、PC-9800の場合にはSODOl～S0D04が、DOS/Vの場

合はs0ooo～S0004という値が返されます。このため、返された値の上位バイトがSODで

あるかどうかでPC-9800かDOS/Vかを区別できます。

CHAP3Y10P0RT.DPR(SysCtrlsユニットを使用）
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Q.・のよう窓文字判定ﾙーﾁﾝ“いのでしょうか。

。

③

標準ライブラリには文字判定ルーチンはありませんが、同様の関数を作成することはで

きます。付録CDに収録されているSysCtrlsユニッ1,では、BorlandC++と互換性を持つ
文字列判定関数を実現する関数群が提供されています。

これらの関数を使いたい場合は、uses節にSysCtrlsを追加します。

iｴ唖ユemen七a七土on

{$R☆・DFM}

usesSysCﾋｴ1s；

pzoicedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:Tdｺec上;
Va室

c:Char;

begin
由●●

土這isalnum(c)then．．．

C1-1AP3YC1-1KCHAR.DPR(SysCtrlsユニットを使用）

Q,醐忌鳶雲職麗醗熟厩雪鮮擬駕蕊欝
privateやp工otectedで宣言しなおせます。

◎

唖

DelphiのObjectPascalでは、C汁のアクセス制御とは考え方が異なります。つまり、継

承するときにアクセス制御を緩めることはできますが、制約することはできません。この

ため、上位クラスに指定したコンポーネン1,でPu力ﾕﾕc-̂ pulｺｭﾕshedに指定されたプロ

パティは、すべて新しいクラスでも参照できることになります。

なお、Delphiのビジュアルコンポーネントライブラリには、TLabel̂ TEditとは別に

TCustomLabelやTCustomEditなどの拡張専用コンポーネントが定義されています。これ

らは、ほとんどのプロパティがprivateVprotectedで定義されているため、継承す

るときに好きなプロパティだけをpulo1ic-K̂ puゎ1ishedで宣言しなおすことができます。

ただし、TCustomGridのように、拡張したクラスでメンバを再定義しなければ使えない

ものもあります。



第3章プログラミング

Q.̂肺のﾛグﾗﾑでｺーﾙバﾂｸ関数は使えますか。

⑳

③

DelphiのObjectPascalでは、ウィンドウハンドルやコールバック関数が使えます。1(5

ビットアプリケーションでは、スマー|､コールバックを使うか、MakeProclnstance/

FreeProdnstanceといったWindowsAPIを呼び出す必要がありましたが、Win32では不要

です。

Win32では、一般的なコールバック関数はstdcaﾕﾕ呼び出し形式を使います。16ビッ

トアプリケーションではPASCAL形式が使われるためe麺○工七以外の指定は必要ありませ

んでしたが、32ビットアプリケーションではstdcaユユを指定する必要があります（逆に

e麺o工七は不要です)。

新規フォームにListBoxコンポーネントを貼り付け、フォームのOnCreateイベントハ

ンドラとコールバック関数を次のように定義します。このプログラムは、Windows上で

タイトルを持つすべてのウィンドウをリス|､ボックスに表示します。

{EnumWindowsで使うコールバック関数(エクスポート関数)}
func七ionEnumTit1esProc(Handle:HWnd;Info:Poin上er):Bool;stdcaユユ；
Var

tiﾋﾕe：a工zay[0..255)◎だChaｴテ{タイトルを受け取るバッファ｝
begin

Ge上WindowTex上(Handle，tiﾋﾕe,255);{ウインドウタイトルの取得）
ifStrLen(title)<>0then

Forml.ListBoxl.ｴﾋems.Add(StrPas(tiﾋｭe));{ListBox1に追加）
Resul上:=True;

end;

procedureTFormユ.FormCreate(Sender:

begin

EnumWindows(@EnumTiﾋﾕesProc,0);
end;

図3-5ウィンドウタイトルの一覧表示

|鑓ｳｲﾝドｳﾀｲﾄﾙの一覧

|鳶瀞酬跡一覧

CllAP3YK.¥"r.¥I¥VL¥.l)PR

■同函

劃

」

ゴ

TObject);

｛コールバック関数を使った例）
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Q・・bjectPascalでﾌｧｲﾙをｱｸｾｽする方法がわかりません。

◎

匪1

ObjectPascalで扱える基本的なファイルとして、型なしファイル、型つきファイル、テ

キス|､ファイルがあります。また、より高度なファイル処理のためにTFileStreamという

クラスが定義されています。

ここでは、基本的なファイル操作について説明します。ObjectPascalではファイルを操

作するためにはファイル変数を使います。ファイル変数を定義するときに指定する型でフ

ァイルの種類が決まります。型なしファイルはFile、型つきファイルはFileof型名、テ

キスl､ファイルはTextFileという型名を使います。

型なしファイルを使ったプログラム例を以下に示します。

procedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObject);
Va童

F二造ユユe； ｛型なしファイル変数）
Buffer:a童垂ay[0.．7]◎だChar;{読み込みバッファ）
RecNum:Word; （読み込みレコード数｝
begin

(OpenDialogコンポーネントを配置しておく）
ifOpenDialogl.Execu上ethen{「ファイルを開く」ダイアログ｝
begin

AssignFﾕﾕe(F,OpenDialogl.軍ﾕeName);{ファイル名の割り当て｝
Rese上(F,8); ｛レコードサイズは8バイト）
BlockRead[F,Buffer,1,RecNum); ｛ユレコード読み込む）
｛読み込んだ結果でファイルの情報を表示）
ifRecNum<1thRm

ShowMessage('Unknown鐘ﾕe')
elseifStrLCorrp(Buffer,'MZ',2)=0then
ShoiAWessage('Executable量1e')
elsei玉StrLComp(Buffer,'Hd',2)=0then
ShowMessage('Bitmapfile')
else土這StrLCon̂ (Buffer,'DCUl',4)=0then
ShoTAMessage('Delphiユ.0Unitobec上')
elsei造S上rLComp(Buffer,'HSPP',4)=0then
ShowMessage('Delphi2.0Unitobect')
elsei造StrLComp(Buffer,ftS41#$86#$51#S44,4}=0then
ShowMessage(℃elphi3Uni上object')
elseifSﾋｴLComp(Buffer,'program',7)=0then
Shov*!essage('Delphiproectsource')
elsei置StrLComp(Buffer,'uni上.',4)̂ 0then
ShowMessage('Delphiuni上source')
elge

ShowMessage('Unknown丘ﾕ.e');
CloseFile(F);

end;

end;
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AssignFile手続きは、ファイル変数に実際のファイル名を割り当てるために必ず必要で

す。ただし、ファイル名を割り当てるだけでオープンするわけではありません。ファイル

をオープンするには、ResetとRewriteという手続きを使い、それぞれ既存のファイルを

オープンするか、新規にファイルを作成するかという違いがあります。ここでは既存のフ

ァイルから情報を読み込むために、Reset手続きを使っています。

Resetを使う場合、デフォルトではファイルを「読み瞥き用」にオープンすることに注

意してください。読み込み専用でオープンするためには、Resetを呼び出す前にFileMode

変数にOを代入しておきます。ただし、テキストファイルに対してはResetは読み込み専

用でオープンします。

Resetにはファイル変数に加えてレコードサイズを指定できます。レコードサイズは、

型なしファイルの場合だけに指定できるもので、データを読み書きするときの単位とバイ

ト数であらわします。型なしファイルからデータを読み書きするには、BlockRead/

BlockWriteという手続きを使います。レコードサイズを1にしておくとバイト単位でデー

タを読み書きできるようになります。

ファイルを使い終わったら、CloseFile手続きでファイルを閉じます。CloseFileする前

に、再度Reset-^Rewriteでファイルをオープンできます。ただし、ファイルの位置は先

頭に戻されます。ファイルの途中からレコードサイズを変更することはできません。

型つきファイルは、varF:FileofLongint;のように定義します。型には基本的な型以

外にレコード型なども利用できます。型つきファイルでも、AssignFile、Reset/Rewrite、

CloseFileの意味は同じです。ただし、型つきファイルに対してデータを読み書きするに

は、Read/Write手続きを使います。

型なしファイルや型つきファイルではSeekを使って任意の位置のデータを読み書きで

きます。Seekはレコードサイズや型の大きさを元にしてファイルの位置を指定します

(バイト数ではありません)。現在の場所を調べるなら、FilePos関数を使います。

テキストファイルは、varF:TextFile;のように定義します。型つきファイルでは、

Reset/Rewriteはそれぞれ読み込み専用、書き込み専用となります。データの読み書きの

ためにはRead/Writeを使いますが、出力するデータはすべてテキスト文字列として書き

込まれます。また、Seek̂ FilePosは使えません。

たとえば、AUTOEXECBATを1行ずつ読み込むためには次のようにプログラムします。

”工

｛イベントハンドラの呼び出しごとに初期化しないため｝
｛イベントハンドラの外で変数を定義する｝
AssignedFlag:Boolean;{ファイルをオープンしているかどうか｝
F：Tex上File; ｛テキストファイル変数）

proceduze唾Ozml.Buﾋﾋ◎n5Click(Sender:…ect);
”エ

s:string;
begin

ifn．℃AssignedFlagthen
begin
｛ファイルを割り当てていなければ、ファイルを割り当てる｝
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AssignFile(F,℃:蟹恩.UTOEXEC.B恩匪');
Rese上(F);

AssignedFlag:=True;
end;

土這Eof(F)七hen

begin

｛ファイルが終わりになったら、ファイルを閉じる）
CloseFile(F);

AssignedFlag:=False;
end

eユse

begin

（ファイルからテキストを1行読み込む）
Readln(F,s);

（読み込んだテキスI､をメモに追加する）
Memoユ.Liens.Add(S);

end;

end;

ファイル操作に関する手続きや関数については、オンラインヘルプの「入出力/標準手

続き」を参照してください。型なしファイルについては「型なしファイル｣、テキストフ

ァイルについては「テキストファイル」を参照してください。

TFileStreamクラスの使用例については、オンラインヘルプの「TFileStream」

｢TStream」や第6章「VisualBasic」のQ&Aを参照してください。また、より低レベルの

入出力を行なうために、FileOpen/FileCloseなどの関数があります。

aiAP3Vli)F¥TFlU)l'K

C11AP3YV1Emr1N1.DPR
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第3章プログラミング

ファイルを完全に削除する代わりにごみ箱に入れたり、ディレクトリごと削除するにはど

うすればよいでしょうか。

WindowsAPIのDeleteFileは、ひとつのファイルを完全に削除します。このため、エク

スプローラで削除する場合のように「ごみ箱」を使ってファイルを復活させることができ

ません。

付録CDには、ShellAPlを使ってファイル操作をするためのFileOperationコンポーネン

トが収録されています。FileOperationでは、FromFilesプロパティにコピーや移動の元に

なるディレクトリまたはファイル名を登録し、ToFilesプロパティにコピー先のディレク

トリ名を登録して準備します。実際の処理には、CopyFiles、DeleteFiles、RemoveFiles、

RenameFilesメソッドを使います。単一のファイルやディレクトリを対象とするときは、

CopyFile、DeleteFile、RemoveFile、RenameFileメソッドを使います。

デフォルトでは、OptionsプロパティのfofAllowUndoが有効になっているため、ごみ箱
を使ってファイルを復元できます。fofAllowUndoをFalseにすれば、ファイルは直ちに削

除されます。

図3-6FileOperationコンポーネントの使用例

必ﾌｧｲﾙ驚理ﾂー ﾙ

国国堵蝿噌
…題一

画⑩EHT
画にHAP劇
画にHAP3］
画にHAP4］
画仁HAP5］
画にHAP6］
画bHAP7］

圏撫

肖ll除して↓

■

自信
ます…
■■■■■■■■■■■■■■■
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割
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CI1AP3YFII.KR.1)PR(FileOperationコンポーネントを使用）
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Q・襲鰯fｸﾄﾘを作成する際に裸い階扇のデｨﾚｸﾄﾘを-度に作成すること臆で

e 通常、CreateDirectoryのようなWindowsAPIを使ってディレクトリを作成する場合、

複数の階層にわたるディレクトリでは1段ごとに作成しなければなりません。こうしたデ

ィレクトリを一度に作成するために、DelphiではForceDirectoriesという手続きが用意さ

れています。たとえば、ForceDirectories('C:¥TESTAPPS¥SUB¥INFO');とすれば、たとえ

C:¥TESTAPPSディレクトリがなくても、一度にディレクトリを作成できます。

Q・噸隙需鷲f雷に､ｱﾘｹーｼｮﾝを菖恥に起動…いのですが､ど

e

②

92

Windows95のIスタート]メニューから[設定(S)lタスクバー]を選び、［スタートメニュ

ーの設定]ページで[詳細]ボタンを押し、【プログラム｜スタートアップ]項目に、プログラ

ムを追加します。しかし、アプリケーションの利用者にこうした手間をかけさせないため、

プログラムで登録することもできます。

付録CDには、スタートアップやデスクトップなどさまざまな場所にショートカットを

登録できるShellLinkコンポーネントが収録されています。ShellLinkでは、FileName-f

Description、Argumentsなどのプロパティを設定しておき、CreateLinkを呼び出してショ

ートカットを作成できます。自分自身のアプリケーションを登録する場合は、FileName

プロパティを空にしておきます。

ショートカットをスタートアップに登録する場合は、LinkTypeをInkStartupにします

(Windows95の【スタート】メニューに登録するInkStartMenuと間違えないでください)。

CHAP3¥WEEKWALL.DPR(ShellLinkコンポーネントを使用）
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Windows95の長いファイル名から短いファイル名を調べたり、短いファイル名から長い

ファイル名を調べるにはどうすればよいでしょうか。

Windows95では、DOSスタイルの8.3形式以上の長いファイル名を扱えます。この長

いファイル名を扱う場合でも、常に旧式の短いファイル名が割り当てられます。

しかし、ある特定の長い名前がどのような短い名前に割り当てられるかは、状況によっ

て異なります。たとえば、すでにL0NGF1-1という短いファイル名があれば、新しく

LONGFILENAMEというファイルを作成するときの対応する短いファイル名は

L0NGFr2になります。つまり、長いファイル名と短いファイル名の対応を調べるには、

実際にディスク上のファイルを調べてみなければなりません。

次のプログラムは、与えられたファイル名（パス指定付き）からディスク上のファイル

を調べ、それぞれ短いファイル名と長いファイル名を返す関数です。たとえば、

GetShortFileNameに短いファイル名を与えてもかまいません（同じファイル名が返され

ます)。

歪五重ごセユonGetShortFileName(AFileName:TFileName):TFileName;
Va室

SRec:TSearchRec;

begin

土這FindFirst(AFileName,faAnyFile,SRec)=0then
Resuユヒ:=SRec.FindData・cAﾕﾋernateFi1毎打ame

eユse
Ⅱ

Resul上：＝；

FindClose(SRec);

end;

funcヒゴLonGeﾋｴ』lOngFiﾕ副ame(AFileName:TFileName):TFileName;
▽a工

SRec:TSearchRec;

begin

土逼FindFirst(AFﾕﾕeName,faゑnyFile,SRec)=0then
ReSuﾕt：＝SReC･FindData・cFileNAme

eユse
lI

Result:=;

FindClose(SRec);

end;
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N88-BASICなどで作成したデータファイルをC++やDelphiで読み込んで使いたいのです

が、整数は正しく読み込めるのに、浮動小数値は正常な値になりません。

Delphiは、浮動小数値を表現するための内部表現に正EE形式を使っています。これに

対して、PC-9800用のN88-BASIĈ IBM-PC用のGW-BASICでは、マイクロソフトバイナ

リ(MSBIN)形式が使われています。両者の形式が異なっているため、単純にデータを読

み込むだけでは正常な値として利用することはできません。

以下のプログラムは、MSBIN形式の値を耐EE形式に変換します。

{MSBIN形式の倍聯1度実数をIEEE形式に変換）
pzoceduredinsbintoieee(varValue:Double);
Var

SrcLo,SrcHi:Longint;

DstLo,DstHi:Longin上；

begin

SrcLo:=虹』ongint(cValue)";
SrcHi:=PLongint(Longin七(cValue)+4)";

DstHi:=(((SrcHishr24)and$FF)-129+1023)shl20;

if(SrcHiand$800000)<>0then

DstHi:=Ds上Hior$80000000;

DstHi:=DstHior((SrcHishr3)and$000FFFFF);
DstLo:=(SrcHishl29)◎工(SrcLoshr3);

PLongin上(cValueP:=DstLo;

PLongin上(ｴ』ongint(cValue)+4)ハ:=DstHi;
end;

{MSBIN形式の単梢度実数を工EEE形式に変換｝
p工oicedurefmsbintoieee(varValue:Single);
Var

Src,Ds上gLongin上；
begin

Src:=PLongint(cValue)へj

Da上:=(Srcshr24)and$000000FF;
ifDst<2then

begin

Value:=0;

画にit;
end;

Dst:=(Ds上－2)shl23;

土だ(Srcand$00800000)<>0then
Dst:=Dsto工$80000000;

Dst:=Dstor(Srcand$007FFFFF);

PLongint(cValue)̂ :=Dst;
end；

CHAP3YCVMSB1N.DPR
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Delphi1.0でWindowsAPIを呼び出すために、文字列の先頭のアドレスを渡していたので

すが、Delphi3では正しく動作しないことがあります。

Delphi1.0の文字列型は、特に指定しない限り255文字の領域を確保していました。

Delphi3の文字列型は、必要に応じて文字列領域が確保されるため、何も文字列を代入し

ていない場合には領域が確保されていません。たとえば、GetWindowsDirectoryのように
文字列をバッファとして使いたい場合、次のようにあらかじめ文字列長を指定しておく必

要があります。

VaZ

dir:s七宝ing；

begin

SetLength(dir,255);

GetWindowsDirectozy(PChar(dir),255);
SetLength(dir,StrLen(PChar(dir)));
Caption:=dir;
end;

次のように文字型の配列としてプログラムすることもできます。

”Z

dir:array[0..255]ofChar;
begin

GetWindowsDirectory(dir,255);
Cap上ion:=StrPas(dir);
end;

CHAP3VWINDIR.DPR
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第 章

コンポーネント

本章では、VisualComponentLibraryに組み込まれているコ

ンポーネントの特長や使い方について取り上げます。
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ボタンのキャプションに2行以上の文字列を表示させたいのですが、どうすればよいでし

ょうか。Q.

e
Buttonは、キャプションに長い文字列が指定されても常に1行の文字列として認識し

ます。

付録CDには、複数行でキヤプションを表示したり、プログラムでボタンの表面を描画

できるようにするButtonExコンポーネントが収録されています。ButtonExでは、Styleプ

ロパティにbsOwnerDrawWithFrameを指定すると、キャプションに長い文字列や改行付

きの文字列を指定したときに自動的に文字列を複数行で表示します。また、Buttonと違

ってFontのColorプロパティ（文字色）の指定も反映されます。また、Styleが

bsOwnerDrawかbsOwnerDrawWithFrameのときに、OnDrawButtonイベントハンドラを

定義すれば、ボタンの表面をプログラムで描画できます。bsOwnerDrawの場合は、ボタ

ンの輪郭もプログラムで描画します。

図4-1オーナー描画ボタンの使用例

|媒ｵー ﾅー 描画ボタン ■回臨’

|’’鵜蝋鞍,ｮン

自国縁I

改行付きの文字列はオブジェクトインスペクタでは直接指定できません。プログラム実

行時に改行付きの文字列を指定することもできますが、2¥Vay-Toolの機能を使って設計時

にも指定できます。このために、フォーム全体をスピードメニューの【テキストとして表

示(V)]を選んでテキスl､表示させ、目的のボタンの定義を探します。あるいは、目的のボ

タンを選んでから[編集(E)l切り取り(T)]で切り取り、テキスl､エディタに[編集(E)l貼り

付け(P)]で貼り付けます。ボタンの定義は、次のようなものになります。

唾ｎｏ・ヒ

ヒ
－

ｕ

唖
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ｏ
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℃
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ｔ
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５
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２
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ｓ
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◎
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ここで、Captionを定義している行を「Caption='Multi'#13#10'Line'J(#13#10は、復帰

改行の文字）と修正し、ふたたび[フォームとして表示(V)]か、エディタ上での[編集(E)l
切り取り(T)]とフォーム上での[編集(E)l貼り付け(P)]を使ってビジュアルデザイナに戻し
ます。この操作で、改行指定付きの文字列を指定できます。

この方法はLabelなど、他のコンポーネントでも有効です。

③ CHAP4YUSEBTNEX.DPR(ButtonExコンポーネントを使用）

Q、 スクロールバーで、Delphiのコードエディタなどのようにつまみの幅を変更したいのですが、どうすればよいでしょうか。

e ScrollBarコンポーネントには、つまみのIl偏を決めるプロパティはありません。

付録CDには、つまみの幅をl';igeプロパテイで設定できるScrollBarExコンポーネント

が収録されています。ScrollBarExでは、PageがO以外の場合に、つまみの幅がスクロー

ルバー全体のどれだけを占めるかを指定する意味になります。たとえば、Minが0，Max

が100のときにI'liUrを50に設定すると、つまみの幅はスクロールバーの約半分になりま

す。

図4-2拡張スクロールバーの使用例

③ CHAP4YUSESHAR.1)I'R(ScrollBarl̂xコンポーネントを使用）

唖

緑訊応長スクローノlﾉﾉｰ

#1－P｡霊50.Pan3d

#2－P◎壁25hPa群:50

1=1回一一＝一 匡二

画
．

詞

4 卿:鑑､還・さ雪｡5塁割■■I■ロ ｡ー画

■■■ □ ×
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コンポーネントの大きさを少しずつ変えるようにプログラムしているのですが、途中の経

過が表示されず最後の状態だけが表示されます。処理が速すぎるのでしょうか。

コンポーネントのHeight̂ Widthなどのプロパティを使って大きさを変更すると「再

描画の要求」は発生しますが、実際に再描画されるわけではありません。たとえば、次の

プログラムはフォーム上に配置したパネルの大きさを段々大きくしていますが、実際に表

示されるのはこの処理が終わった後になるため、途中の経過は表示されません。

procedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObject);
Var

i:Integer;
begin
逼ori:=10to99do

withPane11do

5e上Bounds(Le董上,Top,i,i);
end;

次のようにUpdateメソッドを使えば途中の状態も描画されるようになります。

p重ocedureTFo工ml.ButtonlClick(Sender:TObec上);
Va工

i:Integerr
begin
だ◎工i:=10to99do

wi上hPanP11do

begin

SetBounds(Left，Top,i,i);
Imdate;

end;

end；

コンポーネントのUpdateの代わりにApplication.ProcessMessages;を呼び出しても、再

描画されます。これは、Application.ProcessMessages;によってシステム中に残っている
メッセージ（ここでは再描画メッセージ）を処理できるためです。

CIIAIMYZOOMPNLDPR
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Q・文字列グﾘｯドで選択中のｾﾙの色を変更したいのですが､どうすればよいでしょうか。

。 文字列グリッドに、選択中のセルの色を変更するためのプロパティはありません。しか

し、OnDrawCellというイベントハンドラを処理することにより、自分の好きな方法でセ

ルの内容を描画できます。OnDrawCellは、セルの内容を描画するときに発生するイベン

1,で、イベントハンドラは次のような形式をとります。

procedureDrawCeユユ(Sender:TObect;Col,Row:Longint;
Rect:Ⅲ狼ect;Sta上e:TGridDrawState);

ここで、Senderはイベンl､が発生したオブジェクI、(StringGridlなど)、ColとRowは

描画するセル、Rectは描画対象となる矩形領域、Stateはセルの状態をあらわしています。

デフォルトと同じようにテキストを描画するためには次のようにします。

procedureTForml.StringGridlDrawCe11(Sender:TObect;Col,Row:Longint;
Rect:TRect;Sta上e:TGridDrawState);

begin

withS上ringGridl.Canvasdo
begin

Brush.S上yle:=bsClear;

TextRec上(Rect，Rect.Left+2,Rec上.Top+2,
s上ringGridﾕ.Cells[Col,Row]);

end;

end;

次のプログラム例は、選択範囲のセルについて背景色と文字色を黄喜色と赤に、入力フォー

カスのあるセルの背景色と文字色を青と灰色にします。

p工ocedureTForml.SﾋｴIngGridlDrawCell(Sender:TObect;Col,Row:Longin上j
Rec上:TRect;State:TGridDrawS上ate);

begin

withSt二ringGridl.Canvasdo
begin

（入力フォーカスを持っている場合）
ifgdFocusedinState七hen
begi･n

Brush・Color:=clB1ue;

Font.Colorg=clSilver;

TextRect(Rec七,Rec上.ｴ』eft+2,Rect.Top+2,
StringGridl.Cells[Coﾕ，Row]);

end

｛それ以外で、選択中のセルの場合｝
elsei彊gdSelectedinSta上e七he、

101
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begin
Brush.Color:=clYeﾕﾕow；

Font・Color:=clRed;

TextRec上(Rect，Rect.Leだ上+2,Rect.Top+2,

StringGridユ.Cells[Co1，Row]);
end;

end;

end;

TGridDrawState型であらわされるState引数は、固定セルをあらわすgdFixed、選択中

のセルであることをあらわすgdSelected、入力フォーカスのあるセルgdFocusedの状態が

組み合わせで渡されます。これは、集合型として定義されていて、ある状態が有効かどう

かはinという演算子を使って調べます。たとえば、固定セルかどうかはgdFixedinState

で調べられます。

左側や上部にある固定セルは選択できないので、gdFixedが他の状態と組み合わせて指

定されることはありませんが、gdSelectedとgdFocusedは組み合わせて指定されることが
あります。固定セルでも選択範囲でもないセルは、どの状態にも該当しません。

このプログラムでgdFocuedよりも先にgdSelectedを判定してはいけません。範囲指定

がある場合、入力フォーカスのあるセルは常にその範囲指定の中に入るため、gdSelected

を先に判定するとgdFocusedが判定されることがなくなってしまうためです。

両方のif文の中で別々 にテキスI､出力(TextRect)を呼び出しているのは、どちらにも

該当しない場合には何もしないようにするためです。本来、文字列グリッドはデフォル1，

でDefaultDrawingというプロパティがTrui'になっており、すべてのセルに必要な情報を

描画しています。OnDrawCellイベントで何かを描画することは、この上に描画すること

になり二度手間をかけることになります。再描画が不要な場所はできるだけ描画しないよ

うにする方が実行速度が向上することになります。

DefaultDrawingプロパティをFalseにして、すべてのセルを自分で描画すれば二度手間

による無駄をなくして好みのスタイルで描画することができます。ただし、

DefaultDrawingをFalseにすると背景の塗りつぶし、色の設定、フォーカス（点線の枠）

の表示など、すべてを自分で処理しなければならなくなります。DefaultDrawingプロパテ

イがFalseのときに、デフォルトの動作と完全に置き換え可能なOnDrawCellイベンl､ハ

ンドラを以下に示します。このイベントハンドラで色の設定やフォントの設定を変更すれ

ば、独自の表示方法を指定できます。

p茜oicedureTForml.S上ringGridlDrawCell(Sender:TObect;Coﾕ，Row:Longin上；
Rect:TRec上;State:TGridDrawState);

begin

withSﾋｴingGridユ.CanvasdO
begin

Fon上：＝S上zingGridユ.Font;

土正gdFixedinSta上e七hen
Brush・Color:=S上遁inエエidユ.FixedColor

elseiだ(gdFocusedinS上ate)or(S上ate=[])then
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Brush・Color:=StringGridl・Color
毎1堂邑

begin

第4章コンポーネント

Brush.Color:=clHighlight;

Font.Coﾕor:=clHighlightText;
end;

TextRect(Rect，Rec上.ｴ』eだ上+2,Rect.Top+2,
StringGridl.Cells[Col,Row]);

if(gdFixedinSta上e)andStringGridl.C上13Dthen
begin

Pen・Color:=clBtnHighligh上；

Polyline([Poin上(Rec上.ｴ』,e上,Rec上.Boﾋﾋom－ユ),Rect.TopLef上，
Point(Rec上.Right,Rect.Top)]);

end;

ifgdFocusedinStatethen
DrawFocusRect(Rect);

end;

end;

図4-3表示する色を変更した文字列グリッド

芝字列ラリッ1℃便用例 X

F,.=t|S･oondTVurdFourOi
匹二｣123ABC|aboI***

蝋｡|琴'1|乳悪二|漁｜
睡二$123N/AEnd

l鎮羅騨駕曾撫’

One

1卿。

陶唖

11r“

Fかまt

l2L－

内角

ー

$123

ー云罰ロ

ABC

日事1，

-777

Thrd

ab。

－10

漢字

N/A

Fc唾th

＊本＊

999

chQck

End

CIIAIMVSTRCKID.DPR

Q.文字列グﾘｯドでｾﾙごとに色を指定するには､どうすればよいでしょうか。

◎

③

文字列グリッドでは、セルごとに色やフォントのスタイルを指定するプロパティはあり

ません。したがって、セルの内容によって描画する色を変更するか、色のための2次元配

列を定義して、その内容を使って描画することになります。

CHAP4¥STRGRID.DPR
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文字列グリッドでセルの中に複数行に渡る文字列を表示させたいのですが、どうすればよ

いでしょうか。

デフォルI､の描画ルーチンは単一行として表示するため、OnDrawCellで複数行を描画

できるようにする必要があります。OnDrawCellを次のように記述すれば、文字列はセル

の範囲に収まるよう複数行で表示されます。DefaultDrawingプロパティをFalseにする場

合は、前述のイベンl､ハンドラのように背景色の指定などをすべて処理する必要があり

ます。

procedureTForm1．S上ringGridlDrawCell(Sender:TObect;Coﾕ，ROW：
Longint;
Rect:TRec上;State:TGridDrawState);

begin

｛背景を塗りつぶしておく）
SﾋｴingGridl.Canvas.FiﾕﾕRect(Rect);
{WindowsAPェのテキスト描画関数を呼び出す）
DrawTex上(StringGridユ.Canvas・Handle,

PChar(SﾋｴingGridl.Cells[Col,Row]),－ユ,Rect,DT_WORDBREAK);
end;

図4-4複数行を表示する文字列グリッド

垂複数行に渡る文字列グリッドの例 ■回函’

’調曹に渡る文字ｸリ 調自計こ渡る文字ｸリ |雛"…')I馴享
に渡る文＝11

Z憲碧張胴ご緬隠認m澱,卜を猟師。

ﾗ…詞昌を召リヲ:ｵー パﾆﾗｲドじて文字Tt､種end
にコピーされます列右挿画しています

セルに雛j当て轡’

CI-IAIMYSCRIDMLDI'R
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文字列グリッドで固定セルをクリックして列や行全体を選択させたいのですが、固定セル

をクリックしてもOnClickイベントが発生しないようです。

文字列グリッドの固定セルをクリックしてもOnClickイベントは発生しないので、

OnMouseDownイベントを処理するようにします。次のプログラムは、FixedColsと

FixedRowsプロパティがそれぞれ1のときに、固定セルをクリックして列や行全体を選択

するイベントハンドラです。

p工ocedureTForml.StringGridlMouseDown(Sender:TObect;

Button:TMouseButton;Shift:TShiftState;X,Y:工nteger);
Va工

ACOユ，ARow:Longint;
GRec上:TGridRect;

begin

withStringGridldo
begin
｛クリックされた座標からセルの位置を取得する）
MouseToCeユユ(X,Y,ACol,ARow);

GRect.ｴ』eだ上:=ACol;

GRect.Right:=ACol;
GReC上.Top:=ARow;

GReC上，Bottom:=ARow;

｛左端の桁であれば、その右の範囲のすべてを選択領域にする）
if(ACol=0)then

begin

GRec上.Leだ上:=ColCounヒーユ；

GRec仁.Right:=1;
end;

｛先頭の行であれば、その下の範囲のすべてを選択領域にする）
if(ゑKow=0)then

begin

GRect.Top:=RowCoun上－1;
GRect.Boヒヒom:=1;

end;

｛左端の桁か先頭の行のときは、選択領域を反映させる）
iだ(ACol=0)◎童(ARow=0)七hen

begin

Col:=GRect.Right; ｛フォーカス位置を混乱させないよう）
Row:=GRect.Bo上torn;{あらかじめセルを移動しておく）
Selection:=GRect二；

end;

end;

end;

CHAIMYSTRGRID.DPR
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マウスのクリック(OnClick)とダブルクリック(OnDblClick)で処理を変えたいのです

が、ダブルクリックが発生する前に必ずOnClickが発生してしまいます。ダブルクリック

したときにクリックの処理をしないようにするには、どうすればよいでしょうか。

通常、ダブルクリックしようとしているかどうかに関わらず、最初のクリックで必ず

OnClickイベントが発生します。これは、最初のクリックがダブルクリックの1回目かど

うかを判断しようとすると、ダブルクリックを受け入れる時間の間、処理が先送りされて

しまうためです。

付録CDには、クリックとダブルクリックを判別するための手続きMarkDoubleClickと

関数CheckDoubleClickが提供されています。これらは、SysCtrlsユニットに含まれてお

り、それぞれOnClickとOnDblClickイベントハンドラで使います。典型的なプログラム

を以下に示します。

{OnClickイベントハンドラ）
procedureTForml.ScrollUpClick(Sender:TObec上)；
begin

MarkDoubleClick(Sender);

end;

{OnDblClickイベンI､ハンドラ｝
proicedureTForml.ScrollUpDblClick(Sender:TObect);
begin

ifCheckDoubleClick(Sender)then

begin

｛ダブルクリックのための処理｝
end

elge

begin

｛クリックのための処理）
end;

end;

最初のクリックがダブルクリックの1回目かどうかを判断しなければならないため、ク

リックの処理はダブルクリックの待ち時間の分だけ先送りされます。ダブルクリックの待

ち時間は、コントロールパネルのマウスで確認できます。プログラムで待ち時間を調べた

り設定するためには、WindowsAPIのGetDoubleClickTime、SetDoubleClickTimeを使い

ます。

CHAP4YDBLCLK.DPR(SysCtrlsユニットを使用）
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Editコンポーネントをいくつか配置して、タブキーの代わりに矢印キーや[Enter](リタ

ーンキー）で項目を移動させようと考えています。どのようにプログラムすればよいでし

ょうか。

タブキーの,代わりに[Enter]を使うだけであれば、フォームのKeyPreviewプロパティ

をTrueにし、OnKevPressイベンI､ハンドラを次のように定義すればよいでしょう。

PzocedureTForml.FormKeyPress(Sender:Tdｺect;varKey:Char);
begin

ifKey=#13then

begin

SelectNext(ActiveControl,True，切工ue);

Key:=#0;
end;

end;

ただし、フォーム上にデフォルトボタン(DefaultプロパテイがTrueになっているボタ

ン）がある場合は無効です。デフォルトボタンは、EditVListBoxなど[Enter]を受け取ら

ないコントロール上で、[Enter]を押した場合に動作するボタンです。

特定のキーの動作を指定する場合、OnKeyDownまたはOnKeyPressイベン|､を処理し

ます。どのキーに対してどちらのイベントを使う方が適当かという基準は、文字コードを

発生するかどうかで判断します。たとえば、矢印キーはOnKeyDownイベントハンドラで

処理できる仮想キーコードは発生しますが、OnKeyPressイベントは発生しません。

[Enter]は、OnKeyPressイベントを発生し13という文字コードを持つ文字を渡します。
文字コードを発生するキー操作は通常の英数字、記号（、漢字）および[Esc]、[BS]、

[Enter]です。これらは、OnKeyPressで処理します。ファンクションキー、[Ins]、[Del]、

[PageUp]、[PageDown]、矢印キー、[Home]、[End]などの特殊キーは文字コードを

発生しないのでOnKeyDownで処理します。

通常、[Tab]はコントロールを移動するキーとみなされ、イベントを発生しません。

Editコンポーネントを図4-5のように配置した場合に、矢印キーや[Enter]でコントロー

ルを移動できるようにしたプログラム例を以下に示します。

図4-5複数のEditを配置したフォーム

198矢印やﾘﾀｰﾝで移動画回函｜

震二言.i匡三’K睡二二黒i雫三司I
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このプログラムでは、すべてのKdiiコンポーネンI､のOnKeyDownとOnKeyPressイベ

ントハンドラを共通に指定します。また、このためにレコード型TMovelnfoを定義して、

それぞれのキー入力に対応する移動先情報をあらかじめ初期化しています。左右の矢印キ

ーは、Editコンポーネント中のカーソルが左端や右端にあるときにだけ、別のコントロー

ルに移動します。

type

…ve工nfo＝

｛自分自身、
SelfCtrユ，

end;

reco童。

左、上、右、下、[Enter]に対応するコンl､ロールの定義｝
LeftC上rl,UpCtrl,RightCtrユ，DownCtrl,EnterCtrl:TEdit;

Va工

Movelnfo:a垂工a邸［ユ．、4]．五m別ovelnfo;

p工oicedureTForml.Fom心工eate(Sender:TObject);
begin

（フォームを作成するときに移動‘備報を初期化しておく）
wit.hMovelnfofl]do

begin

SelfCtrl:=Editl;

LeftCtrユ:=Edit3;

［噸c上rl:=Edit2;

RightC上rl:̂ Edit3;
DownCtrl:-Edi上.2;

Ente工Ctrl:=Edit3;

end;

wﾕﾋ.hHoveInfo[2]do
begin

SelfCtrl:=Edit2;

LeftCtrl:=Edit4;

UpCこrl:=Ediヒユ；
High上cヒヱユ:=Edit4;
DownCtrl:=Editl;

EnterC上rl:=Edit4;

end;

wえ上hMoveInfo[3]do
begin

Se1だCtrl:=Edit3;
Lef上C上.rl:=Editユ；
〔鞄ct.rl:=Ed土上4;

High上C上rl:=Ediヒユ；
DownCtrl:=Edit4;

EnterC上rl:=Edit2;
end;

w土七hMovelnfo[4]do

begin

SelfCヒエユ:=Ed主上.4;

LeftCﾋrl1̂ Edi上2;
UpCtrl:=Edit3;

High上C上.rl:=Edit2;
DownCtrl:=Edit3;

団1terCtrl-.=Ediヒユ；

end;

end;

procedureTForml.E<五ﾋﾕKeyDown(Sender:TmeC上;varKey:Word;
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Shif仁:TSh迂上Sta上e);
Var

i:Integer;
begin

だ。ri:=Low(Movelnfo)toHigh(Movelnfo)do
土圭Sender=Movelnfo[i].SeユセC上r1then

begin

（移動情報にしたがって、コン|､ロールを移動させる｝
withMovelnfo[i]do
begin

えだKey=VK_UPthen
ImCヒrl.SetFocus

elsei造Key=VK_DOWNthen
DoWnCt工1.SetFocus

elseif((Seﾕ置C上rl.SelStart+SelfCtrl.SelLength)=0)

and(Key=VK-ｴ.EFT)七hen
Lef上C上rユ.SetFocuS

elseif(SelfCtrl.SelS上art=Leng上h(SelfCtrユ.Tex上))
and(Key=VK_RIGHT)then

RightC上童ユ.Se上Focus
end;

Break;

end;

end;

ProcedureTForml.EditlKeyPress(Sender:TObjec上;varKey:Char);
Var

i:Integer;
begin

i･だKey=#13then
だ◎茜ユ:=Low(Movelnfo)七．High(Movelnfo)do
ifSender=Movelnfo[i].SelfCtrユヒhen

begin

Movelnfo[i]・EnterC上rl.SetFocus;

Key:=#0;
Break;

end;

end;

CI1AP4YEDITM0V.DPR
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Q、

◎

110

リストボックスで、選択中の文字列の色を変更したいのですが、どうすればよいでしょ

うか。

リストボックスの選択文字列は、Windowsのコントロールパネルで反転表示と反転表

示の文字に設定されている色を使って表示されます。選択中のものなどリストボックスの

項目を異なる色で表示したり表示形式を変更するためには、リストボックスのStyleプロ
パティをIbOwnerDrawFixedかIbOwnerDrawVariableに変更します。

IbOwnerDrawFixedを指定した場合、それぞれの項目の高さにはItemHeightプロパティ

に指定したものが使われます。項目はOnDrawltemイベントハンドラで描画します。項目

ごとに高さが違う場合は、スタイルとしてIbOwnerDrawVarial)leを選択します。この場合

は、OnDrawltemに加えてOnMeasureltemイベントハンドラを定義して、各項目に対応

する高さを返します。いずれもイベントハンドラを定義していない場合は、デフォルトの

描画ルーチンが使われます。

たとえば、選択中の文字の背景を黄色(clYellow)にしたい場合は、次のようにします。

procedu工eTFormﾕ.Lis上BoxlDraw工上em(Control:TWinConﾋｴo1;Index:エnteger;
Rect:TRect;Sta上e:TOwnerDrawS上ate);

begin
w土thLis上Boxldo

begin
土垂odSelectedinStatethen

Canvas･Brush･Color:=clYellow;

Canvas・FillRec上(Rect);

Canvas.TextOut(Rect.Left+2,Rect.Top,工上ems[Index]);
end;

end;

次のプログラムは、リストボックスに入力されている色の名前(clBlue^clRedなど）

に対応する色を背景として使用するプログラム例です。'

p童ccedure狂､oｪml.ListBoxlDrawItem(Control:TWinControl;Index:Integer;
Rect:TRect;State:TOwne工唾awSta上e!r

Va童

Temp:TColor;

begin
W土七hエ』iStBOXユdo

begin

{ListBox1のFon上/Brushを使ってCanvasのFon℃/Brushを設定）
CarwaS．Fon上:=Font;

Canvas,Brush:=Brush;
七宝y

｛文字列名から色を取得し、背景色として指定する）

Canvas.Brush・Color:=SﾋｴingToColor(工上ems[Index]);
e韮cept
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｛文字列名が適切でない場合は、例外が発生する）
。mE:ExceptiondoCanvas・Brush・Color:=clRed;
end;

{B工ushの色と文字列の色が同じ場合は、文字列の色を反転｝
土這Canvas・Brush・Color=Canvas.Fon上.Colorthen

Canvas.Font.Color:=$FFFFFF-ColorToRGB(Canvas.Font.Color);

（選択中の項目は、文字列の色と背景色を交換）
土彊odSelectedinStatethen

begin

Temp:=Canvas・Font.Color;

Caｴwas・Font.Color:=Canvas･Brush・Coﾕor；

Canvas・Brush.Color:=Temp;
end;

｛禁止状態の場合は、背景色を明るくする〕
土玉odDisabledinSta上ethen

Canvas.Bn1sh.Color:=ColorToRGB(Canvas.Brush.Color)or$808080;
｛背景の描画｝
Canvas.FﾕﾕﾕRect(Recヒル

Canvas・Brush.Style:=bsClear;
（文字列の描画）
Canvas・TextOu上(Rect.Left+2,
end;

end;

図4-6サンプルプログラムの実行画面
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CHAP4Y0DLB0X.DPR

ReC上.Top，工terns[工ndex]);
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Q･ｺﾝポポｯｸｽで､ドﾛｯプダｳﾝﾘｽﾄをブﾛグﾗﾑで表示…ことばで蓄霞せんか。

e
A.ComboBoxコンポーネントには、DroppedDownというプロパティがあり、ドロッ

プダウンリストが表示されているかどうかを確認したり、強制的に表示／消去するこ

とができます。たとえば、ドロップダウンリストを表示させるためにはComboBoxl.

DroppedDown:=True;のようにします。

Q,Mom･ｺﾝーﾈﾝﾄを使ってい窪すが､32KB以上のﾌｧｲﾙは縄集できないのですか。

◎

③

112

Windows95は32ビットOSですが、多くの部分で16ビットの機能がそのまま使われて

います。このため、MemoコンポーネントもWindows3.1と同じく16ビットでの制約を受

けています。

Delphi2.0では、コンポーネントパレットのWin95ページにあるRichEditコンポーネン

トを使うことで32KBを越えるテキストを編集できます。RichEditで単純なテキストを編

集したい場合は、PlainTextプロパティをTrueにします。

PlainTextがFalseの場合、リッチテキスト形式(RTF=RichTextFormat)という形式で

編集することになります。これはワードパッド(WordPad.EXE)などで使われている形

式です。この場合、文字単位・段落単位で文字フォントなどの属性を設定できます。

なお、RichEditで64KB以上のテキストを扱う場合はMaxLengthプロパテイを編集した

い最大値に設定しておく必要があります。

CHAP4¥BIGEDIT.DPR
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◎

③
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Memo^RichEditでテキス|､の最後にカーソルを移動させるには、どうすればよいでしょ

うか。

カーソル位置はSelStartプロパティでOから始まる文字単位で指定できます。また、

Memô RichEditのテキストの大きさはGetTextLenメソッドで取得できます。これらを

使って次のようにすれば、カーソル位置をテキストの最後に移動できます。

procedureTFo工m1.ButtonlCﾕick(Sender:TObject);
begin

Memol.SelS上art:=Memol.GetTextLen-1;{カーソル位憶を末尾に移動）
end;

CIIAhlYHlGEDIT.DPR

MemoやRichEditでカーソルのある行番号を調べたり、指定した行番号にカーソルを移動

させることはできませんか。

Memo^RichEditには、カーソル位置を行番号で取得したり設定するプロパティはあり

ません。カーソル位置の行番号を取得するためには次のようにします(LineNoはInteger
型の変数)。

withMemoldo

エ』ineNo:=Sendl'lessage(Handle,唖一ｪ』工NEFROMCHAR,SelS上ar上,0);

また、指定したカーソル位置に移動するには、次のようにします。

withMemoldo

SelStart:=SendMessage(Handle,皿_LINEINDEX,LineNo,0);

CIIAIMYHIC.I'DIT.DPR

113



Delphi3Q&A150選

Q.

。

③

”4

EditやMemoコンポーネントで挿入モードと上書きモードを切り換えることはできませ

んか。

Edit-fMemoコンポーネントが使っているWindowsのEDITコントロールには、上書き

モードはありません。上書きモードを疑似的に表現するプログラム例を以下に示します。

ここでは、フォームにMemoコンポーネントを配置して、OnKeyPress、OnKeyDown-i

ベントハンドラを定義しています。

上rpe

TForml=class(TForm)

Memol:TMemo;

procedureMemolKeyPress(Sender:TObjec上;varKey:Char);

procedureMemolKeyDown(Sender:TObect;varKey:Word;
Shift:TShiftState);

p工iva七e

FOverwriteMode:Boolean;{上書きモードのためのフラグ｝

end;

p工oiceduze症oxml.MemolKeyPress(Sender:TObec上;varKey:Char);

begin

｛上書きモードで、表示文字が入力された場合は、）
{Memolコンポーネントに対してDeteleキーを送出する）
土玉FOverwriteModeand(Ord(Key)>=$20)then
withMemoユdo

begin

Perform(WM_KEYDOWN,VK_DELETE,0);

Perform(W皿_KEYUP,VK_DELETE,0);

end;

end;

PzocedureTFo工ml.MemolKeyDown(Sender:T叱ec上Fva工Key:Word;
Shi至上:TShiだ上S上a上e:,-

begin

{Insertキーが押されたら、上書きモードを切り替える）
えだKey=VK.－工NSERT七hen
begin

FOverwriteMode:=notFOverwriteMode;

Key:=0;
end;

end；

CHAP4YBIGEDIT.DPR
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Q・Mem･ｺﾝーﾈﾝﾄで文字列の検索はどうすればよいでしょうか。

◎

②

Q、

e

③

Memoコンポーネントには、文字列を検索するためのメソッドはありません。しかし、

RichEditにはFindTextというメソッドがあります。RichEditのPlainTextプロパティを

TrueにしてMemoの代わりに使うことで、通常のテキスト編集で検索機能を利用できま

す。FindTextは、大文字・小文字を同一視した検索やワード検索もできます。

図4-7サンプルプログラムの実行画面

1銭D斧QABook3¥R"dm畠b《t
ﾌｧｲﾙ⑤鐸⑤検索G>|'､ﾙﾌ”

|農熱蕊隠F3
まれるプログラムに
ﾗﾝド株式会社は､その蚕任を負いません。

◆オリジナルコンポーネント◆

CHAP4YB1GED1T.DPR

画回函’

RichEditを使って書式指定付きの文章を編集させています。文字列の下付き指定は、フォ

ントの大きさを小さくすればよいのですが、上付き指定はどうすればよいでしょうか。

通常、RichEditでの文章の編集では、文字列の下側（ベースライン）が常に同じ位置に

なります。上付き指定のためには、このベースラインを上にずらす必要がありますが、

RichEditには、このための機能はありません。

付録CDには、ベースラインの指定ができるRichEditExコンポーネントが収録されてい

ます。RichEditExでは、SetBaseLineメソッドで選択範囲のベースラインをずらすことが

できます。たとえば、デフォル1，のフォント(Fontプロパティ）の半分だけ上にずらす

場合は、RichEditExl.SetBaseLine(RichEditExl.Sizediv2);とします。

CHAP4YRTED1T.DPR(RichEditExコンポーネントを使用）
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Editコンポーネントで1行入力しているのですが、電卓のように右寄せで入力することは

できないのですか？Q、

e
Editコンポーネントが使っているWindowsのEDITコントロールは、1行入力の場合に

は右寄せができません。代わりにMemoコンポーネントで、1行目だけを使うことができ

ます。このとき、WantReturnsとWantTabsプロパティはFalseにしておきます。

付録CDには、右寄せあるいは中央揃えに対応した1行入力ができるEditExコンポーネ

ントが収録されています。EditExでは、Alignmentプロパティによってテキストを左右、

中央のいずれかに合わせたり、3桁ごとにカンマ(,)を表示させることもできます。

図4-8サンプルプログラムの実行画面
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③ CHAP4YCALCDEM0.DPR(EditExコンポーネントを使用）

Q、
入力ボックスなどで、かな漢字変換を使ったときに自動的にヨミガナを取り出すことはで

きませんか。

e Delphiの標準的なコンポーネントには用意されていませんが、WindowsAPIを使って、

かな漢字変換で使われた構成文字列（ヨミガナ）を取り出すことができます。

付録CDには、ヨミガナを取り出すためのCompoStringコンポーネントが収録されてい

ます。CompoStringは、EditやMemoなどの入力用コントロールと組み合わせて利用でき

ます。まず、Controlプロパティに対象となるコンポーネントを指定します。次に、

OnCompositionStrイベントに、ヨミガナが入力されたときのイベンl､ハンドラを記述し

ます。

たとえば、ControlにEditlを指定し、OnCompositionStrに以下のイベントハンドラを

定義すると、Editlにかな漢字変換を使って入力するたびに、フォームのキャプションに
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ヨミガナが追加されます。

pzoicedureTFormﾕ.CompoStringlCompositionStr(Sender:江℃bect;Value:
string);

begin

Caption:=Caption+Value;
end;

③ CHAP4YUSEC0MP0.DPR(CompoStringコンポーネントを使用）

Q・文章を縦書きで編集したいのですが､よい方法はないでしょうか。

e 日本語版Windows95では、RICHEDITコントロールに縦書き編集の機能があります。

付｡録CDには、縦書き編集に対応したRichEditExコンポーネントが収録されています。

RichEditExでは、VerticalプロパティをTrueにすることで縦書きで編集できるようになり

ます。

図4-9縦書き指定を使ったRichEditEx
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なお、縦書き編集したテキス|､をファイル(.RTF)に保存する場合は、縦書きの情報

も記録されます。このため、保存したファイルをワードパッドなどで読み込む場合でも縦

書きとなります。

③ CHAP4YRTEDIT.DPR(RichEditExコンポーネン|､を使用）
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Q､M鶏談議差獣麓屋,至惑嬬笠墓蕊患ﾃピー ドﾒﾆ

◎

③
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【前面に移動(F)]コマンドを使っても、Memoコンポーネントの上にLabelコンポーネン
トを表示することはできません。この仕組みを説明するために、コンポーネントのZオー

ダーについて解説します。

コンポーネントの前後関係は、Zオーダーという言葉で表現します。フォームの水平、

垂直方向をX、Yにたとえると、Zは前後（深さ）をあらわし、Zオーダーが浅いほど、

他のコンポーネントの上に重なって表示されます。揃面に移動]コマンドはコンポーネン

トのzオーダーを手前（前方）に移動し、I背面に移動]コマンドは最も奥（後方）に移動

します。Zオーダーは、メニューやタイマーのような非ビジュアルコンポーネントでは関

係ありません。

ウィンドウハンドルを持つコンポーネントをウィンドウコントロール、ウィンドウハン

ドルを持たないコンポーネントを非ウィンドウコントロールとします。非ウィンドウコン

トロールは、実際にはそのコントロールが配置されているコンポーネント（パネルやフォ

ーム）上に描画されているに過ぎません。

このため、ウィンドウコントロールどうしでは前後関係を変更できても、非ウィンドウ

コントロールはウィンドウコントロールの関係を超えて、前後関係を変更することはでき

ないのです。フォーム上に配置した非ウィンドウコントロールは、すべてのウィンドウコ

ントロールよりもZオーダーが後方にあることになります。

Delphiのビジュアルコンポーネントライブラリに登録されている非ウィンドウコント

ロールには、Label、Speec肥utton、Shape、Image、Bevel、PaintBoxがあります。これら

は、ウィンドウハンドルを消費せずに使える代わり、ウィンドウコントロールの上に表示

することはできません。もちろん、これらのコンポーネントどうしではZオーダーによっ

て前後関係を指定できます。

Windowsの標準的なコントロールにテキストや枠などを表示するSTATICコントロール

というものがあります。コンポーネントパレットの[Additional]ページには、STATICコン

トロールを使ったStaticTextというコンポーネントがあるため、これを使えば、他のウィ

ンドウコントロール上に配置できます。ただし、StaticTextにはTransparent(透明）プロ

パティはありません。

CHAP4YUSETEXT.DPR
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Q・実行鯵にブﾛグﾗﾑでｺﾝボーﾈﾝﾄのzｵーダーを変更することはで書霞すか。

e

③

ビジュアルコンポーネント（コントロール）には、BringToFrontとSendToBackという

メソッドがあり、それぞれコンポーネントのZオーダーを前面／背面に移動できます。コ

ンポーネントをZオーダーの途中に設定するメソッドはありませんが、複数のコンポーネ

ントで順にこれらのメソッドを呼び出せば、最後に設定したものほどZオーダーが優先さ

れることになります。

CHAP4¥Z0RDER.DPR

Q・実行時にｺﾝボーﾈﾝﾄのzｵーダーを知ることはでき霞すか。

◎

③

フォームのControlsというプロパティには、フォーム上に直接配置されているすべての

ビジュアルコンポーネント（コントロール）が含まれています。ここには、Zオーダーで

後方のコンポーネントから順に格納されているため、もっとも最後のコントロールがZオ

ーダーで最前面にあることになります。なお、パネル上に配置されているコントロールは

フォームのControlsプロパティではなくパネルのControlsプロパティに格納されます。

なお、Controlsと違い、フォームのComponentsプロパティには、フォーム自身やパネ

ル上に配置されているかどうかに関わらず、すべてのコンポーネント（非ビジュアルとビ

ジュアルのすべて）が格納されています。

CHAP4¥Z0RDER.DPR
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プログラムの実行中にコンポーネントを生成させたいのですが、どうすればよいでしょ

うか。Q.

◎
VisualBasicでは、実行時にコンポーネント（コントロール）を生成させるためにコン

トロール配列を使う必要がありますが、Delphiでは任意のコンポーネンI､をいつでも生

成できます。コンポーネントの生成は、他のクラスオブジェク|､を生成する場合と同じで

Createというコンストラクタを呼び出します。

以下に、フォーム上に2つのButtonコンポーネントを配置し、Buttonlを押すと新しい

Editコンポーネントが生成され、Button2を押すと削除される例を示します。

procedureTForm1．BuﾋﾋonlClick(Sender:TObjecヒル
Vaz

DynEdit:TEdi上；

begin
｛すでにコンポーネントを生成している場合は、何もしない）
土五FindComponent('DynEdi上')<>niユヒhen
画Eit；

DynEdit:=TEdit.Crea上e(Self);
w1七,hDynEditdo
begin
pa工重1t：＝Seユだ；

SetBounds(100,50,89,33);

Cap上土on:='Dynamic';
Name:='DynEdit';
end;

end;

親コンポーネントを指定する）
位置と大きさを指定する）
キャプションを指定する）
コンポーネント名を指定する）

１
１
１
１

procedureTForml.Button2Click(Sender:T“ect);
Va工

DynEdit:TComponent;
begin
｛動的に生成したコンポーネントを探す｝
DynEdit:=FindComponent('DynEdi上');
｛コンポーネントが見つかった場合(ni1でなかった場合)、
｛コンポーネントを解放する｝
i彊町nEdit<>niユセhen
DynEdi上.Free;

end;

｝

ButtonlClickメソッドで使われているwith文は、一つのオブジェクト（コンポーネン

ト）に対する操作において、いちいちオブジェクト名を指定しなくてもよいようにするも

のです。たとえば、この部分は次のようにも記述できますが、設定する内容が増えれば増

えるほど、いちいちDvnKdil.と記述するのがわずらわしくなるでしょう。
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DynEdit.Paren上:=Self; ｛親コンポーネントを指定する｝
町nmit.SetBoundsdOO,50,89,33);{位腫と大きさを指定する）
町､函it.Cap上ion:='Dynamic'; （キャプションを指定する）
DynEdi上.Name:='DynEditI. ｛コンポーネント名を指定する）

コンポーネントを動的に生成する際には、注意すべき点がいくつかあります。

まず、必ずコンストラクタCreateを呼び出します。通常、コンストラクタの引数には

フォーム自身を指定します。フォームのイベントハンドラでは、Selfを使えばよいでしょ

う。コンストラクタの引数にFormlのように具体的な名前を指定することもできますが、

同じフォーム型から複数のフォームの実体を作成する場合の動作に支障があります。この

引数に指定したものは、コンポーネントのオーナー（所有者）となり、所有者が解放され

るときに自動的にコンポーネントも解放されます。

フォームのイベントハンドラ以外でコンポーネントを生成したい場合には、コンポーネ

ントがビジュアルでない場合に限りコンストラクタの引数にApplicationを指定すること

ができます。Applicationオブジェクトは、アプリケーション全体を管理する影のコンポー

ネントです。Applicationオブジェクトそのものは目に見えるものではないため、ビジュア

ルコンポーネントの生成に使うことはできません。

Edit-̂ Button、Imageといったビジュアルコンポーネントを生成する場合は、Parentプ
ロパティを設定しなければなりません。Parentプロパティは、生成するコンポーネントを

どのコンポーネント（またはフォーム）の上に表示するかを決めるものです。Parent以外

のほとんどのプロパティにはデフォルトの値が設定されますが、Parentプロパティが設定

されない限りコンポーネントはどこにも表示されなくなります。

ビジュアルコンポーネントの場合は、位置や大きさを指定することも重要です。このと

き、位置や大きさを指定するためにLeft̂ Topなどのプロパティを個別に指定することも

できますが、SetBoundsを使う方がより便利です。これは、単に位置と大きさを一度に指

定できるだけではありません。Left-̂ Topなどのプロパティは、変更するたびにコンポー

ネントの表示が変更されます。つまり、これらを個別に指定することはコンポーネントを

初期化する際にチラつかせてしまうことになるのです。

もし、ボタンなどでデフォルトの大きさを使いたいという場合は、SetBounds(100,50,

Width,Height);のようにすればよいでしょう。wi七h文を使っていれば、これは

DynEdit.SetBounds(100,500,DynEdit・Width,DynEditHeight);のように解釈されます。
コンポーネント名をあらわすNameも重要です。設計時にフォームに配置したコンポー

ネントは、自動的にフォームのメンバ名と同じ名前が付けられますが、動的に生成したコ

ンポーネントは明示的にNameプロパティを設定しなければ名前は空になってしまいま

す。名前が空の場合は、FindComponentなどでコンポーネントを見つけることができな

くなります。

コンポーネント名は、キャプションなどと違ってObjectPascalの識別子として正しい

ものでなければなりません。つまり、先頭は英字かアンダーライン（）ではじまり、その

後ろは英数字かアンダーライン（）が続くことになります。記号や漢字などは使えません。
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③

Q、

。

③

122

イベントハンドラの設定は、他のプロパティの設定と同じでイベントハンドラ名を代入

するだけです。DynEditOnClick:=ButtonlClick;のように既存のイベントハンドラ名を使

ってもかまいませんし、同じスタイルの(TObject型のSenderという引数を取る）メソッ

ドを独自に定義して割り当てることもできます。

プログラムでコンポーネントを生成する場合は、必要なユニットを自分でUses節に追

加する必要があります。たとえば、標準的なコンポーネントはStdCtrls，拡張されたもの

はExtCtrls，各種のボタン類はButtonsユニットが必要です。コンポーネントがどのユニ

ットで定義されているかを確認するためには、オンラインヘルプを参照してください。

CHAP4¥DYNEDIT.DPR

フォームやPaintBoxコンポーネントのCanvasプロパティに描画するときは、直ちに描画

した内容が反映されるのですが、ImageコンポーネントのCanvasプロパティを使って描画

すると、描画し終わった後に内容が反映されるようです。これはなぜでしょうか。

フォームやPaintBoxコンポーネントのCanvasプロパティは、スクリーンのデバイスコ

ンテキストを対象にしています。したがって、描画メソッドを呼び出すことは、そのまま

スクリーンに描画することになります。このため、描画イベント(OnPaint)を定義して

おかない限り、描画した内容が他のウィンドウなどで消されてしまうと、その内容は消え

たままになります。

これに対して、ImageコンポーネントのCanvasはImageコンポーネントに割り当てら

れているビットマップをあらわすメモリデバイスコンテキストを対象にしています。

Imageコンポーネントにアイコンやメタファイルが割り当てられているときは、Canvas

は使えません。つまり、ImageコンポーネントのCanvasに描画することは、メモリ内の

ビットマップイメージを更新することになります。Imageコンポーネントに描画した後、

イベントハンドラを終了して始めてImageコンポーネントが持つ内容がスクリーンに反映

されます。

Imageコンポーネントへの描画はメモリデバイスコンテキストを対象にしているため、

他のウィンドウでImageコンポーネントの内容が消されても、ふたたびImageコンポーネ
ントが表示されれば、描画した内容が再度表示されます。

ただし、ごく限定的な目的以外では、この仕組みをウィンドウの再描画に利用すること

は、好ましくありません。ウィンドウの大きさと同じビットマップを表示するために大通

のメモリを消費するためです。

CHAP4¥DRAWIMGDPR
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Q・鯉意鴇甑兇繍鰯職恐鶏デとに処理…たいのです私

◎
TimerコンポーネントはWindowsAPIのSetTimerを使っていますが、最低でも約55ミ

リ秒間隔以下にすることはできません(DOS/Vの場合)。

付録CDには、マルチメディアタイマーを使った、より糖度の高いMMTimerコンポー

ネントが収録されています。MMTimerコンポーネントは、Timerコンポーネントと同じ

ように使えますが、1ミリ秒に近い間隔でOnTiemrイベントを発生します。また、Start、

StopメソッドやElapsedTimeプロパティを使って、ストップウオッチの代わりに使うこと
もできます。

最低限の時間間隔を示す目安であり、TimerおよびMMTimerに設定するIntervalは、最低限（

この間隔でイベントが発生することは保証されていません。傘
③ CHAP4¥ST0PWATC.DPR
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Q、
メディアプレーヤーの内部エラーやデータベース銅集中のエラーなど、フォームに配置し

たコンポーネントがプログラム部分以外で発生するエラーは、どのように処理すればよい

でしょうか。

◎ プログラム中で、発生する例外はヒエy～唾ccep上横文で明示的に処理できます。たとえ

ば、フォーム上に1つのButtonコンポーネントと、3つのEditコンポーネントを配置して、

ButtonlのOnClickイベントハンドラに除算を実行するプログラムを記述できます。
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このプログラムは、Editl̂ Edit2に入力した内容が整数に変換できないものであれば、

EConvertError(変換エラー）という例外を発生し、Edit2に0を入力した場合は

EDivByZero(ゼロ除算）の例外を発生します。

● README.TXTに記載されているとおり、98シリーズのWindows95では浮動小数演算例

外を処理できないものがあります。

しかし、メディアプレーヤーでコンポーネントに対する動作だけで例外が発生したり、

データベース項目で上限や下限を設定しているときに範囲外の数値を入力してしまった場

合などは、こうしたプログラムでエラーを捕捉することができません。

アプリケーションの実行中に発生する例外で、プログラムで処理されないものに対して

は、ApplicationオブジェクトのOnExceptionイベントが発生します。したがって、このイ

ベントハンドラを定義すれば、プログラムで処理できない例外も捕捉できます。

Applicationは目に見えないオブジェクトなので、イベントハンドラはすべてプログラムで

代入する必要があります。OnExceptionイベントハンドラには、アプリケーションオブジ
ェクトと例外オブジェクトが渡されます。

例外の判定は、例外処理のexcep上部と同様、より詳細なものから優先します。たとえ

ば、EDivByZeroはEIntErrorから派生しているのでEIntErrorを先に判定すると、

EDivByZeroもこれに含まれることになります。
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上ype
盃o工ml＝ class(TForm)
◆寺■

p垂oicedureFormCreate(Sender:TObjec上I;
private

procedure鳥璽Excep上土on(Sender:TObect;E:Excepﾋﾕon);
end;

●守P

procedureTForml.FormCreate(Sender:唾℃bect);
begin

Application.OnException:=AppExcepﾋion;
end;

procedureTForml.AppException(Sender:TOBect;E:Exception);
begin

土置EisEDivByZerothen ｛ゼロ除算エラー）
MessageDlg('Dividebyzero',mtError，[mbOk],0)
elsei壷EisEIntErrorthen ｛一般整数エラー）
MessageDlg('0上herintegererror',mtError,[mbOk],0)
elsei套EisEMCIDeviceErrorthen{MCエデバイスエラー）
MessageDlg('MCIdeviceerror',mtError,[mb0k],0)
elseifEisEConvertErrorthen{変換エラー）
MessageDlg(℃onver上error',m上Error,[mbOk],0)
色1窒色 （その他のエラー｝
MessageDlg('0therexcep上ion',mtError,[mbOk],0),-

end;

聯
③

付録CDに収録されているPseudoAppコンポーネントを使うことで、OnExceptionイベ

ントハンドラが定義しやすくなります。

CllAIMVAl'I'KXCKP.DI'K
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Q､PageContr｡!で､実行時に特定のべージを震示しないようにで書霞すか。

◎

③

PageControlのそれぞれのページは、TabSheetというコンポーネントで栂成されていま

す。TabSheetには、自分自身を表示するためのVisibleプロパティとタブ（見出し）を表

示するためのTabVisibleプロパティがあります。これらをTrue-̂ Falseにすることで、

PageControlの各ページを表示するかどうか決められます。

CHAP4¥ACTPAGE.DPR

Q､γabControlやPageCont『｡'のﾀブを左右に割り当てることはで書まぜんか？

◎

③

126

通常、TabControl/PageControlでは、TabPositionプロパテイの設定によってタブは上

下にのみ表示します。

付録CDには、タブを左右に表示できるように拡張したTabControlEx、PageControlEx

コンポーネントが収録されています。これらは、TabPositionプロパティをtpeLeft̂

tpeRightにすることで、タブの表示位置を左右に指定できます。

CHAP4¥TABPAGE.DPR(TabControlEx、PageControlExコンポーネントを使用）
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Q・ｱabControl̂PPageContro1のﾀブで複数行の文字列を表示することはできませんか。

◎ 通常、TabControl/PageControlでは見出しを単一行としてしか表示しません。

付録CDには、オーナー描画機能を追加したTabControlEx、PageControlExコンポーネ
ントが収録されています。これらは、OwnerDrawプロパティをTrueにし、OnDrawTab

イベントハンドラを定義することで、独自のプログラムコードを使ってタブを描画でき

ます。

OnDrawTabは、リストボックスなどのOnDrawltemイベンl､に似ています。第1引数

のControlは、必ずTTabControlEx、またはTPageControlExでキャス|､してください。こ

れらのクラスが、タブを柵画するためのCanvasプロパテイを持っています。

TabPositionプロパティをtpeLeftVtpeRightに設定して、タブを左右に割り当てている

場合は、縦書きにしなければなりません。この場合、CreateFontlndirectなどを使って自

分でフォントを作成しなければなりません。

ｼ● OnDrawTabイベントハンドラで使われるTOwnerDrawState型は、StdCtrlsユニットで定

義されているものです。このため標準コンポーネントを使っていない場合は、StdCtrlsユ

ニットが取り込まれず、「未定義の識別子」というエラーが発生します。この場合は、ユ

ニットソースコードの先頭のUSeS節にStdCtrlsを追加してください。

図4-10オーナー描画を使ったTabControl/PageControl

顧牙こ夷彊ヲ ■同国

SecondThirdF甘域

Pa蓮⑥

皇|量
ー一一

言

鋸
一
一一

:’

③ CHAP4YTABPAGE.DPR(TabControl.PageControlExコンポーネントを使用）
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第 章

データベース

本章では、データベースコンポーネントの使い方やテーブル

の操作についての質問を取り上げています。
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Q、

◎

130

データベースアプリケーションを作成しようとしているのですが、次のようなエラーメッ

セージが発生してデータベースを利用できません。

図5-1データベースエンジンのエラー

ｴラー 函’

このエラーはデータベースエンジンが正しく初期化できなかったことをあらわしていま

す。エラー番号の上位2桁はエラーの分類をあらわし、下位2桁がその詳細をあらわしま

す。エラーの内容はDelphiのDOCディレクトリにあるBDE・INTの2802行目以降の内容

で確認できます。

たとえば、＄2109というエラー番号はエラーの分類としてはERRBASESYSTEM(シス

テム関係の致命的なエラー）であり、その詳細を見るとERRCODECANTLOADIDAPI

(IDAPIxx.DLLをロードできなかった）ということになります。

BorlandDatabaseEngine(BDE)のファイルは、インストール時に指定されたディレ

クトリ(C:¥ProgramFilesVBorlandYCommonFilesYBDEなど）にコピーされます。Delphi

のインストールに失敗していないかどうか、BDE環境設定が正常に動作するかどうか確

認した上で、必要ならば再インストールしてください。
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Q、｡BGridで選択中のｾﾙの色を変更したいのですが､どうすればよいでしょうか。

◎ DBGridは文字列グリッド(StringGrid)と似ていますが、処理内容には大きな違いがあり

ます。まず、DBGridではセルを描画する際にOnDrawCellではなくOnDrawColumnCell

イベントが発生します。対応するイベントハンドラは、次のような形式になります。

procedureDrawColumnCell(Sender:Ⅱ℃bject;constRect:TRect;

DataCol:Integer;Column:TColumn;State:TGridDrawState);

．また、DBGridにはDefaultDrawDataCellというメソッドが用意されており、このイベン

トハンドラに渡される引数をそのまま使って、デフォルトと同じ描画処理ができます。あ

らかじめ、DBGridのDefaultDrawingプロパティをFalseにしておき、OnDrawColumnCell

イベントに次のイベントハンドラを定義します(DefaultDrawingプロパティがTrueでも

かまいませんが、同じ内容を二度描画することになります)。

p=oこ己己睡誼己TForml.DBGridlDrawColumnCeユユ(Sender:TObjec上;constRect:
TRect;

DataCol:Integer;Column:TColumn;State:TGridDrawS上ate);
begin

DBGridl.DefaultDrawColumnCeユユ(Rect,DataCoユ,Column,S上ate);
end;

色を変更したい場合は、このメソッドを呼び出す前にCanvasプロパテイのFont^

Brushを変更しておきます。たとえば、フォーカスのあるセルを背景を水色、文字を太字

の青で描画するためには次のようにします。

procedureTForml.DBGridlDrawColumnCell(Sender:TObject;constRect:

TRect;

DataCol:Integer;Column:TColumn;State:TGridDrawSta上e);
begin

ifgdFocusedinStatethen

begin

DBGr土dl.Canvas･Brush･Color:=clAqua;
DBGrﾕdユ.Canvas.Font・Color:=clBlue;

DBGridl.Canvas.Font.Style:=[fsBold];
end;

DBGridl.DefaultDrawColumnCeユユ(Rec上,Da上aCol,Column,State);
end;
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図5-2独自のスタイルでDBGridを描画

■回函’'ぬ,DBGr6dのﾌｫーｶｽの表示色を変更する

"l〈|腸例・I－|今|｜･'｡’
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OptionsプロパティのdgRowSelectedがTrueの場合、イベントハンドラに渡されるState

引数は、選択中の行の項目はすべてgdSelectedになり、さらに先頭の項目にはgdFocused

が渡されます。こうした状況を除けば、たいていはgdSelectedとgdFocusedは同じセル

を指しています。

なお、タイトルバーや左側のインジケーターは「カラムセル」ではないので、このイベ

ントハンドラでは処理できません。これらは、dgritlesやdglndicatorで表示しないように

できます。また、タイl､ルフォントの色やスタイルはTilleFonlというプロパティで指定

できます。

③ CI1AP5YDRAWCELL.DPR

Q、｡BGridに異なるﾃーブﾙの項目を表示することはできますか。

。 比較的小規模のデータを表示するだけであればQueryコンポーネントを使って実現でき

ます。これは、複数のテーブルに対するSQLの問い合わせを実行し、異なるテーブルの

項目を一つのレコードとして利用するものです。データ件数が多くなると、処理時間がか

かるようになります。

以下に、Delphiのサンプルデータを利用した実行例を示します。

1．フォームにQuervコンポーネン1,を配置し、DatabaseNameにDBD画ⅦOSを指定します。

2.QuerylのSQL文に以下の内容を入力します。これにより、ORDERS.DBのOrderNo、

CustNo、およびCustNoに対応するCUSTOMER.DBのCompanyが得られます。

SELECTOrderNo,CustNo,'℃USTO1唾R.DB".Company
FROM"ORDERS.DB","CUSTOMER.DB"
WHERE"ORDERS.DB".Cus上No="CUSTOMER・DB".CustNo
ORDERBYOrd屋rNO
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3.Querv1のActiveプロパティをTrueにします。これは、プログラムの実行中に

Queryl.Open;とすることと同じです。

4．DataSourceとDBGridコンポーネン|､を配置し、DataSource1のDalaSelプロパテイに

Querylを、DBGridlのDataSoui℃eプロパティにDataSource1を指定します。

参照したい項目にインデックスが付いている場合は、Tableコンポーネン|､を使えます。

Tableコンポーネントを使う場合は計算項目を定義し、OnGetTextイベントハンドラで対

応する情報を文字列として取得します。Tableコンポーネントを使って、前述と同様の処

理をするためには次のようにします。

1．フォームに2つのTableコンポーネントを配置し、両方のDatabaseNameプロパテイに

DBDEMOSを指定し、Table1とTal,l,-2のTableNameプロパテイにORDERS.DBと

GUSTOⅣ凪R・DBを指定します。

2.Tablelコンポーネントをダブルクリックして項目エディタを呼び出し、スピードメニ

ューの【追加の追加(A)]でOrderNoとCuslXo項目を追加します。さらに、［項目の新規

作成(N)]でCompanyという名前の計算項目(String型、長さ=30)を追加します。

3．項目エディタでCompanyを選び、オブジェクトインスペクタのEventsページで

OnGetTextイベントをダブルクリックします。ここで、OnGetTextイベントハンドラ

を次のように定義します。

prOicedureTFormユ.TablelCompanyGetText(Sender:TField;varTex上：
s七rえ、g；

DisplayText:Boolean);
begin

ifTable2.FindKey([TablelCustNo.Value])then

Tex上:='['+Table2.FieldByName('Company').AsS上越ng+']';
end;

4.TablelとTable2のActiveプロパテイをTrueにします。

5.DataSourceとDBGridコンポーネントを配置し、DataSourcelのDataSetプロパティに

Tablelを、DBGridlのDataSourceプロパティにDataSourcelを指定します。

問い合わせを使うよりもやや複雑ですが、Tableコンポーネントを使う方が項目を編集

できたり、処理が高速であるというメリットがあります。

聯
②

文字列を設定するためにOnCalcFieldsイベン|､ハンドラは使えません。

ciiaf5ydf.c.mi-i.t.dpr
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f¥DBGridで複数のﾚｺードを選択することはできませんか．

◎ DHCridのOptionsプロパティでdgMultiSelectをTrueにすることで、DBGridで複数レ

コードを選択できるようになります。複数のレコードを選択するには、[Ctrl]を押しなが

らマウスでクリックします。

選択したレコードは、SelectedRowsというプロパティで参照できます。複数のレコー

ド選択を試すため、次の手順でフォームを作成します。

フォームにTable、DataSout℃e、DBGridを配置します。

TablelのDatabaseNameをDBDEMOSに、TableNameをCOUNTRY・1)1!、Activeを

Trueにします。

DataSourcelのDataSetをTablelにします。

DBGridlのDataSourceをDataSourcelに、OptionsではdgMultiSelectをTrueにします。

ButtonとListBoxを配置して、Buttonlに以下のようなイベントハンドラを定義します。

Ｌ
２

３
４
５

procedure唾､oZml.BuﾋﾋonlCﾕick(Sender:TObec上);
Vaz

エ:Integer;

begin

エ』IstBoxユ.工上ems.Clear;
玉。工工：＝0七．DBGridl・SelectedRows・Counヒーユdo

begin
申

Tablel.Bookmark:=DBGridl.SelectedRows[11;

ListBoxユ.工上ems・Hdd(Tableユ.FieﾕdByName('Name')．且sString);
end;

end;

プログラムを実行して複数のレコードを選択した後、ボタンを押すと選択したレコード

の情報がリストボックスに表示されます。

③ CI1AP5YDBGⅣ凪EC.DPR
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f¥DBGridでｽｸﾛーﾙバーを表示させないようにしたいのですが､どうすればよいですか。

e

②

DBGridでは、横幅に項目が収まり切らない場合に横スクロールバーが、高さにレコー

ド数が収まり切らない場合に縦スクロールバーが表示されます。

付録CDには、表示するスクロールバーを選択できるDBGridExコンポーネントが収録

されています。DBGridExコンポーネントのScrollBarsプロパティをssXoneにすれば：縦

横のスクロールバーは表示されません。この他、ssVertical(縦スクロールバーのみ)、

ssHorizonlal(横スクロールバーのみ)、ssBoth(両方）の指定ができます。

図5-3スクロールバーのないデータベースグリッド
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Q、

。

136

フォーム上にコンポーネントを配置せずにテーブルを利用したいのですが、どうすればよ

いのでしょうか。

Delphiのすべてのコンポーネントは、実行時に動的に生成できます。TableVQueryな

どのコンポーネントも例外ではありません。

動的にコンポーネントを生成する方法については、第4章の項目を参照してください。

次のプログラムは、Delphiのサンプルデータ(DBDEMOS)にあるORDERS・DBで、すべ

てのレコードのAmountPaid項目を加算するプログラム例です。フォームにButtonとEdit

コンポーネントを配置しておいてください。このプログラムは、ButtonlのOnClickイベ

ントハンドラとして記述します。また、Table、Queryを使うためにUses節にはDB、
DBTablesユニットを追加しておきます。

procedureTForml.ButtonlClick(Sender:T01ojec上);
Var

TempTable:TTable;{Tableコンポーネントのための裂数）
Sum:Double; ｛合計金額のための変数）
begin

TempTable:=TTable・Crea上e(Self);{コンポーネントの動的生成）
w土七hTempTabledo{TempTableに対して作用させる｝
begin

t茜y

DatabaseName:='DBDEMOS'; （データベース名を設定する）
TableName:='ORDERS.DB'; ｛テーブル名を設定する）
Open; ｛テーブルのオープン）
First; ｛先頭へ移動｝
Sum:=0.0; ｛合計金額の初期化）
whilenotEOFdo{最後のレコードまで繰り返す｝
begin

｛恩mountPaid項目の値を加算する）
Sum:=Sum+FieldByName('AmountPaid')．AsFloat;
Next; ｛次のレコードに移動する）

end;

Close; ｛テーブルを閉じる）
Editl.Text:=FormatCW,[Sum]);{Ediヒボックスに結果を表示〕
だinaユユy

Free; ｛コンポーネントの解放）
end;

end;

end;

次のプログラムは、同じ処理をQueryコンポーネンl､を使ってSQL文で処理するもの
です。Buttonコンポーネントを配置し、Button2のOnClickイベントハンドラとして記述

してください。
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procedureTForml.Buﾋﾋon2Click(Sender:…jec上);
廻重

Teｪ唖Query:TQuery;{Queryコンポーネントのための変数）
道e豆in

T包唖Que可:=TQuery・Create(Self);{コンポーネントの動的生成｝
w土七hT包哩Que工ydo{T画唖玲b1eに対して作用させる
begin
七可

DatabaseName:='DBDEMOS'; ｛データベース名を設定する:｝‘,,〃』

SQL・Clear;{S“』文をクリアする｝
{SQL文を設定する｝

SQI』.ゑdd('SELECTSUM(AmountPaid)FROM"ORDERS・配"');
Open;{問い合わせを実行する）

{Ediヒボックスに結果を表示）
Ediヒユ.Text：＝F◎亘nat('%m¥[Fields[0]・nsFloat]);
finaﾕｺ野

Free;

⑭､錘

end;

end;

CHAP5¥DYNTABLE.DPR

｛コンポーネントの儲倣｝

）
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Q.新しいﾃーブﾙを作成するにはどうすればよいでしょうか。

e Delphi3では、［ツール(T)lデータベースデスクトップ]でDatabaseDesktopを呼び出せ

ます。DatabaseDesktopは、テーブルの作成、編集、QBE(例示による問い合わせ）な

どをサポートした簡単なデータベースアプリケーションであり、dBASE/Paradox形式を

はじめ、各種のデータベーステーブルを作成できます。

テーブルを作成するためには、［新規作成(N)lテーブル(T)]を選び（またはテーブルア

イコンを右ボタンでクリックし[新規作成(N)]を選ぶ)、テーブルタイプを選択します。
Paradox7，Paradox5.0forWindows、Paradox4，VisualdBASEなどといった項目があり

ますが、ここで選ぶ形式に関わらず新しい形式である必要がなければ旧式のものが選ばれ

ることもあります。

テーブル形式を選ぶと、テーブルのために使いたい項目を入力するダイアログが表示さ

れるので、必要な項目を入力します（図5.4)。右上のテーブルプロパテイを使うと、必要

に応じて二次インデックスやパスワードなどの設定もできます。最後に、［新規保存(AM
タンを押せば、新しい空のテーブルが作成されます。

図5-4新しいテーブルのための項目を入力

’ ’

こうしたツールを使うのではなく、プログラムでテーブルを作成する場合は、Tableコ

ンポーネントのCreateTableメソッドを使います。もっとも単純な方法は、次のようなも

のです。
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フォームにTableコンポーネントを配置する。

DatabaseNameとTableNameプロパティを設定する。

作成したいテーブルの種類をTableTypeプロパティで定義する。このとき、ttDefault

以外を選択してテーブルの形式を明示する。

Tablelコンポーネントをダブルクリックして項目エディタを呼び出す。

スピードメニューの傾目の新規作成(N)]ボタンで、適当な項目を定義する。

ボタンのOnClickイベントハンドラなどでTablel.CreateTable;とする。

プログラムを実行し、ボタンをクリックする。

●
●
●

１
２
３

●
①
●
●

４
５
６
７

［項目の新規作成(N)]ではさまざまなフィールド型を選べます。選んだフィールド型に対

応して作成される項目型の対応表を以下に示します。

新規作成するときの型Paradox ASCIIテキストdBASE

文字型(A)
倍長整数型(I)
整数型(S)
(使用不可）

実数型(N)
金額型($）

BCD型(#)

論理型(L)
日付型(D)
(使用不可）

バイト型(Y)

時間型(T)

日付時間型(＠）

バイナリ型(B)

メモ型(M)
グラフィック型(G)
カウンタ型(+）

書式付きメモ(F)
OLE型(O)

文字型(C)
数値型(N)
数値型(N)
(使用不可）

数値型(N)
数値型(N)

数値型(N)

論理型(L)

日付型(D)
(使用不可）

(使用不可）

文字型(C)

文字型(C)

メモ型(M)

メモ型(M)
バイナリ型(B)
(使用不可）

浮動型(F)

OLE型(O)

Char

LongInteger

Number

(使用不可）
Float

Float

Float

Bool

Date

(使用不可）

(使用不可）
Time

TimeStamp

(使用不可）

(使用不可）

(使用不可）

(使用不可）
型、１な

ｅ

Ｖ
》
Ｓ

ｍ
ｃ
ｃ
艶
色

ｃ
ｎ
ｅ

ｔｒ
ｎ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

趣
》
鋤
吋
恥
恥
唖
跡
恥
睡
恥
恥
恥
恥
崎
軸
岬
榊

Ｖ
ジ
ｓ
ｅ
－
１

Tableコンポーネントで作成できないOLE型などがParadoxなどで作成されている場

合、DelphiではBLObデータとして扱われます。これらは、Delphiのプログラムでは意味

のある項目として利用できません。また、Delphi3ではDBRichEditコンポーネントを使
って書式付きメモ型(ftFmtMemo)を扱うことができますが、これはParadoxの書式付き

メモ型と異なる形式(RTF)を使います。書式付きメモ型に限り、ParadoxとDelphiアプ

リケーションとの間の互換性はありません。

1ヨ9
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以下にテーブルの種類とDelphiのフィールド型の対応を示します。

③

140

Paradoxの項目型

文字型(A)
実数型(N)
金額型($）

整数型(S)
倍長整数型(I)
BCD型(#)

日付型(D)

時間型(T)
日付時間型(＠）

メモ型(M)
書式付きメモ型(F)

グラフィック型(G)

OLE型(0)

論理型(L)
カウンタ型(+）

バイナリ型(B)
バイト型(Y)

dBASEの項目型

文字型(C)
浮動型(F)
数値型(N)
日付型(D)
詮理型(L)

メモ型(M)

O唾型(O)

バイナリ型(B)

ASCIIテーブルの型

文字型(Char)

浮動小数点型(Float)
16ビット整数型(Number)
論理型(Bool)

32ビット整数型(Longint)
日付型(Date)
時間型(Time)

日付時間型(TimeStamp)

CHAP5¥MKTABLE.DPR

Delphiのフィールド型

TStringField

TFloatField

TCurrencyField

TSmallintField

TIntegerField
TBCDField

TDateField

TTimeField

TDateTimeField

TMemoField

TBlobField

TGraphicField
TBlobField

TBooleanField

TAutoIncField

TBlobField

TBytesField

Delphiのフィールド型

TStringField
TFloatField

TFloatField

TDateField

TBooleanField

TMemoField

TBlobField

TBlobField

Delphiのフィールド型

TStringField

TFloatField

TSmallintField

TBooleanField

TIntegerField

TDateField

TTimeField

TDateTimeField
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Q・ﾃーブﾙにｲﾝデｯｸｽを付けるにはどうすればよいでしょうか。

◎
TableコンポーネントのAddlndexメソッドを使います。Addlndexは、次のような構文

を持ちます。

procedureAddlndex(constName,Fields:stz1ng;Options:TInde｡…tions);

Nameはインデックス名､Fieldsは1つ以上の項目名または式(dBASEテーブルの場合)、

Optionsはインデックスの属性をあらわします。ParadoxテーブルとdBASEテーブルのイ

ンデックスには、以下のような条件があります。ASCIIテーブルに対してはインデックス

は付けられません。

Paradoxテーブルについて

・OptionsにixPrimaryを指定するとキーになります。キーがないテーブルでは、二次イ

ンデックスは指定できません。キーのインデックス名は空文字列（''）で、先頭の項目

から連続したものだけを指定できます。

･複数の項目名をインデックスにする場合は、項目名をセミコロン（;）で区切ります。

･単一の項目名をインデックスにする場合は、インデックス名と項目名は同じものにし

ます。

.つまり、項目名に式(ixExpression)は指定できません。

・インデックスは常にユニークになります。

･テーブルをオープンした時点では、キーがインデックスとして使われます。

dBASEテーブルについて

･キー(ixPrimary)はありません。Nameに空文字列は指定できません。

､大文字小文字を区別しない(ixCaselnsensitive)インデックスは指定できません。

､複数の項目名をインデックスにする場合は、式(ixExpression)を使います。このとき

項目名は＋で連結します。式インデックスを使う場合、FindKey*PFindNearestでは検

索できません。SetKey、GotoKey，GotoNearestを組み合わせて検索してください。

次のプログラムは、Tableコンポーネントを動的に作成し、ID,Name、Addr、Telとい

う項目を持つParadoxテーブルを作成し、さらにキーとしてIDを、二次インデックスと

してNameとAddrの組合せ、およびTelを作成するものです。

141
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142

p工ocedureTFo工ml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObect);
Vaz

TempTable:TTable;{Tableコンポーネントのための変数）
begin

TempT副ｺle:=TTable.Create(Self);{コンポーネントの動的生成）
w土七hTempTabledo{TempTableに対して作用させる〕
begin

tヱヅ

DatabaseName:='DBDEMOS'; ｛データベース名を設定する｝
TableType:=ttParadox; ｛テーブルの種類を設定する）
TableName:='NEWTBｴjP・DB'; ｛テーブル名を設定する）
w土七hFieldDefsdo{項目の設定）
begin

Clear;

Add('ID',迂工nteger,0,True);{ID項目(必須項目)}
Add('Name'，這上Sﾋｴing,20，mごue),-{Name項目(必須項目)}
Add('Addr'，辻Sﾋｴing,40,False);{Addr項目）
AddC唾ﾕ'，至上String，ユ6,False);{Teユ項目｝
end;

CreateTable; ｛テーブルの作成｝
Addlndex(",'ID',[ixPrimary]); （キー）
Addlndex('NameAddr','Name;Addr',[ixCaselnsensi上ive]);

Addlndex('Tel','Tel',[]);
彊迅naユユヅ

Free; ｛コンポーネントの解放）
end;

end;

end;

次のプログラムは、Tableコンポーネントを動的に作成し、Item、

目を持つdBASEテーブルを作成し、インデックスとしてItem、II)、

組合せを作成するものです。

11)、Priceという項

およびil)とItemの

p童oicedureTFormﾕ.Button2Click(Sender:T叩ject);
Va工

Ⅲ℃xIPTaわﾕe:TTable; {Tableのための変数）
begin

TempTable:=TTable.Crea上e(Self);{コンポーネントの動的生成｝
withTempTabledo{T包叩Tableに対して作用させる）
begin

七茜y

DatabaseName:='DBDEMOS'; ｛データベース名を設定する）
TableType:=ttDBase; ｛テーブルの禰類を設定する）
TaわﾕeName:='NEW配ｴjD・DBF'; ｛テーブル名を設定する）
W土thFieldDefsdo{項目の設定）
begin

Clear;

Add(℃OMPANY',だ上Sﾋｴing,20,False);{Company項目）
AddC工画【'，這上S上ring,20,False); ｛エヒem項目）
Add('ID'，量ヒエ､上eger,0,False); ｛ェD項目｝
Add('PRICE'，丘Currency,0,False),-{Price項目）
end;

CreateTable;{テーブルの作成）
Addlndex(↑工…、函【↑,'ITEM',[]);
Addlndex('IDINDEX1,'ID',[]);
Addlndex('COMP工亜函，'COMPANY+ITEM',[ix動やression]);



③

彊土、aエユy

Free;

end;

end;

end;

CIlAI'oYMKTAHI.K.DI'R
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｛コンポーネントの解放｝

Q.ﾃーブﾙを異なる形式に変換するためには､どうすればよいでしょうか。

◎

③

テーブルをコピーするためには、BatchMoveコンポーネントやTableコンポーネンI､の

BatchMoveメソッドを使います。BatchMoveコンポーネントを使う場合、Sourceプロパ

ティにコピー元になるTableかQueryコンポーネントを、Destinationプロパティにコピー

先のTableコンポーネントを指定します。テーブルにレコードを追加する場合は、Mode

プロパティをbatAppendに、完全に置き換える（コピーする）場合はbatCopyを指定して
ください。

このとき、コピー先のTableのプロパテイによって作成されるデータベースの型が決め

られます。TableTypeプロパティがttDefaultかttParadoxの場合は、Paradoxテーブルが作

成され、ttDbaseのときはdBASKテーブルが、ttASCllのときはASCⅡテーブルが作成され

ます。

項目型に151.01)を持つテーブルをASCIIテーブルにコピーしようとする場合など、対応

できない型がある場合はテーブルはコピーできません。項目名や順序など項目の対応を変

更したい場合は、BatchMoveコンポーネントのMappingsプロパテイを設定します。

BLOb項目のように変換できない項目はMappingsに記述しないようにします。なお、

TableコンポーネンI､に対して項目エディタで作成した項目オブジェクl、(TxxxField)は

参照されません。

CHAP5YC0NVTXT.DPR
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固定長のテキスト形式のデータをdBASE/Paradoxのテーブルに変換したいのですが、ど

うすればよいのでしょうか。また、カンマ区切りのデータを変換することはできますか。Q、

。
固定長やカンマで区切られたテキスト形式のデータも、BDEによってテーブルとして

利用できます。また、BatchMoveを使えば、dBASE/Paradoxなど他のテーブル形式に

変換することもできます。

テキスト形式のデータをASCⅡテーブルとして使う場合の制約は、以下のとおりです。

･インデックスが使えない

．SQLの問い合わせが使えない

・レコードの削除やテーブルの途中への挿入ができない

．参照の整合性が使えない

・BLOb(BinaryLargeObject)が使えない

．区切り文字を使っているASCⅡテーブルでは、レコードを編集できない

ASCIIテーブルを扱うには、スキーマファイル(・SCH)が必要です。スキーマファイルは、

以下のようなものです。

/／ファイル名
/／ファイル形式：唾ﾕimitedまたはFixed
ノノ言語ドライバ名(ascii)
ノノ文字列を囲む文字
ノノ区切り文字
/／最初の項目００２

．
ｌ

ｅ

唖

仁一皿
。
エ

ー
・
ユ

エ
エ
前
二
島

、
季
毛
垂
ｏ

』
》
》
》
》
》
》

●

FiletypeにはFixedかDelimitedを指定し、それぞれフィールドを固定長にするかカンマ
などの文字で区切ることをあらわします。CharSetには言語ドライバ（通常はASCII)を

指定します。DelimiterとSeparatorは、FiletypeにDelimitedを指定した場合に使われる文

字列を囲む文字とフィールドを区切る文字を指定します。

Field#(#は1,2,3…）は個々 のフィールドの定義をあらわし、フィールドの名前、型名、

幅、梢度(FLOATのみ)、オフセット(Fixedテーブルのみ）の順で定義するものです。

型名にはCHAR、FLOAT、NUMBER、BOOL、LONGINT、DATE、TIME、TIMESTAMP

が使えます。

前述の方法でテーブルの作成した場合や､TableコンポーネントのBatchMoveメソッド、

BatchMoveコンポーネントのExecuteメソッドなどを使ってASCIIテーブルを作成した場

合には、固定長のASCIIテーブルに対するスキーマファイルが自動的に作成されます。

他のアプリケーションなどで作成したASCIIテキストを読み込むためには、対応するス

キーマファイルを作成しておく必要があります。たとえば、20桁の文字列、16桁の文字

1“
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列、1桁の論理型、3桁の16ビット整数に対する固定長テキストデータに対するスキーマ

ファイルは次のようになります。

ｎ
ｕ
ｎ
Ｕ
旬
。

″
句
嚢
〆
。
〃

穴
叩
〕
″
《
４
》
（
叩
ｖ

（
叩
》
″
、
Ｕ
回
》

句
垂
虞
〕
〃
〃

〃
旬
ユ
ィ
上
童

唾
迩
叫
ｅ岬

璽ｘ
，
恥
恥

・
ユ

叩
唾
》
認
》
》

Ｆ

、
ｊ
ｅ

》
生
型
型
哩
埋

Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

③ CHAP5¥CSVT0DB.DPR

Q・麓筑ｮJ)罵駕f競穂搬鞭駕孟蕊虐蝋慧鰹
以降の項目を無視できません。

◎ TableコンポーネントのSetKeyメソッドを呼び出すと、いったんすべての項目が空に設

定され、指定されているインデックスに含まれるすべての項目が検索対象となり、明示的

に値が指定されない項目は空の値を検索しようとします。もし、最初の項目だけを検索対

象にしたい場合はKeyFieldCountプロパティに1を代入しておきます。

たとえば、次のようなテーブルがありTablelコンポーネントに割り当てられており、

PRODUCT、NUMBERにキーが指定されているとします。

レコード番号 PRODUCT NUMBER

BC-h-

BC++

Delphi

Delphi

Delphi

TC-h-

TC++

1

2
１
２
３
４
５
６
７

１
２
２
３

'TC++'という文字列で6番目のレコードを検索させるためには、次のようにプログラ

ムします。
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。
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procedureTFormﾕ.ButtonlClick(Sender:TObjec上);
begin

withTableldo

begin

SetKey;

Fie1dByName('PRODUCT').AsString:='TC++';
KeyFieldCount:=1;

GO上oKey;
end;

end;

SelKey、項目の設定、GotoKeyという一連の処理は、FindKeyメソッドを使えばより簡

単に実現できます。次のプログラムも同じ処理をします。

procedureTFo］牙ml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObject);

begin

Table1.FindKey(['TC++']);
end;

FindKeyは項目名を使わず、インデックスの最初の項目から順に値を指定します。検索

の対象となるのは指定された項目だけで、指定されていない項目は無視されます。

SetRangeStart、SetRangeEnd，ApplyRangeを使ってテーブルの表示範囲を指定してい
るのですが、複数項目をインデックスにしている場合、範囲指定に使っていない項目が無

視されません。

テーブルの範囲の設定についても、SetKeyとl司様に項目の数を指定していない場合は、

指定されているインデックスのすべての項目が範囲の対象となります。たとえば、前ペー

ジのテーブルで次のプログラムを実行すると、3番目のレコードのみが表示されます。

p重OcedureTForml.BuﾋﾋonlClick(Sender:TObject);
begin
wi七hTa]っ1eユdo

begin

Se上RangeStart;

FieldByName('PRODUCT').AsS上型ng:='Delphi';
SetRangeEnd;

FieldByName('PRODUCT').AsString:='Delphi',-
ApplyRange;
end;

end;

もし、ApplyRangeの直前にKeyFieldCount:-1;という文を追加すれば、先頭の項目だけ

が範囲指定の対象と見なされ、3，4，5番目のレコードが表示されます。
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項目の設定、SetRangeEnd、項目の設定、ApplyRangeの一連の処理は、
ドを使えばより簡単に実現できます。次のプログラムも同じ処理をし

SetRangeStart､

SetRangeメソッ

ます。

pzoicedureTForml.Bu上tonlClick(Sender:TObject);
begin

Tablel.SetRange(['Delphi'],['Delphi']);
end;

図5-5範囲指定を使ったサンプル

③ CllAl'5YTHI.RAXCiK.Dl'R
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BDE環境設定ユーティリティ以外で、アプリケーション専用のエリアスを使いたいのです

が、どうすればよいでしょうか。

Databaseコンポーネントを使えば、アプリケーション専用のエリアスを定義できます。

Databaseコンポーネントを配置し、DatabaseNameプロパティに新しいエリアス名を、

DriverNameをSTANDARDに指定します。さらに、Paramsプロパティに「PATH=パス名」

と指定しておけば、他のTableやQueryコンポーネントは、このエリアス名を使ってテー

ブルや問い合わせを参照できます。

CHAP5¥DBAUAS.DPR

テーブルから指定した項目に一致するレコードを取り出すために、Queryコンポーネント

で次のようなSQL文を設定しています。

SELECT・FROM"ITEMS・DB"WHEREOrderNo="1111"

しかし、テーブルが大きくなるほど処理が遅くなります。高速化することはできないでし

ょうか。

SQL文ではWHERE句に条件式を指定したり、（任意の位置文字)*%(任意の文字

列）を使うこともできるため、汎用的な条件付きの検索には便利です。しかし、基本的に

テーブルのすべてのレコードを検査して問い合わせを実行するため、テーブルの大きさに

比例して処理時間がかかります。

単純な文字列の一致や先頭が一致する項目の検索は、検索項目にインデックスを付けて

おきTableコンポーネントのFindKeŷ FindNearestを使う方が高速に処理できます。た

とえば、OrderNo項目で検索し、ItemNo項目の順に並べたい場合は、OrderNo、ItemNo

に連結インデックス（ここではキー）を設定しておき次のようにプログラムします。

procedure唾Ozml.ButtonﾕClick(Sender:…ect);
be口土、

｛見つかったレコードのエヒ包噸oをリストボックスに追加する）
Lis上B◎x1．エヒ郵唱.Clear;
w土七h…ﾕeユ。◎

睡gin

（簸初の項目のみで検索する｝
iEFindKey(['ﾕﾕ11'])thon
｛一致するレコードがあったら、項目の値が一致している間）
｛次のレコードを調べる）
池土ﾕeFieldByName(℃rderNo').AsSﾋｴing='ﾕﾕﾕﾕ'do
begin
｛必要な項目の情報を利用する）
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ListBoxﾕ.エヒ臼ns・Add(FieldByName('ｴﾋ錘醐b')．AsSﾋｴing);
N＝上；

end;
率

郵

項目の部分一致を利用したい場合でも、先頭の文字列が決まっている場合は

FindNearestを使って同様の処理が実現できます。鞭
③ CHAP5¥FINDREC.DPR

Q、 DataSourceコンポーネントにTablefQueryを割り当てて使っているのですが、対象となるテーブルや問い合わせのレコードを移動させるためのメソッドはDataSourceにはないの

ですか。

◎
DataSourceのDataSetプロパティを使います。DataSetは、Table、Query、StoredProc

を設定できる汎用的なプロパティです。このDataSetプロパティは、単に対象となるデー

タセットを指定するだけでなく、これらのコンポーネントに共通するメソッドやプロパテ

ィを持っています。

Delphiではプロパティがコンポーネントをあらわしている場合、そこからメソッドや

プロパティが扱えるようになっています。フォームやPaintBoxのCanvasプロパティに描

画用のさまざまなメソッドが用意されているのと同じです。

たとえば、DataSourceを使ってデータ処理をしている場合、DataSourcel.DataSet.Prior;

やDataSourcel・DataSet・Next;とすれば、DataSourcelに指定されているテーブルや問い合

わせのレコードを前後に移動できます。また、DataSource1.DataSet.Activeを調べること

で、テーブルや問い合わせがアクティブであるかどうかを確認できます。

③ CHAP5¥NAVDSET.DPR
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レコードを前後に移動するためDBNavigatorのようにグループ化されたものではなく独立
したボタンを作りたいのですが、どうすればよいでしょうか。

付録CDには、DBNavigatorの10種類のレコード操作（先頭／前／次／末尾レコードへ

の移動、挿入、削除、編集、登録、キャンセル、更新）に対応する個別のボタンを作成す

るためのDBNavButtonが収録されています。このコンポーネントは配置するたびに、新

しい機能を持つボタンとして設定されます。ただし、対象となるデータソースを考慮しま

せんので、複数のデータソースに対して使う場合は配置した後でNavTypeプロパティを
設定してください。

図5-6DBNavButtonの使用例

wurnmrrvnを使ったフォーム ■回顧

SpeciesNoiOalegofyCommonN.m.Sp.c鯉鯵Name今I
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9m70キンチャクダイサザナミヤッコ 鮎macanthusnaf

r9"80ハタバラハタ VariobIOutio｡
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CHAP5YUSENAVB.DPR(DBNavButtonコンポーネントを使用）

dBASE形式のテーブルを使っていますが、レコードを削除してもテーブルの大きさが小さ

くなりません。

dBASE形式のテーブルは、レコードを削除しても内部的に削除フラグが追加されるだ

けで、実際のファイルからデータは取り除かれません。dBASE形式のテーブルから削除

レコードを取り除くためには、BorlandDatabaseEngineの機能を使ってテーブルを圧縮
しなければなりません。また、Paradoxテーブルでもメモ項目がある場合などは、レコー

ドを削除しても再構築するまでファイルサイズが小さくなりません。

付録CDには、dBASE/Paradox形式のテーブルを圧縮できるTablcKxコンポーネンI､が

収録されています。通常どおり、TableExにテーブルを割り当て、PackTableメソッドを

呼び出します。

PackTableでは、dBASE/Paradoxテーブル以外では無効です。また、圧縮したいテープ
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ルが他のアプリケーションでオープンされている場合には、エラーが発生します。特に、

Delphiの設計画面でTableExのActiveプロパティをTrueにしている場合にも同じ扱いに
なりますので、注意してください。

CHAP5YPACKDB.DPR(TableExコンポーネントを使用）

暗号化されたdBASEテーブルを使いたいのですが、パスワードはどのように指定すればよ

いでしょうか。

Tableコンポーネン1,では、暗号化されたdBASEテーブルを扱うことはできません。付

録CDには、暗号化テーブルを扱えるようにするTableExコンポーネントが収録されてい

ます。TableF.xのAllowDBaseLoginプロパティをTrueにすると、暗号化されたdBASEを

開こうとする際にOnDBaseLoginイベントが発生します。このイベントハンドラで、正し

いグループ名、ユーザー名、パスワードを設定すれば、暗号化されたdBASEテーブルを

オープンできます。

たとえば、次のように記述できます。

usesDBLogDlg;

P重ocedureTForml.TableExlDBaseLogin(Sender:TObject;varUserName,

GroupName,UserPassword:string);

begin

GroupName:='TESTGROUP';
LoginDialog(TableExl.TableName,Use工澗ame,UserPasswo工d);
end;

CHAP5YPACKDB.DPR(TableExコンポーネンl､を使用）
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Q、
ネットワークを使って複数のユーザーが同じテーブルを使っています。Paradoxでは、あ

るユーザーがデータを更新すると別のユーザーの画面も更新されたのですが、Delphiの

DBGridなどでは更新されません。どうすればよいでしょうか。

e
Tableコンポーネントには、リモートでのデータ更新を検出する機能はありません。デ

ータを読み込み直せば更新されるため、適当なタイミングでTableのRefreshメソッドを

呼び出すことで対応できます。

しかし、BorlandDatabaseEngineにはParadoxテーブルに限り、リモート更新を検出す

る機能があります。付録CDには、この機能を使ったTableExコンポーネントが収録され

ています。TableExはTimerコンポーネントとともに使い、TableExのTimerコンポーネ

ントにTimerコンポーネントを指定すると、Timerに指定されている間隔でテーブルがリ

モートで更新されているかどうかを調べ、必要に応じてRefreshを呼び出します。

傘
③

TableExコンポーネントは、リモートでの更新のみを検出します。スタンドアロン環境で

の更新には対応していません。

CHAP5¥CHKDBEX.DPR(TableEx，QueryExコンポーネントを使用）

Q・鞭零?た闘い倉…に現在の達行状…示…いのですが､どうすればよい

◎ QueryのOpenメソッドは、問い合わせが終了するまで制御を返しません。付録CDに

は、BorlandDatabaseEngineの機能を使ってローカルテーブルの問い合わせ処理中に、

イベントを発生させるQueryExコンポーネントが収録されています。

QueryExは、ローカルテーブルの問い合わせ中にOnProgressイベントを発生します。

OnProgressイベントには、進行状況をあらわすメッセージ「レコードが追加されました：

<数値>」と処理を継続するかどうかを決めるAction引数が渡されます。通常、〈数値〉に

は問い合わせの結果得られるレコード数をあらわします。進行状況が全体の何％に相当す

るかを調べることはできませんので、必要ならば対象となるテーブルのレコード数などを

別途調べなければなりません。

このイベントはデータベース処理中に呼び出されます。このため、イベントハンドラか

らさらにデータベースを扱うことはできません。また、LabelやProgressBarなどのプロ

パティを設定する場合でも、Updateメソッドを呼び出さなければ表示は更新されません。

さらに、問い合わせ処理中はメッセージを受け取らないため、キャンセルボタンなどを定

義したい場合は、ボタンなどのメッセージを処理するためApplication・ProcessMessages;
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を呼び出す必要があります。

前ページのTableExを使っている場合などは、Application・ProcessMessages;の呼び出し
により、暗黙のうちにタイマーイベントが発生しTableExの内部処理が行なわれます。こ

れは、OnProgessイベントでデータ操作をしているのと同じです。TableExには、一時的

にタイマーを抑止してApplication.ProcessMessages:を呼び出す、ProcessMessagesメソ

ツドが定義されていますので、必要に応じてこれを使ってください。

図5-7問い合わせ中の進行状況の表示
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CI1AP5YCHKDBEX.DPR(TableEx、QueryExコンポーネントを使用）
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第 章

forVisualBasic

プログラマ

本章では、VisualBasicの開発者がDelphiを使う際の質問に

ついて取り上げています。また、VisualBasicとDelphiのプ

ログラムの併用についても紹介しています。

※本章では、VisualBasicとはVisualBasic4.0(32ビット版）

または5.0を指します。
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Q・鞭IBasicの演算子に対応する｡bjectP…釧の演算子には､どのよう…があり震

e
ObjectPascalには、VisualBasicのすべての演算子に対応するものがあるわけではあり

ません逆に、ObjectPascalだけで使える演算子もあります。

たとえば、VisualBasicではべき乗(八)は演算子ですが、ObjectPascalでは関数(Exp)を

使う必要があります。このような注意は必要ですが、演算子や多くの組み込み手続きが

VisualBasicの演算子の代わりに利用できます。

以下に、VisualBasicの演算子に対応するObjectPascalの演算子や関数を示します。こ

れらは、機能が完全には一致しないことがあります。また、演算子の優先順位は、必ずし

もVisualBasicと同等ではありません。

演算子の優先順位は、オンラインヘルプの「演算子/優先順位/式」を参照してください。
②

演算子 VisualBasic ObjectPascal

指数

単項マイナス

乗算

除算

整数除算

剰余

加算

減算

文字列連結

比較

Exp(y・Ln(x))八

●

／

div

mod

＋

●
ノ
ノ
璽
己
鯉
の
十

＋
く
↑
シ
エ
ニ
◇
恥
胎
恥
蝿
α
粒
酎
唖

＋

＜

＜＝

＞

＞＝

＝

く＞

(対応するものなし）
：＝

not

and

Or

XOr

(=）

(対応するものなし）

文字列比較

オブジェクト比較

論理NOT

論理AND

論理OR

鎗理XOR

論理等価

論理包含
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Q､Ⅵsua!BasicのDoEventsの代わりに何を使えばよいのでしょうか。

e

⑭

VisualBasicのDoEventsは、時間のかかる繰返し処理などで他のメッセージが受け付け

られなくなるのを避けるために使うものです。Delphiでは、同様の処理をするために

ApplicationオブジェクトのProcessMessagesというメソッドを使います。

たとえば、処理の進行状況を示すメッセージダイアログのようなものを考えるために次

のようなアプリケーションを作成します。

1．空のプロジェクトを新規作成し、FormlにButtonコンポーネントを配置します。

2．新しい空のフォームを新規に作成し(Form2)、Labelコンポーネントを配置します。

3.Formlに戻って、ButtonlのOnClickイベントに次のプログラムを割り当てます。

uBea

Windows,Messages,SysUtils,．．．,StdC上rls,Uni上2;

｛期待通りに動作しないプログラム）
pzocedureTF◎Zml.ButtonlClick(Sender:TObec上);
”工

i:Integer;
begin

Foz面2．Show; {Form2を表示する｝
E◎ri：＝O上o999do

わe釘in

{Form2のLabe1にiを文字列として設定する｝
F◎瓦n2.I錘eユユ.Caption:=In上ToSヒエ(i);
end;

FoZm2・Hide; {Form2を非表示にする）
end;

このプログラムは、フォームのボタンを押すとForm2が表示されて、Label1コンポー

ネントに0～999までの数字を順に表示することを期待していますが、実際にはForm2に

は何も表示されません。

Form2.Shovv:としたときにForm2自身はすぐ描画されるのですが、Form2に配置された

コンポーネントは描画を要求するウィンドウメッセージが送られるだけです。しかし、こ

の繰返し文の中ではウィンドウメッセージを処理する場所がないので、Form2には何も表

示されないのです。

ここで、Form2.Labell.Caption:=IntToStr(i);の下にApplication.ProcessMessages;という

文を挿入します。ProcessMessages;とはアプリケーションに渡されているメッセージがあ

れば順に処理するというものです。つまり、描画要求があれば、必要なコンポーネントに

正しくメッセージが伝達されます。これによって、進行状況が表示されるようになります。

CHAP6¥PR0CMSG.DPR
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Q.

◎

158

VisualBasicのコントロール配列に相当する機能は、どのように実現すればよいのでしょ

うか。

Delphiには、VisualBasicのコントロール配列にそのまま対応する機能はありません。
コントロール配列は便利な点もありますが、オブジェクト指向プログラミングにおいては

オブジェクトの独立性に反するという面もあります。また、基本的にコントロール配列が

なければできないという処理はありません。実際、VisualBasicでコントロール配列を利

用する目的には「イベントハンドラの共有」「実行時のコン|､ロールの生成」「配列全体に

対する処理」などがありますが、これらのすべてについてDelphiではより柔軟にプログ

ラミングできます。

まず、イベンl､ハンドラの共有についてDelphiでは異なるコンポーネントでイベント

ハンドラを簡単に共有できます。Delphiでは、フォーム上で[Shift]を押しながらコン

ポーネントをクリックすることで複数のコンポーネントをまとめて選択できます。この状

態でオブジェクトインスペクタのKvenlsページで適当なイベントをダブルクリックする

か、定義済みのイベントを選ぶことで、選択したすべてのコンポーネントに対して同じイ

ベントハンドラを使えます。

VisualBasicでは、コントロール配列に対するイベントハンドラの引数としてコントロ

ールのインデックスが渡されますが、Delphiではコンポーネン1､そのものが引数となり

ます。

たとえば、VisualBasicで、Btnというボタンのコントロール配列があるとき、フォー

ムのタイトルバーにクリックしたボタンのキャプション文字列を割り当てるには次のよう

にします。

SubB上n_Click(IndexasInteger)

Caption=Btn(Index)．Caption
EndS1m

ここで、Btn(lndex)によってクリックしたボタンをあらわしています。Delphiで、これ

と同じ処理をするためには次のようになります。

pzocedu工e

begin

Cap上ion
end;

TForml.B上r.Cﾕｭck(Sender:T叩jecヒル

:=TButヒon(Sender)．Cap上士on；

BtnClickに渡されるのはインデックスではなくイベントを発生したコンポーネントオブ

ジェクトそのものです。引数を受け取るために汎用性のある型TObjectが使われています

が、TObjectにはCaptionというプロパティがないので、TButton(Sender)と型変換してい

ます。Btn(Index)ではBinがコントロール配列の名前であり、Btn(Index)で個々 のコント
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ロール要素を指し示しているという点の違いについて混同しないようにしてください。

BtnClickに渡される引数に汎用性を持たせているのは理由があります。Delphiでは、イ
ベンI､ハンドラを共有できるのは同じ種類のコンポーネントだけではないのです。たとえ

ば、通常のボタン(Button)やビットマップ付きボタン(BitBtn)のOnClickイベントハンド

ラは、スピードバーのために使うスピードボタン(SpeedButton)、メニュー項目
(Menultem)のOnClickイベントハンドラとも共有できます。つまり、これらのOnClick-f

ベントはすべてTObject型のSenderという引数を受け取るのです。

ただし、こうした異なる種類のコンポーネン|､でイベントハンドラを共有している場合

は、単純にTButton(Sender).CaptionとしてCaptionプロパティを取り出すことはできませ
ん。Delphiには、実行時型情報という機能でオブジェクトの型を調べられます。あるオ

ブジェクトがあるクラス（またはその下位クラス）であるかどうかを判断するには、is

という予約語が使えます。たとえば､前述のイベン|､ハンドラは次のように書き直せます。

p工ocedureTForml.BtnCﾕｭck(Sender:TObjecヒル
begin

（イベントを発生したもの(Sender)の種類を調べる）
土這SenderisTButtonthen

Caption:='Button-'+TButton(Sender).Caption
elseifSenderisTSpeedButtonthen

Caption:='SpeedButton-'+TSpeedButton(Sender).Cap上ion
elsei量SenderisTMenuItemthen

Caption:='Menuｴﾋem-'+TMenuｴﾋem(Sender)．Cap上ion
eユse

Caption:='Fo工mﾕﾘ；
end;

このイベントハンドラでは、イベン1,を発生したコンポーネン|､オブジェク|､Sender

がButtonかSpeedButtonかMenultemのうちの、どのクラスのものかを判断し、コンポー

ネントの種類とCaptionプロパティをフォームのタイトルバーに割り当てています。ただ

し、通常はスピードボタンにはキャプションを指定しません。また、クラス名には先頭に

Tがつく点に注意してください。

しかし、イベンI､ハンドラが呼び出されたときに、VisualBasicのようにコンポーネン

トを数値で区別したいこともあるでしょう。このためにはTagプロパティを使うことがで

きます。Tagプロパティは、すべてのコンポーネントのプロパティとして定義されている

もので、Longint型で定装されています。これは、Drlphi自身では使われないため、プロ

グラマーが自由に意味を持たせることができます。

たとえば、イベントハンドラを共有するコンポーネントのTagプロパティをそれぞれ違

う値にしておけば、イベントハンドラでTComponent(Sender).Tagとすることで呼び出し
たコンポーネントを区別できます。

もっと直接的にコンポーネントの名前やクラス名（種類）を使うこともできます。次の

イベントハンドラは、コンポーネントのクラス名と名前（キャプションではない）をフォ

ームのタイトルバーに表示します。

1唾
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procedure

begin

Cap上ion
end;

TForml.BtnCﾕﾕck(Sender:TObject);

:=Sende工.ClassName+'-'+TComponent(Sender)．Name；

次に、実行時のコンI､ロールの生成ですが、Delphiでは設計時に配置するコンポーネ

ントとまったく同じ形で実行時にコンポーネントを生成できます。フォーム上にボタンを

配置し、そのボタンのイベントハンドラとして新しいボタンを生成するプログラムを以下

に示します。

procedureTFo.ざml.BuﾋﾋonlClick(Sender:Tdｺecヒル
Va工

NewBuヒヒon:TButton;

n:Integer;

begin

｛作成済みのコンポーネントを調べて、使っていない番号を取得する）
量。rn:=0七．ComponentCounヒーユdo
土圭FindComponen上('NewBuﾋﾋon_'+In上ToSヒエ(n))=niユセhen
Break;

{Buttonコンポーネントの生成）
NewBuヒヒon:=TBuﾋﾋon.Create(Self);

vd､七;hNewBuﾋﾋondo

begin

（以下、プロパティの設定）
SetBounds(20,n*40,200,30); ｛大きさ）
Nan腫呂='NewBuﾋﾋon_'+IntToS上r(n); ｛コンポーネント名）

Cap上ion:='NewBuﾋﾋon#'+IntToS上r(n);{キャプション）
OnC1ick:=BuﾋﾋonlClick; ｛イベントハンドラ｝
Parent:=Self; ｛親コンポーネント）
end;

end;

FindComponentは、フォーム上に配置されたすべてのコンポーネントから与えられた

名前のコンポーネン1，を見つけ出すメソッドです。フォーム上に配置されたコンポーネン

トは、Componentsという配列プロパティに保持されているので、この配列に保持されて
いるコンポーネントのNameプロパティを調べているわけです。ここでは、

'NewButton'+数値という名前のコンポーネントが見つからなくなるまで繰返して、新し

いコンポーネントに割り当てる番号を探しています（別の整数変数を使えば、もっと簡単

に処理できるでしょう)。

NewButton:=TButton.Create(Self);という記述で、新しいボタンオブジェクトを生成し

ています。ここでは、少なくともParentプロパティを設定しておく必要があります。フ

ォーム上に配置するならParent:=Self;としますが、パネルやグループボックス上にボタ

ンを配置するなら、Parent:=Panell;などとパネルやグループボックスのコンポーネント

名を指定します。通常は、大きさやキャプションなども指定します。また、前述の

FindComponentで調べるためコンポーネントの名前(Nameプロパティ）を
'NewButton'+数値にしておきます。
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新しく生成したボタンのOnClickイベントハンドラにも、自分自身のイベントハンドラ

ButtonlClickを指定しています。つまり、新しく作成したボタンをクリックしても、同じ

動作（つまりコンポーネントの生成）になります。

コンポーネントを削除するのは、Freeメソッドを呼び出すだけです。次のようにすれ

ば、番号nで指定したコンポーネントを削除できます。

…

cp:TComponent;

begin

cp:=FindComponen上('NewBuﾋﾋ◎XX_'+In上T◎Sヒエ(n));
土逼cp＜＞nユユヒhen
cp,産ee；

end;

コントロール配列全体をまとめて処理するのは、Delphiではコンポーネント名やキャ

プションなど他のプロパティを使います。たとえば、コンポーネントの名前を

'GroupBtn'+数値のような形で統一しておき、FindComponentを使えばこの形式の名前の

コンポーネントをまとめて処理できます。GroupBtn1からGroupBtn5というボタンコン

ポーネントがあれば、次のように処理できます。

”垂

i:Integer;

cp:TComponen上；

begin

{GrOupB上､_ユからGroupB上n-5までのBuﾋﾋonコンポーネントの）
｛キャプションをイタリック体にする）
2．zi：＝ユヒ◎5do

begin

cp:=FindCa噸onen上('GroupB上n_'+IntToStr{i));
土逼cp＜＞nユユthen

TBuﾋﾋon(cp)．Fon上.Style:=[fs工talic];
end;

end;

CHAP6¥CTLARRY.DPR
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^̂VisualBasicのﾌｫーﾑのAutoRedrawブﾛバﾃｲに絹当するものはないでしょうか。

。

162

VisualBasicのAutoRedrawプロパティは、フォーム自身のイメージをピッl､マップデー

タとして保持し、再描画の手間を省くためのものです。また、再描画途中の経過を表示し

なくなるので、アニメーションのように動的な描画でもチラつかなくなります。

DelphiのフォームにはAutoRedrawに相当するプロパテイはありませんが、イメージは

Imageコンポーネントで処理できるので、これをフォームに配置します。フォームの大き

さが変更されたときのために、ImageコンポーネントのAlignプロパテイはalClientにし

ます。

また、フォームのOnResizeイベン|､ハンドラを次のように定義します。これは、フォ

ームの大きさが広げられたときにイメージが持つビットマップの大きさも広げるためのも

のです。ただし、フォームが縮小化されても、ピッl､マップの範囲は縮小化されません。

procedu工eTForml.FormResize(Sender:TObjec上);

begin

土置エmageユ.Picture･Bi上map・Width<ClientWid上h七hen

Imageユ.Pic上ure・Bitmap・Width:=ClientWidth;
土圭工magel.Picture.Bitmap.Height<ClientHeigh上then
コ泣喧gel.Picture・Bitmap.Heigh上:=ClientHeight;

end;

さらに､フォームの背景を描画しないように背景を再描画するメッセージを処理します。

type

TFo工ml=class(TForm)

p工o七ec七ed

procedure…aseBkgnd(varMsg:TWMEraseBkgnd);
messageVM_ERASEBKGND;

end;

◆ひ1

p工ocedu工eTFo工ml.V…raseBkgnd(varMsg:IwEraseBkgnd);

begin

Msg.Result:=1;
end;

こうしておけば、Imagel.Canvasに対して描画することで、VisualBasicのAutoRedraw

プロパティがTrueの場合のように機能します。

このフォームを使用するプログラム例として、フォームにTimerコンポーネントを配置

し、OnTimerイベントハンドラを次のように定義してください。TimerのIntervalプロパ
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ティは短い値(100程度)にしておきます。

procedureTForml.TimerlTimer(Sender:TObjec上);
COngt

Radius:Integer=0;

Dis上：工､上eger=3;
begi・n

wi上,hImageユ.Canvasdo
begin

Pen.Width:=3;

Pen.Color:=clWhite;{clWhi上e：円を消去する色）
Eﾕﾕipse(100-Radius，ユOO-Radius,100+Radius，1OO+Radius);
Inc(Radius,Dist);

えだ(0<Dis上)and(100<=Radius)

or(Dis上<0)and(Radius<=－100)then
Dist:=-Dist；

Pen・Color:=clRed; {clRed:円を描画する色）
m1ipse(100-Radius,100-Radius,100+Radius,100+Radius);
end;

end;

もし、イベントハンドラの先頭にあるImagel.CanvasをCanvasに、消去する色を

clWhiteではなくSelf.Color(フォーム自身の色）にし、WMERASKBKGNDメッセージ

を処理しないようにするとフォームに対して円を描画することになります。この場合、処

理は早くなりますが画面を書換える経過が目に見えてしまいます。

これは、フォームのCanvasが、スクリーンに対するデバイスコンテキストを指してい

るのに対し、ImageのCanvasはメモリ中のデバイスコンテキストを指しているためです。

フォームのCanvasに描画することはスクリーンに直接描画することになりますが、

ImageのCanvasはメモリ内の仮想ビットマップに描画するだけなので、描画途中の状態

は目に見えません。このイベントハンドラを終了すると、Imageの(!anvasに描画した内

容がフォーム上に反映されます。また、メモリ内に描画結果が残っているので、フォーム

がアイコン化されたり他のフォームに隠された場合でも、ふたたびフォームが表示されれ

ば描画した内容が復元されます。

Imageコンポーネントに対する描画は、イベントハンドラが終了するかI'pdateメソッ
ドが呼び出されるまで画面に反映されません。

CllAPGVARKDRAW.Dl'R
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Q・陛鞭.|頚禰'黒穂;挫葬難し鰯麓繍熱窪
義するとコンパイルエラーになり、Implementationの下に定義するとコンパイルは成功し

ますが、他から呼び出せません。

e

164

外部から呼び出す手続きや関数は宣言だけをin七e垂彊ace部に記述して、定義を

implementation部に記述します。たとえば、次のように記述できます。

u皿土七General;

1五七＠審翌狸包⑭

｛ビープ音を賜らす手続きの宣言）
procedureBeep;

…1函e､上a上土。､

｛ビープ音を喝らす手続きの定義（実装）
procedureBeep;
beg1n

MessageBeep{MB_OK);

end;

n面門

｝

また、この手法さえ守っていれば汎用ルーチンを定義するために、わざわざ独立したユ

ニットを作成する必要はありません。フォームユニットにもin七erface部と

implementation部がありますが、同じように宣言と定義を記述して他のユニットから

呼び出せる手続きや関数を作成できます。

さらに、フォームに関連付けられているメソッドや変数も別のフォームから呼び出せま

す。このとき、外部から参照するためのメソッドや変数はPuゎ1ic(|public宣言I)とい

う場所に記述します。

次のプログラム例は、フォームにIncrementというメソッド（手続き）を追加して、外

部から呼び出せるようにしたものです。他のフォームからForm2.Increment:とすれば、こ

のメソッドが呼び出されてForm2のキヤプションが更新されます（呼び出すフォームユ

ニットのuBeB節にJunk2を追加しておく必要があります)。

七”e

TF◎ｪm2=class(唾◎工m)

エ固唾ユユ：理a塗ユ；

pubﾕﾕC
procedu工⑧エncrement；
⑧､且；



②

procedureTForm2．工ncrement;
Va垂

n:Integer;

begin

｛フォームのキャプションを剃直に変換する）
try

n:=SﾋｴTolnt(Caption);
e狂CePE

｛変換エラーが発生したら0にする）
onE:EConver上Errordon:=0;

end;

｛1だけ増加して、キャプションを設定し直す｝
Inc(n);

Caption:=In上ToStr(n);

end;

end．

CHAP6YUSEBEEP.DPR

第6章forVisualBasicプログラマ

Q､ⅥisualBasicのﾗｲﾝ(直線)ｺﾝﾄﾛーﾙに対応するものはないでしょうか。

e

③

基本的に、Delphiのコンポーネン|､はすべて長方形の領域として表現されます。この

ため、VisualBasicのラインのようなコンポーネントは実現しにくいのです。単に描画す

る目的だけであれば、PaintBoxコンポーネントを使ってOnPaintに直線の描画プログラム

を記述できます。

付録CDには、長方形の対角線にラインを描画するLineコンポーネントを収録してあり

ます。Lineコンポーネントは左上から右下、あるいは右上から左下へのラインを描画し

ます。なお、線の幅が1より大きい場合、枠からはみ出す部分は描画されません。

C1-1AP6YUSELINE.DPR(Lineコンポーネントを使用）
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Q.鯛蹴競『文では､Stepで制御変数の増分を指定できましたが｡elp剛でばでき

e Delphiの這or文では、制御変数を1ずつ増加させる(to)か減少させる(downto)かのど

ちらかとなります。VisualBasicの次のプログラムは、

0七o20step4
gum＋工

一
一
一
一

工
皿
画

工
Ｓ
Ｘ

Ｏ
ｅ
Ｆ
Ｎ

Delphiでは次のようになります。

EC茜工：＝0七o5do

Sumg＝Sum＋工★4；

あるいはwhi1e文を使って次のようにも記述できます。

如
工十

（
Ｕ一
麺
斗

。
〃
工
一
一
．
襲

剖
準
・
癖
麺
延
釦

工
池
正
麺

ObjectPascalの彊or文は、VisualBasicよりも厳しい条件があります。主な条件は以下
のとおりです。

制御変数は、順序型（整数型、論理型、列挙型など）でなければならない。

制御変数は、造o遁文のブロックに属するローカル変数でなければならない。

VisualBasicでは、繰返しの途中で制御変数に終了値よりも大きい値(Stepが負のとき

は小さい値）を指定して繰返しを終了させることができますが、ObjectPascalでは制御変

数には変更できません。繰返し文を中断させるためには、Break文を使ってください。こ

れは、VisualBasicのExitFor文と同じように機能します。

③ CHAP6YF0RSTEP.DPR
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Q､Ⅶsua旧aslcのﾌｫーﾑのScaleLo櫛やScaleWidthに対応するプﾛバﾃｲ鯵ないのですか。

e

②

Delphiでは、フォームやPaintBoxのキャンバスへの描画は常にピクセル単位で扱われ

ています。このため、スケールを指定して描画するためには、フォームの領域と描画した

い領域を対応させる計算が必要になります。

付録CDには、疑似的にスケール機能を使えるようにするためのCanvasScaleコンポー

ネントが収録されています。このコンポーネントは、Canvas(TCanvas型）をもとに指定

されたスケールで描画できるようにするため、Delphiのオブジェクト型（◎bect）を使

っています。

コンポーネントを使うためには、CanvasScaleをフォームに配置し、ScaleLelt、

ScaleTop、ScaleWidth、ScaleHeightプロパティを指定します。便宜上、ScaleRight、

ScaleBottomも用意されていますが、これらの変更はScaleWidth，ScaleHeightに反映され

ます。

スケールを使った描画は、CanvasScale11Canvas1に対するメソッドを使います。このと

きwith文を使えば、いちいちCanvasScalelを指定する必要はなくなります。

たとえば、ScaleLelt、ScaleTop、ScaleWidth、ScaleHeightが-1、-1，2，2のとき次のプ

ログラムは、フォームの対角線を描画します。

proceduremoｴml.ButtonlClick(Sender:…ject);

begin
withCanvasScalel[Canvas,ClientRect]do

begin
Mov…(一ユ,-1);

エ』ineTod,1);

ぬve寵。(-1,1);

Line毎．(ユ，－1);

⑧nd;

⑥nd;

CHAP6¥USESCALE.DPR(CanvasScaleコンポーネントを使用）
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Q・蝿麗鱗脳蹴野入すると漢字(2バｲﾄ文字)溌返され議したが、

e

168

VisualBasicでは16進を表現するために&Hxxxxと記述しますが、ObjectPascalでは先

頭に＄を付けてSxxxxと記述します。またObjectPascalのChrは、Char型(1バイト型）

を返します。たとえば、全角の「B」（文字コード8261H)という文字を得るために

Chr($8261)としても、下位バイトだけが有効になり半角の「a」が返されます。

2バイト文字は、1バイト文字を連結したものなのでChr($82)+Chr($61)とすれば全角

の「B」になります。また、文字コードが決まっている場合は文字コードの前に＃を付け

て文字として使うことができます。たとえば、＃$82＋＃$61とすればよいわけです。さら

に、＃による文字定数どうしや文字定数とシングルクォートによる文字列は＋を使わず連

続して記述することもできるので、＃$82#$61と記述することもできます。

ただし、変数を使って、#($61+n)とすることはできません。また、2つの文字列定数を

連結するときは＋が必要です。たとえば、'ABC'DEFと記述するとABC'DEFという意味

になります。これは、ObjectPascalでは連続したシングルクォート(")は一つのシングル

クォート(')をあらわすという意味があるためです。'ABC'DEFのようにスペースを空け

るとエラーになります。
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Q､W閉駕ｱﾌｧｲﾙに保存したデーﾀを｡･Iphiで利扇したいのですが､どうすれば』：

、

②

VisualBasicでPrint#などを使ってデータをテキスト文字列として出力している場合、

DelphiではTextFile型の変数とAssignFile、Resetなどの手続きを使って読み込むことが

できます。テキスト文字列に対応するデータ形式の違いについては、プログラミングで対

応する必要があります。

しかし、Put#lなどでバイナリデータのまま出力されたものは、両者のデータ表現の違

いについて注意する必要があります。これらの違いとさまざまなファイル入出力形式につ

いて具体的なプログラムとともに説明します。

VisualBasicの主なデータ型に対するObjectPascalのデータ型は、以下のとおりです。

データ型

バイト型

プール型

短梢度轄数型

長輔度整数型

単梢度実数型

倍梢度実数型

通貨型

日付型

可変長文字列型

固定長文字列型

バリアント型

オブジェクト型

配列

ユーザー定義型

VisualBasic

Byte

Boolean

Integer

Long

Single

Double

Currency

Date

String

String・n

Variant

Object

(LowToHigh)

Type

Delphi

Byte
WordBool

Smallint

Longint

Single

Double

Currency

TDateTime

String
WideCharの配列

Variant

Variant

array

record

備考

変換が必要

次元の評価順が逆

Delphi3では、多くの型がそのまま対応して使えます。しかし、VisualBasicのInteger

は16ビットであるのに対し、Delphi3のIntegerが32ビットであるなどの違いがあります。

また、文字列型のファイルへの記録についても違いがあります。

VisualBasicでデータを保存するプログラム例と、Delphiでデータを読み込むプログラ

ム例を示します。

まず、数値型については、型の対応に注意していればVisualBasicで記録された値は、

問題なく読み込めるでしょう。逆に、VisualBasicにはDelphi3のBoolean，Extended、

Compなどに対応する型はありません。

TFileStreamの使い方については、オンラインヘルプの「TFileStream」を参照してく

ださい。
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◆VisualBasicのプログラム

Priva上eSubCommandl_Click()

DimYAs町上e
DimBAsBool色an

Dim工旦sエ、上eger

DimLAsLong

DimSAsSingﾕe
DimDAsDomお]色

DimCAsCurrenCy
DimTAsDate

1定義した変数に適当な値を代入しておく
Y＝100

B＝Tru巳

工＝舟宵1コ34

エj＝ユ2345678

S=12.345

，＝12345．678

C＝ユ234567890．ユ234

T=#5/30/642:08:00PM#

’バイナリファイルとしてオープンする
Open"TEST1.DAT"ForBina工YAs#1
1変数を順に記録する
Put#1,,Y

Put#1，,B

Put#ユ，，エ

Put#1,,L

Put#1,,S

Pu上＃ユ，，D

Put#1,,C

Pu上#1,,T

Close#1

EndSuh

◆Delphiのプログラム

func七ionBoolToStr(B:Boolean):string;

begin
土逼B七h色n

Re皇面1.上:='True'

eユ写巳

Resuユヒ:='False';

end;

’
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begin

（ファイルストリームを作成し、読み込み専用ファイルとしてオープン）
F:=TFileS上ream・Create('TESTユ.D周囲!，危mOpenRead);
F・RGad(Y,SizeOe(Y)};

F.Read(B,SizeOf(B)};

F.Readd,SizeOf(I));

F.Read{L,SizeOf(L));

F.Read(S,SizeOf{S));

F・Read(D,SizeOf[D));

F・Read(C,SizeOf(C));

F・Read(T,SizeOf(T));

F,Free;

（以下のプログラムのために、ェ』lis上BOXコンポーネントを配置しておく）
{Lis上.Boxlの項目として、読み込んだデータを追加する｝
wユヒhListBoxl・rtemsdo

begin

Clear;

ハ.dd(IntToHex(Y,4));

Add(BoolToStr(B));

Add(In上roH‐に(工，4));

Add(In上.ToStr(L));

Add(Floa上ToStr(S));

Add(FloatToSl:r(D));

Add(CurrToSヒエ(C));

Add(DateTiraeToStr{T));

end;

end;

可変長文字列型は、2バイトの文字列長と文字列データとして記録されます。固定長文

字列は、指定された長さの文字列データが記録されます。Delphiの長い文字列は、任意
の長さの文字列を扱えるため、対応は比較的容易です。可変長文字列では読み込んだ文字

列長、固定長文字列では指定した文字列長をs七重ng型変数に指定して、文字列データを

読み込めばよいのです。

ただし、文字列データの読み込みはVisualBasicデータの読み込みに関わらず少しやっ

かいな面があります。Delphi3では長い文字列を扱えるようにしたため、TFileStreamの

Read、Writeメソッドにはstring型をそのまま指定できません。必ず、PChar(str)八のよ
うな型変換が必要になります。

TFileStreamのRead、Writeメソッドには、s上軍ng型の変数をそのまま指定してはい

けません。

VisualBasicでデータを保存するプログラム例と、Delphiでデータを読み込むプログラ

ム例を示します。また、Delphiのプログラムだけでも使えるよう文字列型データを書き
込む手続きも示します。
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172

◆VisualBasicのプログラム

P工土va上eSubCommand2_Cﾕｭck()

DimVSヒエAsString

DimFS上rAsString*20

，ランダムファイルとしてオープンする（レコードサイズ：32バイト）
Open"TEST2.DAT"ForRandomAs#ユエ』en＝32
1変数を順に記録する
VS上r="VariableSize"

Put#1,1,VS上玉 ,第1レコードに可変長文字列を記録
FStr="FixedSize"

Put#1,4,FStr ‘第4レコードに固定長文字列を記録

VSヒエ="AnotherString"
Put#1,3,VSt工 ’第3レコードに可変長文字列を記録

FSヒエ="LastSﾋｴing"
Pu上#1,2,FSヒエ ，第2レコードに固定長文字列を記録
Close#1

EndSub

◆Delphiのプログラム

｛ファイルスI､リームから、可変長文字列を読み込む）
functionReadVarSﾋｴing(F:TFileStream):string;
Va工

VStrSize:Word; ｛可変長文字列の長さ）
begin

F.Read(VS上rSize,SizeOf(VS上rSize)};{可変長文字列の長さを読み込む）
Se上Leng上h(Resu1上，VS上遁Size);
F.Read{PChar(Result)'-,VS上rSize);

end;

〔ファイルストリームから、固定長文字列を読み込む）
fujic上ionReadFixedString(F;TFileSﾋｴearn;Size:Word):8ﾋｴing；
begin

SetLength(Resu1t,Size);
F.Read(PChar(Resul上)",Size);

end;

｛ファイルストリームへ、可変長文字列として苔き込む）
procedureWri上eVarSﾋｴing(F:TFileStream;constValue:s七茜ing);
Var

VS上xSize:Word; ｛可変長文字列の長さ）
begin

VSﾋｴSize:=Length(VQlue);
F,W｡言ite(VSﾋｴsize,SizeOf(VS上.rSize));{可変長文字列の長さを読み込む）
F・Write[PChar(Value)",VStrSize);

end;

｛ファイルストリームへ、固定長文字列として指定された長さを書き込む）
procedureWriteFixedString(F:TFileStream;constV:s七竃ing;Size:
Word);

begin

F.Write(Size,SizeOf(Size));

F.Write(PChar(V)",Size);

end;



第6章forVisualBasicプログラマ

pzoicedureTForml.Buﾋﾋon2Cﾕｭck(Sender:Td｡ject);
、｡n塁t

RecordSize=32;、 {VisualBasicの"Len="に対応する値）
Vaz

F:TFﾕﾕeSﾋｴeam；

begin

｛読み込んだデータを表示するためにListBoxコンポーネントを使う｝
ListBoxユ．エヒems.Clear;

（ファイルストリームを作成し、読み込み専用ファイルとしてオープン）
F:=TFileStream・Create('TEST2.DAT',fmOpenRead);
｛唾stBox1の項目として、読み込んだデータを|随時追加する｝
F・Seek(RecordSize*0,0); ｛第ユレコードヘ移動）
ListBoxl.エterns・Add(ReadVarString(F));
F.Seek(RecordSize★ユ，i: ｛第2レコードへ移動｝
ListBoxユ.エヒems.Add(ReadFixedString(F,20));
F.Seek(RecordSize*2,0); （第3レコードへ移動）
ListBoxl.工上ems.Add(ReadVarString(F));
F・Seek(RecordSize*3,0); ｛第4レコードへ移動｝
ms上Boxユ.Items・Add(ReadFixedString(F,20));
F・Free;

end;

バリアンl､型は、まず保持しているデータの型を表わす2バイトのデータが書き込まれ、

続いて保持しているデータそのものが記録されます。バリアント型には、表に示したほと

んどの型に加え、Empty、Nullを保持できますが、EmptyとNullには保持するデータはあ
りません。

Delphi3にもバリアン|､型はありますが、ファイルとの読み書きをサポートする手続き

は用意されていません。このため、バリアント型のデータを処理するためのプログラムを

作成する必要があります。バリアント型の内部構造に対応するレコード型として

TVarDataがありますから、これを使えばよいでしょう。

VisualBasicでデータを保存するプログラム例と、Delphiでデータを読み込むプログラ

ム例を示します。また、Delphiのプログラムだけでも使えるようバリアン|､型データを

書き込む手続きも示します。なお、バリアント配列（バリアント型に任意次元の配列を格

納するもの）については対応していません。

◆VisualBasicのプログラム

PrivateSubCommandsエユick()
DimVAsVa了遁nt

Open"TEST3.D且m"ForBinaryAs#1
Put#ﾕ，，V'Emptyの書き込み
V＝Nnll

Put#ﾕ，,V'Nullの書き込み
V＝123

Put#1,,V'Integerの書き込み
V=123456789

Put#1,,V'Longの書き込み
V＝ユ2．3451

Put#1,,V'Singleの書き込み
V＝12345．6789
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'Doubleの醤き込み

'Currencyの書き込み

1日付時間型の書き込み

'文字列の醤き込み
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◆Delphiのプログラム

バリアント型データを読み込む
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vazOﾕeStr：

begin

F.Read(Len,SizeOf(Len));
Se上Length(Str，エ』en);

F.Read(PChar(Str)",Len);

Resul上:=Str;

end;

varBoolean:

begin

F・Read(VBoolean,SizeOf(VBoolean));
Resuユヒ:=VBoolean;
end;

va工野上e：

begin

F.Read(VBy上e,SizeOf(VBy上e));
Result:=VByte;
end;

else{varS上ring,varDispatch,varE工工or,varUnknown)
raiseEV麺芽ian上Error.Create('UnhandledvariantinFileSﾋｴearn');
end;

end;

end;

（ファイルストリームへ、バリアント型データを書き込む）
procedureWri上.eVariant(F:TFileS上reamFcons七Value:Varian上);
Va童

・VData：TVarDa上a；

Len:Word;

Sヒエ：s七重ing;
begin
WユヒhVDatado

begin

VType:=VarrType(Value);

{varStringはvisualBasicでサポートされていない）
i量VType=varSﾋｴ.ngthen
VType:=varOleStr;

F・Write(VType,SizeOf(VType));
caseVTypeof

varEmpty,varNull:;
varSmallint:

begin

VSmaﾕﾕｴnt:-Value;

F.Write(VSmallin上,SizeOf(VSmallint));

end;

varlnteger:

begin

V工nteger:=Value;

F・Write(VInteger,SizeOf(Vlnteger));
end;

varSingle:
begin

VSingle:-Value;

F・Write(VSingle,SizeOf(VSingle));
end;

varDouble:

begin

VDouble:-Value;

F・Write(VDouble,SizeOf(VDouble));

end;
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に

ｙ
ｎ
ｅ
ｙ
虻

一
一
．
唾

蝉

ｅ
辻
垂
二
声
並
並
皿
正
江
ｅ
・
工
ｖ

一
一
．
副

唾
唾
嘩
函
睦
套
唾

”
唾
平
手
・
・
皿
副
．
．
唾
却
恥

》
峠
》
》

》
・
墾
睡
》
心
》
・
》
唾
恥
砥
》
・
》
垂
函
燕
魂
電
》
・
》
唖
恥
抵
》
・
》
Ｆ
麺
牢
・
塞
蝕

唾
雁
・
〃
ｆ
Ｓ

ｃ
ｅ
ｅ
極
わ

唾
ｂ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
唾
わ
ｅ
唾
わ

ユ
ェ
《
動

p工oicedureTForml.Buヒton3Click(Sender:TObjec上);
Var

V:Va重土ant;

工：工、上eger；

F:TFileSﾋｴeam；

begin
（読み込んだデータを表示するためにListBoxコンポーネントを使う）
ListBoxl.工上ems.Clear;

｛ファイルストリームを作成し、読み込み専用ファイルとしてオープン）
F:=TFileStream.Crea上e('TEST3.DAT',fmOpenRead);
{Lis上Boxユの項目として、読み込んだデータを随時追加する）
造oエエ：＝Oto8do

begin
V:=ReadVariant(F);

エ』istBox1．エヒems・恩dd(VarToSヒエ(V));

end;

F・Free;

end;

配列はVisualBasicではそのまま保存することはできませんが、Typeを使ったユーザー

定義型の一部として保存することはできます。個々の要素は上記に記した通りで、1次元

配列では要素の範囲を合わせておけばそのまま読み込めます。ただし、可変長文字列型に

ついては、上記の処理を繰り返す必要があります。多次元配列については、VisualBasic
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では要素の並びが左側の次元が優先して更新されるのに対し、Delphiでは右側の次元が
優先して更新されます。また、Delphi3では高速化のためにユーザー定義型の各フィール

ドを4パイI､境界位置に並べようとします。これを避けるためには、recordの定義に

packedを指定します。

配列とユーザー定義型を組み合わせて、VisualBasicでデータを保存するプログラム例

と、Delphiでデータを読み込むプログラム例を示します。

◆VisualBasicのプログラム（型の定義）

TypeNewType

MatrixdTo3,2To5)AsIn上ege工

s上rAAsString★ユ0
エ、上AAsLong
Cu工盆AsCur工ency

EndType

◆ⅥisualBasicのプログラム

１

ぴ
＃

十

ＳＡ

Ｏ

雪

１

ｑ
Ｋ

ｎ

Ｃ
・
１

０
ユ
－
４

１
－

Ｂ

Ｆ
》
一
ｒ

ｒ

４
－
ｅ

○
官
軍

．
９
Ｊ
Ｇ

唖
ｅ
唾
３
唾
は
唖
辿
》
函

嘩

Ｏ》
》
嘩
函
２
‐
率

煙
哩
狸
皿
ｘ

工

１
二
上

●
畢
恥
唖
麺
畦
泌
唾
》
一
一
》
》
鵠
》
》

ａ

二
Ｊ
Ｍ

’
ヒエ

恥

Ｐ

◆Delphiのプログラム

type

NewType=packedrecord

Matrix:a重重ay[2..5,1..3]ofSmallint;{次元の順序を逆にする
SﾋｴA:a工工ay(0.．9]◎だChar; ｛0から始まる文字配列
五ﾕﾋ且:Longin上；

Cu工公:Currency;
end;

１
１

procedureTForm1.Buﾋﾋon4Click(Sender:TObject);
Var

X:NewType;

I,J:Integer;

Temp:azｴay[0..10]◎だChar;
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③

178

F：壷ユユeStream;

begin
｛ファイルストリームを作成し、読み込み専用ファイルとしてオープン）
F：＝TFﾕﾕeS上ream・Create(↑mEST4・DAT',fmOpenRead);
｛一つのレコードを読み込む）
F.Read(X,SizeOf(X));

F.Free;

｛リストボックスに読み込んだデータを項目として追加する〕
エ』is上B“ユ.エヒems.Clear;
五．垂工：＝1to3do

だ◎工。：＝2七．5do

エ』istBoxl.Items.Add(IntToStr(X・Haﾋｪｭx[J,I]));
｛文字列データはヌルで終わる文字列にしてから、Pasca1形式に変換する）
SﾋｴLCopy(Teitい，x.sﾋｴ盆，ユ0);
Temp[10]:=#0;
ｴ』istBoxl.エヒems.Add(St工Pas(Temp));
ｴ』i.;:上Boxユ.エterns・Add(IntToSこr(X.IntA));

Lis上Boxユ.エヒems.Add(CurrToStr(X.CurA));

end;

CHAPGYRDVBDAT.DI'R

CllAP6YMKVlil)AT.VHr'



第6章forVisualBasicプログラマ

Q・鰯麓窯聴鍔麗蝋で作威したDLLを呼び出したいのですが値の鍵渡

③、 DelphiとVisualBasicのプログラムで、お互いに呼び出すためにはOLEオートメーショ

ンを使うのが簡単です。OLEオートメーションを使えば、呼び出し形式やデータの受渡

しについて悩まされることなく、プログラムが提供するメソッドやプロパティを制御でき

ます。OLEオートメーションについては、それぞれのマニュアル(Delphiでは「ユーザ

ーズガイド」第15章）を参照してください。

しかし、OLEオートメーションは呼び出しのためにオーバーヘッドがかかるため、頻

繁に互いを呼びだし合う場合は、速度が低下する原因にもなりかねません。この場合は、

DLLでエクスポート関数を定義し、利用することもできます（なお、VisualBasicのプロ

グラムではエクスポート関数を定義できません)。エクスポート関数に値を渡す場合も、

ファイルからデータを読み込む場合とほとんど同じです。型の対応については前項目を参

照してください。

Delphi側では、エクスポートしたい関数をstdca11を使って宣言します。stdca11は、

Win32で一般的に使われている呼びだし形式です。Winl6ではPASCAL形式が使われてい

たため、Delphiでは特に呼び出し形式を指定する必要はありませんでしたが、Win32では

stdcaユユを付けないと引数を正しく評価できなくなりますので注意してください。

VisualBasicのプログラムの中でDLLのエクスポート関数を使うための宣言(Declare)文

では、引数にByValを付けます。もし、VisualBasicの宣言でByValを付けない場合は、

ObjectPascalのエクスポート関数の引数にva茜をつけて変数引数として宣言します。

文字列(String)については必ずByValを付けます。文字列引数をByVal付きで宣言する
ことで、引数をPCharで処理できるヌルで終わる文字列として受け取ることができます。

Delphiの文字列型とVisualBasicの文字列型は、内部処理が異なるため、ByValを付けな

い文字列引数はDelphi側で正しく処理できません。

バリアント型は、ByValなしで宣言してください。また、バリアント型が文字列を保持

している場合は、エクスポート関数では文字列を正しく処理できません。

以下に、Delphiで作成するDLLのプログラム例と、VisualBasicで作成するDLLを利用

するプログラム例を示します。Delphiのプログラムは、プロジェクトソース(.DPR)のみ

で構成されており、ユニットファイルは使っていません。

◆Delphiのプログラム(VBVALUE.DPR)

ユibraryVbValue;

哩璽②且

Windows,動aUtils,Classes;
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Varian上);
｛すべての型に対応し、型名と値を表示する内部関数｝
procedureDisplayValue(TypeName:stzing;Value:Vari
Var

Msg:s七童土ng；
begin

Msg:=TypeName+':'+VarToStr(Value);
MessageBox(0,PChar(Msg),'VBVALUE',MB_OK);
end;

｛以下のエクスポート関数は、それぞれの型に対応する）
p工◎cedureDisplaySmallint(Value:Smaﾕﾕinヒルs上dcaユユj
begin

DisplayValue('Smal1int',Value);
end;

procedureDisplayLongint(Value:Integer);stdcaユユ；
begin

DisplayValue('Longin上↑，Value);
end;

procedｽﾕｴeDisplaySingle(Value:Single);stdcaユユ；
begin

DisplayValue('Single',Value);
end;

p工ocedureDisplayDouble(Value:Double);stdcaユユ；
begin

DisplayValue('Double',Value);
end;

procedureDisplayCurrency(Value:Currency);s七dcaユユ；
begin

DisplayValue(℃urrency'.Value);
end;

procedureDisplays上ring(Value:PChar);s七dcaユユ；
begin

DisplayValue('String',SﾋｴPas(Value)川
end;

p垂｡ごsa直云eDisplayVariant(varValue:Variant);stdcaユユ；
begin

DisplayValue(Variant',Value);
end;

eｺ唖◎工七sDisplaySmaﾕﾕint,DisplayLongint，DisplaySingle,DisplayDouble,
DisplayCurrency,Displaysﾋｴing,DisplayVariant;

begin
色、a二

◆VisualBasicのプログラム（宣言）

PrivateDeclareSubDisplaySmallintLib"VBVALUE.DLI』,"(ByValValueAs
工nteger)

PrivateDeclareSubDisplayLongintLib"VBVnｴ』UE.Dｴ』ｴ』"(ByValValueAs
Long)
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PrivateDeclareSubDisplaySingleLib"VBVnｴ.'JE.DLL"(ByValValueAs
Single)

Priva上eDeclareSubDisplayDoubleLib"VBV魚ｴ』UE.DLL"(ByValValueAs
Double)

PrivateDeclareSubDisplayCurrencyLib"VBV乱ｴ』UE・DLL"(ByValValueAs
Currency)

Priva上eDeclareSubDisplaysﾋｴingLib"VBVALUE.DLL"(ByValMsgAs
String)

PrivateDeclareSubDisplayVarianヒエ』,ib"VBVnｪjUE.DLL"(ValueAsVariant)

◆VisualBasicのプログラム（呼び出し）

PrivateSubCommandﾕー .Click()
DisplaySmaﾕﾕint(12345)
DisplayLongint(123456789)
DisplaySingle(12.345!)

DisplayDouble(12345.6789)

DisplayCurrency(1234567.89@)
醒工

唾
１
１
１

ｓ
ｖ
Ｖ
ｖ

上
ｔ
９
ｔ

廻
亜
”
皿
沌
皿

絢
１
・
１
７
．
１
６
‐
ユ

エ
ｒ
６
ｒ
・
ｒ

ｔ
５
５

》
理
《
理
》

Ｓ諏
叩
畢
訓
畢
誕
畢
誕
型
韮

。
１
９
１
－
１
‐
ユ

Ｄ
ｖ
Ｄ
ｖ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
函

CHAP6YVBVALUE.DPR

CHAP6YPASSVAL.VBP③
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本章では、C/C++の開発者がDelphiを使う際の質問につい

て取り上げています。また、C/C++とDelphiのプログラム

の併用についても紹介しています。
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Q､｡'“のような条件ｺﾝｲﾙを使うことはできますか。

e
Delphiには、条件コンパイルのためにC/C++の#defineに相当するものとして

|$Dsymbol!というコンパイル指令が用意されています。これは、symbolに記述した識別

子を定義するためのものです。^defineと違って、具体的に置き換える内容を指定するこ

とはできません。

定義したシンボルはC/C++の#ifdef､#ifndef､#else､#endifに相当するISIFDEFsymbolI、

|$IFNDEFsymbol!、|$ELSE|、ISENDIFIを使って条件コンパイルのために使えます。ま

た、Delphi3では以下のシンボルがコンパイラによってあらかじめ定義されます。

シンボル名

CPU386

WIN32

VER100

CONSOLE

意味

コンパイル環境が80386以上を搭載している

ターゲットがWin32アプリケーションである

コンパイラのバージョン（10.0）

Iコンソールアプリケーションの作成1がチェックされている

Q､｡'C件の『etumは､｡bjectPascalではどのように罷遮すればよいのでしょうか。

e

1餌

ObjectPascalでは、関数や手続きから直ちに戻るためにExit;という文を使います。た

だし、関数(function)の場合はC/C++のreturnのようにExitで戻り値を指定するのではあ

りません。戻り値は、関数が終わるまで（またはExitで抜け出すまで）に関数名かResult

に代入します。

古典的なPascalの櫛文では、関数名に値を代入することで戻り値を設定します。たとえ

ば、次のようになります。

彊皿c七土皿恥ﾕﾕtiplyta,b:Do血ﾕe):Double;
be宜土皿

班uﾕﾋinly:=a*b;
⑥nd;

しかし、代入文（:=）の左側以外で関数名を使うと再帰呼び出しの意味となるため、関

数の中でも計算結果を利用したい場合に不便が生じます。
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var

Counter:In上eger；

（間違ったプログラミング例｝
functionFoo:Boolean;

begin

Foo:=(Counter<>0);

ifFoo函色n{比較した結果ではなく、新たに関数
ShowMessage('Foo<>0');{呼びだそうとして、無限ループに陥る

end;

Fooを）
）

このような場合、従来は次のようにローカル変数を定義して回避していました。

func七iomFoo:Boolean;
Var

Fﾕag:Boolean;
begin

Flag:=(Coun上er<>0);

ifFlagthen

Shoり狐essage('Foo<>0');
Foo:=Flag;
end;

｛比較した結果を、一時的なローカル変数に）
｛代入するので、無限ループにはならない）

（結果を関数名に代入する｝

しかし、ObjectPascalではResultという予約語が拡張されており、より使いやすくなっ

ています。Resultは、前述のFlagのようなローカル変数と同じように扱えますが、関数名
に代入するのと同じように関数の戻り値をあらわします。

functionFoo:Boolean;

begin

Resuユヒ:=(Counter<>0);
土彊Re皇'皿ヒヒh色n

ShowMessage('Foo<>0');
end;

｛比較した結果をResultに代入する）
{Resultは関数呼び出しにはならない）

（関数名に代入し直す必要もない）

なお、C/C++で繰返し文の次のステップに進むためのcontinueや繰返し文を中断する

breakに相当するものとして、ObjectPascalにもContinueやBreakが組み込み手続きとし
てサポーI､されています。

CHAP7YFACT0R.DPR
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Q､｡'C件の演算子に対応する｡bjectPascalの演算子には､どのようなものがありますか。

e ObjectPascalには､C/C+-卜のすべての演算子に対応するものがあるわけではありません。

逆に、ObjectPascalだけで使える演算子もあります。

たとえば、C/C朴では代入(=)は演算子ですが、ObjectPascalの代入(:=)は文です。この

ため、代入結果をさらに別の変数に代入するということはできません。このような注意は

必要ですが、演算子や多くの組み込み手続きがC/C++の演算子の代わりに利用できます。

以下に、C/C++の演算子に対応するObjectPascalの演算子や組み込み手続きを示しま

す。組み込み手続きはInc*Decのように値を返さない場合もあります。また、演算子の

優先順位は、必ずしもC/C什と同等ではありません。

② 演算子の優先順位は､オンラインヘルプの「演算子/優先順位/式」を参照してください。

演算子 C/C汁 ObjectPascal

論理否定

ビット反転

単項プラス

単項マイナス

インクリメント

デクリメント

ァドレス取得

ポインタ

サイズ

メモリ確保

メモリ解放

メンバ参照

乗算

除算

剰余

加算

減算

左シフト

右シフト

比較

1
●

ー

＋

ｔ
ｔ
Ｏ
ｏ
ｎ
ｎ
＋

Inc

Dec

＠

A型名（定義)、ポインタ八（参照）
SizeOf

New，Createメソッド

Dispose，Freeメソッド
(※189ページ参照）

＋＋

＆
●

sizeof

new

delete

.●、－＞●
e

／

％

＋

div(整数の喝合)、/(実数の場合）
mod

＋

０
１
ｒ
Ｏ
ｄ
ｒ

０
ｎ
９
ｎ
二

ｓ
Ｓ
く
く
シ
ェ
ニ
◇
、
、
和

く
ン
二

く
ン
く
く
ン
エ
ー
』
＆
’
八

ビットAND

ピットOR

ビットXOR

186



論理AND

論理OR

三項演算子

代入

加算代入

減算代入

他の演算代入

第7章forC/C++プログラマ

&&and

or

？． (if～then～else～）
:＝ ：＝

+ =Inc

＝ Dee

。=、／=、％=、＆=、八=、l＝、〈<=、〉>＝

Q.・IC.+の共用体(union)は､ObjectPascalではどのように定義すればよいのでしょうか。

◎ C/C++の榊造体はObjectPascalでレコード型(record)を使いますが、これと同じよ

うに共用体の代わりにもレコード型を使います。たとえば、長方形領域を表わすための

TRect型は、次のように定義されています。

TRecヒーzeco垂d

case工n上egerO彊

0:(Lef上，Top,Righ上,Bottom:Integer)j
1:(TopLe至上,BoﾋﾋomRight:TPoin上);

end;

ここで、caseIntegero造は、整数型で評価方法を分けるという意味です。Oの場合に
は、Left、Top、Right、Bottomという整数型でアクセスでき、1の場合にはTopLeft、

BottomRightというPoint型でアクセスできます。実|漂にアクセスするときは、0や1とい
った数値を意識する必要はありません。TRect型のRectという変数があれば、RectLeft̂

Rect.BottomRightとしてアクセスできます。

caseの後ろには、通常のプログラム中の構文と同じように順序型であればどんな型で

も使えます。たとえば、Integerの代わりにChar-̂ Booleanを使って、次のように定義す
ることもできます。

TRect=record

CaSeCharof

'A':(Lef上,Top,Righ上，Bottom:Integer);
'B':(TopLeft，BottomRight:TPoin上);

end;

唾ect＝reco室d

caseBool色窒no造

False:(Left，Top,Righ上，Boﾋﾋom:Integer);
True:(TopLeft，BOﾋﾋomRight:TPoint);

end;
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Q､。'C粋のデーﾀ型と｡bjectPascalのデーﾀ型にはどんな違いがあり蜜すか。

e
A.C/C++の主なデータ型に対するObjectPascalのデータ型は、以下のとおりです

(C/C++は32ビットコンパイラとします)。

データ型 備考C/C++ Delphi

符号無文字型

符号付文字型

ワイド文字型

符号無整数型

８
，
ｅ
ｅ

函
・
劃
ｔ
一
ｔ
ｅ
ｅ
ｅ
ｆ

ａ
Ｄ
ｄ

ｒ
ｃｃ
部
Ｓ
・
ｍ
ｈ
ｂ

ｈａｒ

ｍ
ｔ
ｎ

Ｏ
ｑ
ｕ
ｑ
Ｕ
ｄ
ｕ

式
ｇ

・
岬
姻
嘩
抽
、
岬
・
岬
・
岬
・
唖
酎
恥
《
梱
》
・
恥
》
唖 ｅ

Byte

Char

WideChar

Smallint

Integer

Longint
Word

Cardinal

DWord

Single
Double

E麺巳nded

(識別子,...）
record

record

class/object

(type)

整数型ではない

符号無整数麺

単籾度実数型

倍糖度実数型

倍長精度実数型

列挙型

構造体

共用体

クラス

ユーザー定義型

case～ofを使う

● ObjectPascalでは、classで定義するクラスを使うときは、必ずCreateメソッドと

Freeメソッドを使って、明示的にオブジェクトの生成と解放を行なう必要があります。
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Q、 CﾉC++におけるメンバへのポインタや参照(.。、->･)は、ObjectPascalではどのようになっていますか。

③ メンバ参照について、C++とObjectPascalでは大きな違いがあります。C++のメンバへ

のポインタは、任意のオブジェクトに対して利用しますが、ObjectPascalではメソッドへ

のポインタはオブジェクトへのポインタとともに管理されます。また、クラスのフィール

ドへのポインタというものはなく、オブジェクトのフィールドへのポインタ（通常のデー

タへのポインタと等価）のみがあります。

次のC++プログラムを考えます。

classTSin垣ﾕe{

Puわﾕｭc：

intNumber; ／／

voidIncranent(void);//

voidDec工包nent(void);//
）；

/／メンバ関数の実装
voidTSiｴ唾ﾕe::Increment(void)
｛

Number++;
｝

データメンバ

メンバ関数
メンバ関数

I

ｌ
綱
Ｉ

voidTSinPﾕe::Decrement(void)
｛

NUmber-；

｝

//TSimple型のオブジェクトの定義
TSimpleX;

typedefvoid(TSimple::*s_fptr)(void);//メンバ関数へのポインタ

in上something(void)
｛

s_fptrfpヒエ=ScTSimple::Increment;//メンバ関数へのポインタを設定

X・Nlmわer=10; ／／データメンバに値を代入
(X・★fpﾋｴ)(); ／／メンバ関数へのポインタを使った呼び出し
Ze上urnX.Number;

）

Xがポインタで定義されていれば、メンバ関数へのポインタを使った呼び出しは、

(X->'fptr)();のようになります。このプログラムに対応するObjectPascalのプログラムは

次のようになります。
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type

TSinpﾕe=class

Number:Integer; （フィールド）

procedureIncrement;{メソッド）
procedureDecrement;{メソッド）
end;

｛メソッドの実装(inPﾕementation部に記述する）
procedureTSimple.Inc工ement;

begin
Inc(NuIIわer);

end;

p工ocedureTSimple・Decrement;

begin

Dec(Number);

end;

va工

{TSimple型のオブジェクトの定義）
X:TSinPｪe；

）

type

s_fp上r=p工ocedureoEobect;{メソッドへのポインタ）

functionSome上hingニエ、上ege工；
Va工

fptr:s－Zp上r；
begin

X:=TSimple.Create;{明示的なオブジェクトの生成）
pヒエ:=X.Increment;{メソッドへのポインタを設定）

X.Number:=10; ｛フィールドに値を代入）
車上r； ｛メソッドへのポインタを使った呼び出し）
Resuユヒ：＝X・Number; （フィールドを戻り値に設定）

x・Free; ｛明示的なオブジェクトの解放）
end;

C++では、void(A::'fptr)(void);のように直接メンバ関数へのポインタ変数を定義できま

すが、ObjectPascalではあらかじめp工ocedure|(引数リスト)jofolｺec七かfuncこえon

[(引数リスト)]ofobjectという形式で型を定義する必要があります。このときに特定

のクラス名は指定しません。

ObjectPascalのプログラムで、メソッドへのポインタfptrを設定するときに「クラス名．

メソッド名」ではなく「オブジェクト名.メソッド名」を代入していることに注意してく

ださい。メソッドへのポインタには、実際にはメソッドへのポインタとオブジェクトへの

ポインタの両方が格納されます。このため、メソッドを呼び出すときにもオブジェクトを

指定する必要はなく、C++のメンバ参照に対応する演算子はObjectPascalには存在しま

せん。

メソッドへのポインタは、イベントハンドラの型として使われていますが、イベントハ

ンドラを呼び出すためにメソッドの対象となるオブジェクI､を指定する必要はありませ

ん。他のフォームに割り当てられているイベントハンドラを呼び出すために、
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Fonn2.0nClick(Form2):のように記述できますが、これはOnClickがForm2のフィールド

として定義されているためです。同じことをc+十で処理しようとすると、

(Form2.壷Form2.OnClick)(Form2);と記述することになります。

逆に、メソッドへのポインタを設定するときにオブジェク|､へのポインタが必要になる

ため、オブジェクトが生成されていないときにメソッドへのポインタを使うことはできま

せん。たとえば、メインフオームのOnCreateイベントハンドラで、まだ作成されていな

い他のフォームのイベンl､ハンドラを利用することはできません。

もし、対象となるオブジェクトやメソッドのどちらかだけを変更する場合は、

TMelhod型を使います。

ｅ
ｅ

‐
ヒ
ト
》

ａ
ａ
ｅ
ｅ

ｒ

ｒ
ｒ

ｅ
。
〃

ｃ
ｃ

ｈ
ｅ
・
〃
・
・

上
可
十
工
ｅ
ｅ

》
麺
埜
嘩
畢

工
ｍ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
田

郵
丘
壁
、
雲
一
一

ｃ
Ｊ
両
岸
・
ユ

、
垂
且
ｆ
電
Ａ
Ｂ

Ｐ
ｖ
ｂ

｛オブジェクトの作成）
（オブジェクトの作成）

fptr:=

A･エncrement;

fptr;

TMe上hod(範上r).Data
fptr;

匝弧ethod(fptr).Code
fptr;

｛メソッドへのポインタの設定）
｛且.Increment;の呼び出し）

:=B;{対象オブジェクトの変更）
{B・工ncrement;の呼び出し）

:=cTSimple.Decrement;{メソッドの変更）
{B.Decrement;の呼び出し）

｛オブジェクI､の解放）

｛オブジェクトの解放）

B・Free；

A､Free;

end;

⑬ CllAP7YMr,TlI()DP.DPR
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Q・。のtanやpowなど､対応する数学関数が見つかりません．

◎
Delphi3Professional以上には、Mathユニットにこれらの関数が用意されています。
Uses節にMathを追加すれば、三角関数やべき乗に対応する関数を利用できます。Delphi

3Standardでは、サポートされる数学関数は限られているため、対応する関数がない場合

は他の関数を使って計算する必要があります。Cの主な数学関数に対する対応表を以下に

示します。

Mathユニット代替式関数の意味CﾉC++

Arc!､an(Sqrt(l-Sqr(x)/x))

Ar6ran(x／Sqrt(1．Sqr(x))）

ArcTan(x)

ArcTan(y/x)

Cos(x)

(Exp(x)+Exp(-x))/2

Exp(x)

Trunc(x)またはInt(x)

Ln(x)

Ln(x)/Ln(10)

Exp(y・Ln(x))

Exp(10・Ln(x))

Sin(x)

(Exp(x)-Exp(-x))/2

Sqrt(x)

Sin(x)/Cos(x)

(Exp(x)-Exp(-x))/(Exp(x)+Exp(-x))

逆余弦

逆碓弦

逆正接

逆正接2

余弦

双曲線余弦

指数(底e)
切り捨て

自然対数

常用対数

指数

指数(底10）
正弦

双曲線正弦

平方根

正接

双曲線正接

ｘ

ｈ
Ｉ
Ｊ
ｘ

ｗ
Ｊ
ｖ
ザ
９

ａ
ｆ
ｌ
ｘ
⑥
一
色
、
１
Ｊ
、
１
Ｊ
，
ｎ
Ｕ

ｘ
ｊ
ｌ

ｘ
ｘ
ｌ

Ｓ
く
ｎ
ｘ
く
Ｉ
Ｉ
』

抑
栂
姻
碓
㈱
雌

他
埼
↓
妙
↓
鋤
↓
↓
↓
血
恥
比
↓
帥
↓
恥
恥

acos(x)

asin(x)

atan(x)

atan2(x,y)

cos(x)

cosh(x)

exp(x)

floor(x)

log(x)

loglO(x)

pow(x,y)

powlO(x)

sin(x)

sinh(x)

sqrt(x)

tan(x)

tanh(x)
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Q・・のprln前関数のように､書式指定付書で徴値や文字列を蒙示することばで…んか。

e ObjectPascalには、任意の引数をprintf関数のように書式指定付きで表示したり利用す

るための関数としてFormatなどの文字列形式ルーチンが用意されています。文字列形式

ルーチンには、次の5種類があります。

書式化した文字列(string型）をResult引数に返す手続きです。
書式化した文字列(string型）を戻り値とする関数です。
書式化した文字列を指定したバッファに返し、文字数を返す関数です。

書式化した文字列(PChar型）をBuffer引数に返す関数です。

書式化した文字列(PChar型）を上限付きのBuffer引数に返す関数です。

Ｍ

ｒ
ｔ
⑱
ｔ
ｍ

戯
唖
唖
恥
ｍ

ｍ
Ｏ
Ｏ
廿
廿

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｓ

たとえば、Fonnat('d,Ks',[123,'ABC'])とすると'123,ABC'という文字列が得られます。

文字列形式ルーチンには、Cのprintfと違ってカンマ区切り表示や通貨表示などがサポー

トされています。あまり使われない整数以外でのゼロサプライ表示（数値の右寄せ表示で

余った桁に0を表示すること）などはサポートされていません。なお、ゼロサプライは

'%05d'ではなく'%.5d'のように指定します。Currency型やComp型は浮動小数型として扱わ

れますので、整数型を対象とする%dなどは使えないので注意してください。

なお、scanfに相当する手続きや関数はありません。

②
③

形式文字列の詳細は、オンラインヘルプの「形式文字列」を参照してください。

CHAP7¥DISPFMT.DPR
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C/C++のvastartやvaargを使った可変個引数に対応する手続きや関数は作成できま
すか。

ObjectPascalではオープン配列という形式で､可変個の引数を受け取ることができます。

オープン配列では、C/C++の可変個引数よりもずっと簡単かつ安全に引数を処理でき

ます。

引数をオープン配列として宣言するためには、a重重ayの後ろの範囲指定を省略します。

また、関数を呼び出すときは、引数列をIIで囲みます。オープン配列を使った簡単な関数

を以下に示します。

functえonTo上al(constParams:arrayo彊工､上eger):Integer;
▼a玉

i:Integer;
begin

Resuユヒ:=0;

だor工:=Low(Params)七．High(Params)do
Inc(Resuﾕﾋ，Params[i]);

endF

{To上a1を呼び出す例）
Var

Sum:Integer;

beg土n

Sum:=To上al([123,456,7891);

LowとHighは、指定された範囲の下限と上限を返す組み込み関数で、ここでは渡され

た引数の範囲を表わします。オープン配列の下限は常に0から始まるためLow(Params)は

0に置き換えてもかまいません。C/C++のように引数を与えられた順に評価する必要はな

く、範囲もわかっているため終了条件を与える必要もありません。

さらに、任意の型の引数を渡すために型保障のオープン配列というものが用意されてい

ます。このためには、オープン配列の型の代わりにcons上を指定してa工工ayofconst

とします。型保障付きのオープン配列を使った例を以下に示します。この場合は、関数を

呼び出す際に任意の型の値を渡すことができます。また、型保障のオープン配列を受け取

る関数は、引数をTVarRec型の配列とみなして処理できます。

型保障のオープン配列を使った関数の例を以下に示します。
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func七えonToStr(constParams:arzayo逼const):3七重ing;
”ヱ

i:Integer;
s：s七正ing;

begin

Result:=;Resu1t：＝；

だ'ori:=0toHigh{Params)do
begin

｛渡された値の型に応じて、適切な文字列に変換する｝
wえ七.hParams[i]do
caseVTypeof

vﾋｴ､上eger:s:=IntToStr[VInteger);
vtBoolean:ifVBooleanthens:='True'elses:='False';
v上Char:s:=VChar;

v上Extended:s:=FloatToStr(V画にt.ended'");

v上S上.ring:s:=VString'̂ ;
v上Poin上.er:s:=Format('%p',[VPointer]);
v上PChar:s:=StrPas(VPChar);

v上Obect:s:=VObject.ClassName;
v上Class:s:-'class'+VClass.ClassName;
v上.WideChar:s:='$'+IntToHex(Ord(VWideChar),4);
vtPWideChar:s:=WideCharToS上.ring(VPWideChar);

v上恩jisiSヒring:s:=SﾋｴPas(VAnsiString);
vtCurrency:s:=FormatCW,[VCu工rency]);
vtVariant:s:='Variant'+IntTQHex(Va工避pe(Warianﾋﾊ),4);
elses:='<<unknown>>';

end;

｛文字列を連結する）
土玉i>0then

Result:=Result+',';
Resuユヒ：＝ReSuユヒ＋S；

end;

end;

{ToStrを呼び出す例｝
begin

Ediヒユ.Tex上:=ToStr([123,456．78,Edi上1.1s七重土ng']);

TVarRec型の定義については、オンラインヘルプの「TVarRec型」を参照してください。
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任意の型を文字列として扱うためには、バリアント型を使うこともできます。

様のプログラムは、バリアント型を使えば以下のように簡単に記述できます。

funcﾋﾕonToSt:rV(constParams:a工工arofVaziant):
▼aエ

ェ：ェnteger;

begin
ll

Resuユヒ：＝；

だ。工工：＝0七．High(Pa工aｴ【喝)do

begin
i置工＞othen

Resuユヒ：＝Resuユヒ+1,0;

Result:=Resu1t+Va童叱Sヒエ(Pa工璽nsfll);

end;

end;

CHAP7Y0PEXARR.DPR

string;

前述とl司
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Q・漂噸畷'気るように河変長の勤駒配列をﾋープﾒﾓﾘから碗像するに憾、

、 ObjectPascalでは、New/Deleteを使ってヒープメモリを扱う場合、配列の要素数はあ

らかじめ決めておく必要があります。しかし、ポインタとメモリ確保ルーチンを組み合わ

せて、任意の大きさのメモリを確保して利用できます。

まず、次のようにあらかじめ配列型と配列型へのポインタを定義しておきます。このと

き、配列の範囲は想定される範囲の上限を設定しておいてください。これは、配列要素に

アクセスする際、範囲チェック(I$R+I)でエラーにならないようにするためです。ここ

では、Integer型で説明しますが、レコード型でも同様に処理できます。

type

PｪntArray="Tin上Array;

TｴntArray=a重き電◎[0．．ユ00]oInteger;

配列へのポインタ型の変数を定義し、AllocMemを使ってメモリを確保します。

AllocMemの引数には、配列の一つの要素の大きさに必要な要素数を掛けたものを渡します。

▽…

i:Integer;

lArray:PintR工ray；

be豆ユロ

エハrray:=A11ocMem(SizeOf(Integer)★10);

ポインタを使って、配列の要素にアクセスします。ポインタの直後には八（ポインタ参

照）が必要になるので注意してください。

E◎zi：＝0t◎9do

lArray公【i]:=i;

領域を使い終わったらメモリを解放します。メモリを解放するときにも、大きさが必要

になるので注意してください。

FreeMem(lArray,SizeOf(In上eger)★ユ0);

Delphi3では、より汎用的な方法としてバリアント型を使えます。バリアント型には任

意次元で任意要素を持つ配列を定義できます。バリアント配列を定義するためには、

VarArrayCreateという関数を使います。また、バリアント変数が消滅する時点で自動的に

配列の内容も消去されるため、明示的にメモリを解放する必要もありません。

前述のプログラムは、バリアント配列を使えば次のように書換えられます。
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Va工

i:Integer;
工恩工Zay:Variant;
begin

工且工ray:=VarAr工ayCreate([0,9],var工nteger);
量ori:=0to9do

工恩工ray[I]:=i;

end;

バリアント配列の使い方については、オンラインヘルプの「バリアン|､/配列と～/バ

リアント配列」を参照してください。画
② (:I1AP7Y1)YNARRY.DPR

Q.÷の多重継承に相当するものはありますか。

。 ObjectPascalには、多重継承はありません。C+-卜では、多重継承によって複数のクラス

が持つ機能を部品として一つの派生クラスでまとめて利用できますが､ObjectPascalでは、

このような機能はありません。この他、cｲｰﾄの（関数、演算子）オーバーロード、テンプ

レートなどに相当する機能がありません。

その代わりに、ObjectPascalの構文はよりシンプルで覚えやすいものになっていると言
えます。
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BorlandC++^VisualC++で開発した資産を利用したいのですが、ライブラリをリンクす

るにはどうすればよいのでしょうか。

異なる実行ファイルやDLLの間で、互いの機能を利用する汎用的な方法としてOLE^-

ートメーションがあります。オートメーションはOLE(COM)のインターフェースを使

った手法で、きちんと対応していれば、どの開発ツールを使ったかに関わらず正しく動作

します（ただし、OLEモジュールのバージョン違いによって問題が起きることもあり

ます)。

Delphi3ではタイプライブラリを使ったオートメーションサーバー・コントローラの作

成など、オーI､メーションヘの対応を容易にする仕組みが用意されています。これは、仮

想テーブルインターフェースを使うもので、コンパイル時に型チェックできるため高速に

制御できます。ただし、タイプライブラリを持たないサーバーを制御する場合は、Delphi

2.(1と同じバリアンI､型変数を使った制御が必要です。また、Delphi3Standardにはタイ

プライブラリエディタがないため、オートメーションサーバーを作成するには

Lib¥Delphi2のOleAutoユニッI､を使って、TAutoObjectからオートメーションクラスを継

承します。

しかし、高速とはいえオートメーションでは、互いの関数のオーバーヘッドのために処

理速度が職牲になることがあります。より高速に関数を呼び出すためには、DLLによる

ダイナミックリンクや.OBJファイルのスタティックリンクという方法があります。

DelphiからC/C汁で開発したモジュールを利用するときに、.OBJファイルのスタティッ

クリンクは制約が多いため、可能なかぎりDLLを使うことが望ましいでしょう。

ObjectPascalには、TurboPascalからの引き継がれているコンパイル指令としてSI.

filenameIというコンパイル指令があり、.OBJファイルをスタティックリンクできます。

ごく単純な例を挙げます。まず、次のプログラムをBorlandC++5.0のコマンドライン

コンパイラ(BCC32)で-cオプションのみでコンパイルします(-Wオプションは指定し

ません)。

int－－stdcaユユMuﾕﾋﾕply(inta,in上b){re上urna*b;}

次に、ObjectPascalで次のように記述するとCで整数乗算をする単純な関数をObject

Pascalで利用できるようになります。

{$LMUｴjm工PLY.OBJ}

funcﾋﾕonMultiply(a,b:In上eger):Integer;s七.Caユユ;ex上emal;

しかし、資産と呼ばれるようなより複雑で大きなモジュールをC/C++で開発している

場合は、ほとんどの場合でヘルパルーチンといった独自の内部ルーチンを呼び出します。
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また、クラスライブラリやランタイムライブラリを使ったものであれば、それらのライブ

ラリモジュールも必要となります。

DLLを使えば、こうした問題はありません。DLLは、モジュールが必要とするヘルパ

ルーチンやライブラリが組み込まれる（または別のDLLへの参照が登録される）ため、

他の開発ツールが共通のヘルパルーチンやライブラリ関数を持っている必要はありませ

ん。また、Delphi*>BorlandC++/VisualC++は、それぞれエクスポート関数を持つDLLを

開発できるため、お互いに作成したプログラムを利用できます。

また、Delphi3とBorlandC特に限れば、両者の間での呼び出し形式やクラスオブジェ

クト管理における共通性は高く、相互に利用しやすくなっています。たとえば、Delphi3

とBorlandC++で使われる呼び出し形式は、次のように対応しています。

Delphi3

堅七己年釦11

(デフォルト）
cdecユ

pascal

BorlandC++5.0脱明

璽亡包己all

笠埋型企や唖1m

(デフォルト）

PaBCaユ

Win32の一般的な呼び出し形式

レジスタ渡しによる高速な呼び出し形式

C/C+-卜の古典的な呼び出し形式

Pascalの古典的な呼び出し形式

これらの呼び出し形式と前述の型の対応に注意すれば、C/C++のモジュールとDelphi

のモジュールは相互に関数を利用できます。ただし、C++プログラムでは関数にextern

i℃''を付けて、C形式の外部名を使うようにします。C++形式では、MultiplySqqsiiのよう

にPascal識別子として不正な外部名になってしまいます。また、.OBJファイルをスタテ

ィックにリンクする場合、原則としてライブラリ関数を使えません。

クラスオブジェクトを利用する場合はDLLを使うべきです。オブジェクトは、クラス

を定義する側で生成・解放するサポートルーチンを定義しなければなりません｡たとえば、

C/C++でオブジェクトを生成・解放するためのnew/deleteは、C汁のライブラリにしか含

まれていないため、スタティックリンクを使おうとすると、これらの関数が未定義になっ

てしまいます。

また、C++ではクラスを多重継承したり同名の関数をオーバーロードできますが、

ObjectPascalではこうしたことはできません。共通で使いたいクラスでは、こうしたC++

特有の機能を使わないようにします。

以下に、C+-卜側でクラスを定義する例を示します。オブジェクトの生成と解放のための

サポート関数も合わせて宣言しています。呼び出し形式には、Win32で一般的に使われる

stdcaユユを使っています。

class…zson{

函a正副[an鱈【ﾕ6];

intFAge;
P唾ﾕic：

TPersonfcha工★醜a率，int麺由ge);
▼土茜七ualvoid－－β七apaユユDisplay(chaz★鳳田iﾋｴe);
▼土茜七ualchar★ー至上dcaユユGetName(void);



③

第7章forC/C++プログラマ

virtualin七一一stdcaユユGetAge(void);
)；

ex上em"C"{
TPerson★ stdcaユユーーexportCreatePerson(char*AName,intAnAge)
（工eturnnewTPerson(AName,AnAge);}

void－－std昼詞画一一eｺ四or上FreePerson(TPerson*APerson)

{deleteAPerson;}
)；

対応するObjectPascalのプログラムは、次のようになります。フィールドやメソッド

の定義が、C++でのクラス定義にそのまま対応していることに注意してください。また、

仮想宣言(vi工七ual)や呼び出し形式(stdca11）を合わせている他、abstrac七で抽

象メソッドであることを宣言しています。これは、このメソッドの定義が、ObjectPascal

側では定義されないためです。オブジェクトの生成と解放のためのルーチンは、DLLか

らインポートしています。

type

TPerson＝便1角禦掌

FName:array[0．.15]◎だChar;

FAge:Integer;

procedureDisplay(ATiﾋﾕe:PChar);virtual;stdcaユユ;abs七zact;
functionGetName:PChar;vi工上ual;stdcaユユ,-abs七五act；

functionGetAge:Integer;virtual;stdcaユユ;abstract;
end;

functionCreatePerson(AName:PChar;AnAge:Integer):TPerson;stdcaユユ；
ex上e垂naﾕ℃PPCLASS･DLL';

procedureFreePerson(APerson:TPerson);stdcaユユ；
e率be室naﾕ℃PPCLASS.DLL';

これらを組み合わせることで、C++側のクラスオブジェク|､をObjectPascal側で利用で

きます。より複雑なクラスで両者を組み合わせる場合は、高度なテクニックが要求され

ます。

CHAP7YL"SKC.M01)・DPR

CHAP7YMAKEDI.LHAT
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¥̂Delphiで作成したﾌｫー ﾑやｸﾗｽをC'…どの他の処理系で利周できますか。

、

202

前項目と同じくOLEオーI､メーションを使うことで、Delphiで作成したアプリケーシ

ョンとC/C++で作成したアプリケーションで、お互いの機能を利用できます。オートメ

ーションを使わない場合は、.OBJのスタティックリンクやDLLによるダイナミックリン

クを使うことになります。

Delphiでは、デフォルトで.DCUという拡張子のユニットオブジェクトを生成します。

これは、Delphi特有のファイルでC/C++からは利用できません。しかし、［プロジェクト

(P)lオプション(0)1リンカ]で[.OBJファイルを作成(0)1を選ぶと、.OBJファイルを生成

できるようになります。ただし、Delphiのフォームやクラスを利用する場合には、生成

された.OBJファイルをスタティックリンクしようとしても、リンクエラーになります。

フォームやクラスを利用する場合には、DLLを使います。

以下に、Delphiでクラスを定義する例を示します。この場合は、Delphiのプログラム
でオブジェクトを生成するルーチンを定義します。

type

TPerSon＝唾1包写g

FName:array[0..15]◎量Char;

FAge:Integer;

const工uc七orCreate(AName:PChar;AnAge:工n上eger);
p工ocedureDisplay(ATi上le:PChar):vﾕｪｾuaユ;stdcaユユ『
だUnctionGetName:PChar;vi茜七ual,-stdcaユユ；

func上ionGe上Age:Integer;virtual;stdcaユユ；
end;

funcﾋﾕonCrea上ePerson(2iName:PChar;AnAge:Integer)
:TPerson;stdcaユユ；

procedureFreePerson(APerson:TPerson);stdcaユユ；

対応するC++のプログラムは次のようになります。ObjectPascalメソッドに対･応する

C粋のメンバ関数は、純粋仮想関数(=0)として定義されています。

classTPerson{

charFName[16];

intFAge;
p'山ユユc：

マユヱヒualvoids七dcaユユDisplay(char★且正ﾕﾋﾕe)=0;
ﾏﾕ王七uaユChar★ stdcaユユGetName(void)=0;

viz上ualin上stdcaユユGet且ge(void)=0;
）；

ex上em"C"{
jrPe工Son★ s七dcaユユCreatePerson(char*AName,in上恩nAge);



③

voidptdGaユユFreePerson(TPerson*APerson);
}；

CHAP7¥RICHED.DPR

CHAP7¥MAKEEXE.BAT

I

第7章forCﾉCﾄトプログラマ
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付録CD-ROMについて

用語解説



Delphi3Q&A150選

付録CD-ROMについて

付録ディスクに含まれるプログラムは、「Delphi3Q&A150選」の理解を助けるためのプログラムで

す。ファイルは、QAB00K3フォルダ（ディレクトリ）の中にあり、すべてのファイルはFILELIST.TXT

に記載されています。

付録ディスクに含まれるプログラムやドキュメントの一部または全部を無断で転載、引用することを

禁じます。ただし、プログラム例をDelphiで作成するアプリケーションに組み込むことは自由です。な

お、付録ディスクに含まれるプログラムによるいかなる影響についても著者、株式会社ビレッジセンタ

ー、ポーランド株式会社はその責を負いません。

オリジナルコンポーネント

本書のサンプルプロジェクトのうち、いくつかのプロジェクトではQACOMPOディレクトリに含まれ

るコンポーネントが必要です。これらのプロジェクトを試す前にQACOMPOディレクトリにあるコンポ

ーネントを登録しておくとよいでしょう。すべてのコンポーネントを登録するためには、DelphiのIコン

ポーネント(C)lパッケージのインストール(P)]で表示されるダイアログボックスでI追加(A)]ボタンを押

し、¥QAB00K3¥QAC0MP0ディレクトリのdclqa30.dplを追加します。

サンプルプログラムの内容

すべてのプロジェクトファイル、ヘルプファイル、コンポーネントユニットは以下のとおりです（フ

ォルダQAB00K3の記述は省略してあります)。
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付録CD-ROMについて

ファイル名 ページ 内容

(第1章統合開発環境）

CHAP1¥CPUVIEW.DPR27

CHAP1¥SMALLAPP.DPR25

CHAP1¥USEDMSG.DPR32

(第2章アプリケーション／フォーム）

CPUウィンドウの設定

小さいアプリケーション

デバッグ用コンポーネントの使用例

CHAP2¥ANIMFRM.DPR

CHAP2¥APPIC0N.DPR

CHAP2¥CHGCSR.DPR

CHAP2¥DISPARG.DPR

CHAP2¥DRGFILE.DPR

CHAP2¥DYNF0RM.DPR

CHAP2¥ELUPFRM.DPR

CHAP2¥ENDSESS.DPR

CHAP2¥EXEPATH.DPR

CHAP2¥FIXP0S.DPR

CHAP2¥FMSCALE.DPR

CHAP2¥FRMPR0J.DPR

CHAP2¥KEEPMIN.DPR

CHAP2¥MDIDRAW.DPR

CHAP2¥MDIDRAW・DPR

CHAP2¥MDIDRAW.DPR

CHAP2¥MDIHELP.DPR

CHAP2¥MDIPR0G.DPR

CHAP2¥N0TITLE.DPR

CHAP2¥N0TITLE.DPR

CHAP2¥0NLY0NE.DPR

CHAP2¥0RIGCSR.DPR

CHAP2¥PR0GRESS.DPR

CHAP2¥RESIZEW.DPR

CHAP2¥SCRLP0S.DPR

CHAP2¥SMENU.DPR

CHAP2¥SPLASH・DPR

CHAP2¥USEPAPP・DPR

CHAP2¥USEPAPP.DPR

CHAP2¥USETRAY・DPR

CHAP2¥USEWPLC.DPR

CHAP2¥USEWPLC.DPR

フォームを最小化する時のアニメーション動作

アプリケーションのアイコン

カーソルの変更

コマンドライン引数の表示

エクスプローラからのドラッグ＆ドロップ

選択可能なフォームを使う

長方形でないフォーム

Windowsの終了を検出する

起動ディレクトリパスの表示

移動できないフォーム

フォームのスケール

複数のフォームを使うプロジェクト

フォームのアイコン状態を維持

MDIの背景に描画する

MDIのスクロールバーを表示しない

MDIのウィンドウメニューを変更する

MDIとヘルプの呼び出し

ShowModalとフオームメモリの解放

タイトルバ－のないフォーム

クライアント領域を使ったフォームの移動

二重起動の禁止

独自カーソルの使用

オープニングダイアログ（スプラッシュ画面）

サイズ変更が限定されたフォーム

フォームのスクロール位置

システムメニューに項目を追加

オープニングダイアログ（スプラッシュ画面）

PseudoAppの使用例

バルーンヒント表示

タスクトレイにアイコンを登録

レジストリを使ったフォーム位置の保存と復帰

レジストリを使ったフォント情報の保存と復帰

４
２
０
７
１
８
４
５
６
６
６
４
２
８
９
９
０
４
２
３
５
１
０
７
７
３
０
５
５
３
８
９

６
５
５
３
６
３
５
５
３
５
４
３
６
５
５
５
６
４
５
５
３
５
４
５
４
６
４
４
４
６
４
４
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ページ 内容ファイル名

(第3章プログラミング）

CHAP3¥ANGLESTR.DPR

CHAP3¥BLUEFRM･DPR

CHAP3¥CHGPR0P.DPR

CHAP3¥CHKCHAR・DPR

CHAP3¥C0NAPP.DPR

CHAP3¥CⅥⅥSBIN.DPR

CHAP3¥DAYNAMES.DPR

CHAP3¥DESKBMP・DPR

CHAP3¥DRAWIMGDPR

CHAP3¥ENUMWIN・DPR

CHAP3¥EXECCMD・DPR

CHAP3¥EXITWIN.DPR

CHAP3¥FILER.DPR

CHAP3¥IDENTFIL.DPR

CHAP3¥IFELSE.DPR

CHAP3¥I0P0RT.DPR

CHAP3¥MKMETAS.DPR

CHAP3¥PRTEST.DPR

文字列を斜めに描画

ビットマップの代入

プロパティの変更

文字判定ルーチン

コンソールアプリケーション

MSBIN形式の変換

月名・畷日名で英単語を使用

スクリーン全体のビットマップを取得

ビットマップの一部を透明にする

コールバック関数

実行ファイルの呼び出し

Windowsの再起動

ファイルをごみ箱へ移動する

ファイルアクセス

セミコロンの付け方

I/Oポートへの入出力

メタファイルの作成

印字方向の指定

印字フォントの指定

用紙トレイの設定

イメージの印刷

印刷プレビューの表示

テキストの印刷

複数のラジオボタンのグループ

文字列定数とシングルクォート

アクティブなウィンドウの設定

ファイルアクセス

曜日ごとに壁紙を変更する

スタートアップショートカットを作成

重複する識別子の参照方法

バッファとしての文字列型

別
和
師
駈
“
“
的
、
沌
師
万
ね
帥
肥
髄
開
沌

０
０
０
２
３
４
８
７
８
８
６

８
８
８
８
８
８
６
６
６
８
７

Ｒ

Ｐ
Ｒ

峠
》
》
“
岬
恥
》
舶

睡
睡
睡
恥
恥
睡
恥
睡

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

３
３
３
３
３
３
３
３

￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥

CHAP3¥VIEWnⅦ､DPR

CHAP3¥WEEKWALL.DPR

CHAP3¥WEEKWALL.DPR

CHAP3¥WF0CUS.DPR

CHAP3¥WINDIR.DPR

(第4章コンポーネント）

CHAP4¥ACTPAGE.DPR

CHAP4¥APPEXCEP.DPR

CHAP4¥BIGEDIT.DPR

CHAP4¥BIGEDIT.DPR

CHAP4¥BIGEDIT.DPR

２
８
５

９
６
９

PageControlのページ表示

コンポーネントが発生する例外

大規模テキストの編集

テキストの編集とカーソル位置の移動

指定行への移動

126

124

112

113

113
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ファイル名 ページ 内容

CHAP4¥BIGEDIT.DPR

CHAP4¥BIGEDIT・DPR

CHAP4¥CALCDEM0.DPR

CHAP4¥DBLCLK.DPR

CHAP4¥DRAWIMG.DPR

CHAP4¥DYNEDIT.DPR

CHAP4¥EDITM0V.DPR

CHAP4¥0DLB0X・DPR

CHAP4¥RTEDIT.DPR

CHAP4¥RTEDIT.DPR

CHAP4¥SGRIDML・DPR

CHAP4¥ST0PWATC.DPR

CHAP4¥STRGRID.DPR

CHAP4¥STRGRID.DPR

CHAP4¥STRGRID.DPR

CHAP4¥TABPAGE・DPR

CHAP4¥TABPAGE.DPR

CHAP4¥USEBTNEX.DPR

CHAP4¥USEC0MP0・DPR

CHAP4¥USESBAR.DPR

CHAP4¥USETEXT.DPR

CHAP4¥Z00MPNL.DPR

CHAP4¥Z0RDER.DPR

CHAP4¥Z0RDER･DPR

(第5章データベース）

CHAP5¥CHKDBEX.DPR

CHAP5¥CHKDBEX.DPR

CHAP5¥CHKDBG.DPR

CHAP5¥C0NVTXT.DPR

CHAP5¥CSVT0DB.DPR

CHAP5¥DBALLAS.DPR

CHAP5¥DBGMULT.DPR

CHAP5¥DBGMREC・DPR

CHAP5¥DRAWCELL.DPR

CHAP5¥DYNTABLE.DPR

CHAP5¥FINDREC.DPR

CHAP5¥MKTABLE.DPR

CHAP5¥MKTABLE.DPR

テキストの編集と上書きモード

テキストの編集と文字列検索

1行入力における右寄せ表示

クリックとダブルクリックの区別

Imageコンポーネントへの描画

コンポーネントの動的作成

矢印キーでコンポーネントを移動する

リストボックスの選択項目の色指定

RichEditでの上付き指定、下付き指定

RichEditでの縦書き編集

文字列グリッドと複数行の表示

マルチメディアタイマーを使ったストップウォッチ

文字列グリッドの選択セルの色指定

文字列グリッドのセル単位での色指定

文字列グリッドと固定セルのクリック

タブの左右への割り当て

タブのオーナー描画

複数行のキャプションや色を使ったボタン

ヨミガナの取りだし

スクロールバーのつまみの幅を変える

StaticTextの使用例

コンポーネントの描画

実行時のZオーダーの変更

実行時のZオーダーの確認

４
５
６
６
２
０
７
０
５
７
４
３
１
３
５
６
７
８
６
９
肥
叩
四
四

ｕ
ｎ
ｕ
加
廻
吃
ｍ
ｎ
ｎ
ｎ
ｍ
廻
加
加
加
哩
吃
９
ｕ
９
１
１
１
１

Paradoxテーブルのリモート更新チェック

問い合わせの進行状況を表示

DBGridにおけるスクロールバーの消去

テーブル形式の変換

テキスト形式のデータを変換

ユーザー定義のデータベースエリアス

DBGridにおける複数のテーブル表示

DBGridにおける複数レコードの選択

DBGridにおける選択中のセルの描画

テーブルコンポーネントを実行時に作成する

検索の高速化

新しいテーブルの作成

テーブルにインデックスを付ける

２
２
５
３
４
８
２
４
１
６
８
８
１

５
５
３
４
４
４
３
３
３
３
４
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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ファイル名 ページ

CHAP5¥NAVDSET.DPR149

CHAP5¥PACKDB.DPR150

CHAP5¥PACKDB.DPR151

CHAP5¥TBLRANGE.DPR146

CHAP5¥USENAVB.DPR150

(第6章forVisualBasicプログラマ）

CHAP6¥AREDRAW.DPR162

CHAP6¥CTLARRY.DPR158

CHAP6¥F0RSTEP.DPR166

CHAP6¥MKVBDAT.VBP169

CHAP6¥PASSVALVBP179

CHAP6¥PR0CMSG.DPR157

CHAP6¥RDVBDAT.DPR169

CHAP6¥USEBEEP.DPR164

CHAP6¥USEUNKDPR165

CHAP6¥USESCALE.DPR167

CHAP6¥VBVALUE.DPR179

(第7章forCﾉC十+プログラマ）

CHAP7¥DISPFMT.DPR193

CHAP7¥DYNARRY.DPR197

CHAP7¥FACT0R.DPR184

CHAP7¥MAKEDLL.BAT199

CHAP7¥MAKEEXE.BAT202

CHAP7¥METH0DP.DPR189

CHAP7¥0PENARR.DPR194

CHAP7¥RICHED.DPR202

CHAP7¥USECM0D.DPR199

(オリジナルコンポーネント）

QAC0MP0¥CTRLSEX・PAS

QACOMPO¥DBEXCTLS.PAS

QACOMPO¥DEBUGMSG.PAS

QACOMPO¥NEWCTRLS.PAS

QACOMPO¥SYSCTRLS.PAS

210

内容

DataSourceを使ったレコード操作

dBASE/Paradoxテーブルの圧縮

暗号化されたdBASEテーブルのオープン

テーブルの範囲指定

レコード操作用の個別ボタン

VisualBasicのAutoRedrawプロパティの代用

VisualBasicのコントロール配列の代用

VisualBasicのFor～Stepの代用

VisualBasicのデータの利用

VisualBasicプログラムとの連携

VisualBasicのDoEventsの代用

VisualBasicのデータの利用

VisualBasicのジェネラルプロシージャの代用

ライン（直線）コントロール

VisualBasicのスケール機能の代用

VisualBasicプログラムとの連携

書式付き文字列処理

動的配列の確保

C/C+-卜のreturn文の代替

C/C++資産の活用

C/C++からDelphiフォームの呼び出し

メンバへのポインタ

可変個引数を使った手続き

C/C++からDelphiフォームの呼び出し

C/C++資産の活用

既存のコンポーネントの拡張

データベース対応コンポーネント

デバッグ用コンポーネント

新しいコンポーネント

システム関係のコンポーネント



用霞解観

DLL

実行時に共有できるライブラリファイル(.DLL)。ダイナミックリンクライブラリ(DynamicLink

Library)oDelphiでは、プロジェクトソースの先頭をprogramではなくlibraryにすることで作成でき
る。コンパイル・リンクして作成するという点で実行ファイル(.EXE)に似ているが、単独では使

えない。必ず他の実行ファイルやDLLとともに使う。

Win32

Windows95-̂ WindowsNTのような32ビットのアプリケーションを実行させるためのWindows環

境。

WindowsAPI

Windows自身が提供する機能を使うための関数。APIは、ApplicationProgramInte㎡aceの略。

イベント

コンポーネント（またはフォーム）に対する動作。マウスやキーボードからの入力、表示・消去など

のきっかけによって発生する。イベントを処理するプログラムのことをイベントハンドラと呼ぶ。

エクスポート関数
他の実行ファイルやDLLから呼び出される関数。

オブジェクト

クラスをもとに生成された実体。クラスを設計図とすれば、オブジェクトは設計図を元に作られた物

体である。一般に、ひとつのクラスから複数のオブジェクトを生成できる。Delphiでは、TButtonな
どのコンポーネントはクラスであり、フォーム上に配置されたButtonl、Button2などがオブジェク

トとなる。

オブジェクトインスベクタ

フォームやフォーム上に配置したコンポーネントのプロパティやイベントハンドラを定義するための

ウインドウ。通常、画面の左側に表示されている。オブジェクトインスペクタの上部にあるコンボボ

ックスは、オブジェクトセレクタと呼び、フォーム上のすべてのコンポーネントから目的のものを選

択できる。

関数

ひとまとまりの処理や計算を記述し、他から呼び出して値を返すように定義されたもの。Object

Pascalでは、functionという予約語で定義する。
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クラス

ある目的のためのデータや手続き・関数をまとめて定義したもの。クラスを利用するためには、オブ

ジェクトを生成しなければならない。Delphiでは、フォームやコンポーネントはすべてクラスとし

て定義されている。

コントロール

コンポーネントと同義。特に実行時に目に見える（ビジュアル）コンポーネントのことを指す。

コンパイル

人間が理解できるプログラミング言語をコンピュータが理解できる機械語に変換すること。Delphi

では、ObjectPascalで記述されたプロジェクトソース(.DPR)またはユニット（・PAS)を解析して、

ユニットバイナリ(.DCU)や実行ファイル（・EXE)を作成すること。

コンポーネント

フォーム上に配置して、ユーザーインターフェースを作成するための部品。Delphiの開発環境では、

コンポーネントパレットに登録されている。コンポーネントは非ビジュアルであるものとビジュアル

であるものに大別される。非ビジュアルコンポーネントは、設計時にはプロパテイを設定するために

表示されているが実行時には目に見えない。ビジュアルコンポーネントは、設計時にも実行時にも表

示される。

スピードﾒニュー

マウスの右ボタンをクリックして表示されるメニュー。ポップアップメニュー。

スマートリンク

リンクするときにプログラムの中で使われていないルーチンを実行ファイル（・EXE)に含めないこ

と。実行ファイルの縮小化のために役立つ。

ディレクトリ
ディスク上でファイルやプログラムが保存されている場所。フォルダと同義。

テキストファイル

ー般に、人が読んで理解できる形式のファイル。英数字、かな、漢字、記号などで書かれたファイル。

メモ帳などで表示できる。

手続き

ひとまとまりの処理を記述し、他から呼び出せるようにしたもの。ObjectPascalでは、procedureと
いう予約語で定義する。
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デフォルト

特に変更していない状態。

用語解説

バイナリファイル

コンピュータが理解する形式のファイル。一般に、バイナリファイルはそれを利用するために専用の

ツールが必要となる。実行形式ファイル(.EXE)、ユニットバイナリ(.DCU)、ビットマップファイ

ル(.BMP)などもバイナリファイルである。

フィールド

クラスのために定義された変数のこと。

これとは別に、テーブルの項目のこと。

フォーム

アプリケーションのユーザーインターフェースを設計する土台となる場所。ウィンドウのこと。

Delphiでは、ひとつのフォームに2種類のファイルが対応する。

ひとつは、バイナリイメージを保持する.DFMファイルで、フォームのビジュアルなイメージを保持

する。もうひとつは、ソースコードを保持する.PASファイル（フォームユニット）であり、イベン

トハンドラなどのプログラムを記述する。フォームユニットは、コードエディタで編集する。

フォルダ

ディスク上でファイルやプログラムが保存されている場所。ディレクトリと同義。

プロジェクト

アプリケーションを作成するために必要なファイルの集まり。プロジェクトに関係するファイルを管

理するファイルをプロジェクトファイルと呼ぶ。Delphiでは、プロジェクトファイルは拡張子

が.DPRというObjectPascalのプログラムになっており、I表示(V)|う°ﾛｼ゙ ｪｸﾄｿー ｽ(J)]で表示できる。

プロジェクトソース

プロジェクトに関わるファイルを管理するプログラム。拡張子が.DPRのファイル。

プロパティ
コンポーネント（またはフォーム）の性質を決める情報のこと。フォームの色、ラベルに表示するテ

キスト、ボタンの種類などがプロパティとして用意されている。

メソッド

クラスのために定義されたルーチンのこと。
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リソース

ビットマップなどリンク時に実行ファイル（・EXE)に組み込まれるデータまたはデータファイル

(.RES)のこと。ビットマップ、カーソル、アイコンなどのイメージリソースはImageEditorで作成

できる。Delphiのプログラムでリソースファイルを取り込むためには、|$Rfilename)または

ISRESOURCEfilename)とする。

これとは別に、メモリやハードディスクなどコンピュータが提供する資源のこと。

リンク

複数のユニットオブジェクト(.DCU)から実行ファイル(.EXE)を作成すること。Delphiでは、プ

ロジェクトソースのコンパイルとリンクが同時に行なわれる。

ルーチン

ひとまとまりの処理を記述し、他から呼び出せるようにしたもの。関数または手続き。

ユニット

プログラムを記述するソースファイルの単位。拡張子は.PASounitという予約語ではじまり、外部か

ら参照する際の仕様を記述するinterface部、ユニット内部で使う変数の定義やルーチンの本体を定

義するimplementation部、ユニットを初期化するときのプログラムを定義するinitialization部、ユニ

ットが終了するときのプログラムを定義するfinalization部から栂成される。

あるいは、ユニットをコンパイルして生成されたバイナリファイル(.DCU)のこと。
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コンポーネント･リファレンス

TAnimateForm

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TAnimateFoIm

③

TMDIBackは、メインフオームの最小化・復元の際のアニメーション動作を有効にし

ます。

覗明Delphiのアプリケーションでは､アプリケーションのための隠れたウィンドウが作られ、

これが内部でのメインウィンドウとなっているため、Delphiとしてのメインウィンドウで

あるメインフォームが最小化・復元されるときにはアニメーションが禁止されます。

TAnimateFormは、メインフォームのアニメーション動作を有効にするためのコンポー

ネントです。TAnimateFormをプロジェクトのメインフォームに配置すれば、最小化また

は最大化する際にアニメーション動作が働くようになります。

TAnimateFormは、メインフォームに配置するだけで効果を発揮するため、プロパティ

やメソッドはありません。

CHAP2¥ANIMFRM.DPR

TButtonEx

ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TButtonControl・TButton・

TButtonEx

③

オーナー描画をサポートしたボタンです。

説明TButtonExは、プログラムでボタン表面を描画できるオーナー描画をサポートしていま

す。独自のスタイルのボタンを使えます。

CHAP4¥USEBTNEX.DPR
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プロパティ

propertyCanvas:TCanvas;

説明オーナー描画ボタンで、ボタン表面を描画する際に使うキャンバスです。

propertyModalResu1t:TModalResult;

鋭明TButtonのModalResultと同等ですが、mrNone以外に設定すると、自動的にCaptionプ

ロパティが適切な文字列に変更されます。

type

TBut上on壁S上yle=(bsStandard,bsOwnerDraw,bsOwnerDrawWithFrame);

proper上yStyle:TButtonExStyle;

説明ボタンが標準ボタンであるかオーナー描画ボタンであるかを指定します。

bsOwnerDrawWithFrameを選ぶと、ボタンの枠のみ自動的に描画されるため、

bsOwnerDrawよりも処理が簡単になります。

イベント
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type

mrawBuﾋﾋonEvent=procedure(Contr◎1:TWinConﾋｴ◎ユ;Rect：短ec上；

Sta上e：…lerDrawState)ofobec上；

propertyOnDrawButton:TDrawButtonEvent;

脱明オーナー描画ボタンで、ボタン表面を描画するために発生するイベントです。Styleが
bsOwnerDrawWithFrameのときは、ボタンの枠のみが描画され、Rectはやや小さめにな

ります。
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TCanvasScale
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TCanvasScale

③

TCanvasScaleは、独自の座標系を使ってCanvas描画できる仕組みを提供します。

脱明TCanvasScaleは、Canvasプロパティに独自の座標系を割り当てます。新しい座標系は、

ScaleLeft、ScaleTop、ScaleWidth、ScaleHeightで指定しますが、四隅の座標で指定する

場合はScaleWidth、ScaleHeightの代わりにScaleRight、ScaleBottomを使います。

TCanvasScaleは、座標系を割り当てたいCanvasをI)で囲んで使います。たとえば、フ

ォームのキャンバスに座標系を割り当てる場合は、CanvasScale11Canvas1とします。これ

で得られるキャンバスには、実数を利用できるメソッドが用意されています。

CHAP6¥USESCALE.DPR

プロパティ

propertyDef[C:TCanvas]:TScaledCanvas;

覗明変換された座標系を使うための新しいキャンバスオブジェクトを返します。これはデフ

ォルトプロパティなので、実際にはCanvasScalel.Def[Canvas)とする代わりに、

CanvasScale11Canvas)と記述できます。

propertyScaleBottom:Double;

脱明新しい座標系の下端を指定します。

propertyScaleHeight:Double;

鋭明新しい座標系の高さを指定します。

propertyScaleLeft:Double;

説明新しい座標系の左端の値を指定します。

propertyScaleRigh上:Double;

脱明新しい座標系の右端を指定します。
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proper上yScaleTop:Double;

説明新しい座標系の上端の値を指定します。

propertyScaleWidth:Double;

脱明新しい座標系の幅を指定します。

ﾒソッド

procedureSetScaleBounds(AｴEft，且Top，HRight，ABOヒtorn:Double);

説明新しい座標系を左上の座標と幅・高さで指定します。

procedureSetScaleRect(ALef上,ATop,ARight,ABOﾋﾋom:Double);

鋭明新しい座標系を四隅の座標で指定します。

TScaledCanvasのメソッド

上ype

TPointReal=record

X,Y:Double;

end;

TRec上Real＝record

caseIntegerof

0:(Lef上，Top,Right,Boヒtorn:Double);

ユ:(TopLeft,B◎ﾋﾋomRight:TPoin上Real);
end;
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説明TScaledCanvasは、TCanvasScaleコンポーネントのDefプロパティが返すオブジェクト

型です。これらのメソッドは、TCanvasの同名のメソッド（またはプロパテイ）とほぼ同

等の機能を持ちます。ただし、座標系には実数型(Double)が使われる点に注意してく

ださい。

func仁ionGetCopyMode:T℃bpyMode;

procedureSetCopyMode(Value:1℃opyMode);

説明TCanvasのCopyModeプロパテイの代わりに使います。

functionGetPixeKX,Y:Double):1℃olor;

procedureSetPixel(X,Y:Double;C:T℃blor);

説明TCanvasのPixelsプロパティの代わりに使います。

procedureGetPenPos:TPointReal;

説明TCanvasのPenPosプロパティの代わりに使います。PenPosを設定するためには、

MoveToメソッドを使います。

関連する手続き･関数

functionBoundsReaKALeft,ATop,AWidth,AHeight:Double):TRectReal;

説明与えられた引数から、長方形の領域をあらわすTRectReal型のレコード値を返します。

第3，4引数は右下の座標値ではなく、幅と高さをとります。

functionPoin上Real(AX,AY:Double):TPointReal;

説明与えられた引数から、座標をあらわすTPointReal型のレコード値を返します。

functionRectReal(ALef上,ATop,ARight,ABotヒom:Double):TRectReal;
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脱明与えられた引数から、長方形の領域をあらわすTRectReal型のレコード値を返します。

TConrmoStrin
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TCompoString

③

TCompoStringは、IMEを使って入力されたときのヨミガナを自動的に取得するコンポ

ーネントです。

脱明TCompoStringは、Controlプロパティに指定されたコントロールにIME(かな漢字変換

機能）を使って文字を入力したとき、OnCompositionStrイベントを発生させて使われた

栂成文字列（ヨミガナ）を渡します。

CHAP4¥USEC0MP0・DPR

プロパティ

propertyControl:TContrO1;

脱明ヨミガナを取り出したいコントロールを指定します。指定したコントロールにIMEを

使って文字列が入力されるとOnCompositionStrイベントが発生します。

イベント
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type

procedureTCompositionS上rEvent=procedure(Sender:TObjec上；
Value:sﾋｴing)ofobject;

propertyOnConroositionStr:TCompositionS上rEven上；

観明Controlプロパティに指定されたコントロールにIMEを使って文字列が入力されるとき

に発生するイベントです。IMEに渡された構成文字列がValue引数に渡されます。



コンポーネント･リファレンス

TCoolHint
ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TCoolHint

③

TCoolHintは、長方形以外の方法でヒントを表示させたい場合に使うコンポーネント

です。

説明TCoolHintは、長方形以外の方法でヒントを表示させたい場合に使うコンポーネントで

す。風船のような外観のヒント表示(htBalloon)と角の丸い長方形(htRoundRect)を設

定できる他、イベントハンドラを処理して独自のスタイルでヒントを表示できます。

CHAP2¥USEPAPP.DPR

プロパティ

propertyActive:Boolean;

説明特殊なヒント表示を有効にするかどうか指定します。

type

THintType=(htOwnerDraw,htOwnerDrawTransparent，htBalloon,
htRoundRect);

propertyHin上Ⅲ"ype:THintType;

説明ヒント表示のスタイルを設定します。

イベント

値

htOwnerDraw

htOwnerDrawTransparent

htBalloon

htRoundRect

意味

OnActivateとOnPaintを処理して、プログラムでヒントを加工、

描画します。ヒントの背景（長方形）のみ描画されます。

OnActivateとOnPaintを処理して、プログラムでヒントを加工、

描画します。ヒントの背景も描画されないため、自由な形式で

ヒントを表示できます。

バルーン形式でヒントを表示します。

角の丸い長方形でヒントを表示します。

上ype

THintActivateEvent=procedure(varRec上：
constAHint:string)

propertyOnActivate:THintActiva上eEvent；

TRect；

ofobject;

説明ヒントが有効になった時点で発生するイベントです。Rect引数には、デフォルトの大
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きさが渡されますが、イベントハンドラでこの大きさを変更できます。AHintには、ヒン

ト表示するための文字列が渡されます。

type

THin上PaintEvent=procedure(AHin上Wnd:THintWindow)ofobect；
proper上yOnPaint:THintPain上Event；

脱明ヒントを描画する必要があるときに発生するイベントです。AHintWndは、ヒントウイ

ンドウ自身が渡されます。THintWindow型に定義されている情報を利用してヒントを描

画します。

TDBGridEx
ユニット:DBExCtls

TObject・TPersistent・TComponent・TCOntrol・TWinControl・TCustomControl・TCustomGrid

TCustomDBGrid・TDBGrid・TDBGridFx

③

スクロールバーの表示を制御できるデータベースグリッドです。

説明TDBGridでは、必要に応じてスクロールバーの表示が自動的に制御されます。

TDBGridExでは、ScrollBarsプロパティによって縦横のスクロールバーが表示されないよ

うに設定できます。

CHAP5¥CHKDBG.DPR

プロパティ
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propertyScrollBars:TSc工。ユiStyle;

説明縦横のスクロールバーを表示するかどうかを指定します。ScrollBarsの指定に関わらず、

グリッドがデータを表示するためにスクロールバーが不要な場合には、スクロールバーは

表示されません。
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TDBNavButton
ユニット:DBExCtls

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TButtonControl・TButton・

TDBNavButton

データセットのレコードの移動や挿入・削除を行なうためのボタンです。

説明TDBNavButtonは、TDBNavigatorに似ていますが、ひとつのボタンがひとつの動作に

結び付いています。ボタンの動作は、NavTypeプロパティで指定します。

③ CHAP5¥USENAVB.DPR

プロパティ

propertyDataSource:TDataSource;

説明操作したいデータセットが割り当てられているデータソースコンポーネントを指定し

ます。

type

TNavigateBtn=(nbFirs上,nbPrior,
nbDelete,nbEdit，

propertyNavType:TNavigateBtn;

nbNext,nbLas上,nblnsert,

nbPost,nbCancel,nbRefresh);

説明データセットをどのように操作するかを指定します。NavTypeを指定することで、自動

的にボタンのキャプションが設定されます。

値 意味

最初のレコード

前のレコード

次のレコード

最後のレコード

レコードの挿入

レコードの削除

レコードの縄集

レコードの登録

編集の取り消し

データの更新
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TDebuaMs

ユニット:DebugMsg

TObject・TPersistent・TComponent・TDebugMsg

説明

224

Assert手続きによる例外を捕捉し、デバッグ用のメッセージを表示します。

DebugMsgは、Assert手続きが発生する例外(EAssertionFailed)をトラップし、独自

のウィンドウに表示するためのデバッグ用コンポーネントです。

Delphi3では、Assertというデバッグ用の手続きが用意されており、プログラム中に必

ず真となるはずの条件式を与え､条件式が偽になった場合に例外を発生して通知できます。

(Assert手続きの詳細はオンラインヘルプを参照してください）

DebugMsgはプロジェクト中の任意のフォームに1個だけ配置します。DebugMsgを配

置すると、プログラムを実行するときにメッセージ表示用のウィンドウを表示され、

EAssertionFailed例外で得られるメッセージを表示できるようになります。このとき、Iツ

ールm:環境オプション(O)]の「例外でデバッガを開く<B)1のチェックを外しておいてく

ださい。この項目がチェックされていると開発環境で例外が発生するたびに、プログラム

が停止します。

たとえば、Assert(PBufOnil,'TransferBufferisnil');と記述しておくと、PBufがnilの場

合に'TransferBufferisnil'というメッセージがウインドウに記録されます。常にメッセー

ジを記録させたい場合は、Assert(false,'CheckPoint');などと記述します。

Assertを使う利点として、$IFDEF～$ENDIF指令を使わなくても、I$C-|(または

ISASSERTIONSOFF)を記述するだけで、リリース版からデバッグ用のコードを取り除け

るということがあります。プロジェクト全体でAssertを無効化するには、Iプロジェクト

(P)Iオプション(O)]のIコンパイラ1ページでIアサートの使用(C)]チェックをオフにしま

す。また、リリース版では、DebugMsgコンポーネントも削除してください。

Assertでは、自動的にソースファイル名と行数がメッセージに追加されるため、エラー

が発生した箇所を特定しやすくなります。たとえば、Assert(false);と記述しておくだけで

ファイル名と行番号を記録できます。

また、次のようにメッセージ部分でFormat関数を使えば情報を書式化して表示でき

ます。

Assert(false.Font哩仁〈’工nfoNo＝もd‘，【工nfoNo]));

メッセージウィンドウでは、ログの保存および消去のためのボタンがあります。また、

ツールバーで右クリックすれば常に手前に表示しないようにしたり、EAssertionFailed以

外の例外も捕捉できるようになります。ログをカット＆ペーストは、ログウィンドウ上で

右クリックしてください。メッセージウインドウは間違えて消してしまわないように、閉

じられないようになっています。

なお、DebugMsgではApplication.OnExceptionを設定しているため、



③

コンポーネント･リファレンス

Application.OnExceptionを設定しているアプリケーションでは期待通りに動作しないこと

があります。

CHAP1¥USEDMSG.DPR

プロパティ

propertyAllExceptions:Boolean;

説明EAssertionFailedを含む、すべての例外を捕捉するかどうかを指定します。

AllExceptionsがFalseのときは、EAssertionFailedのみを捕捉します。

propertyStayOnTop:Boolean;

説明デバッグ用のメッセージウィンドウを常に前面に表示するかどうかを指定します。

TEditEx
ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TCustomEdit・TEdit・TEditEx

③

TEditExは、右寄せ入力やカンマ表示をサポートします。

説明TEditExでは、右寄せや中央揃えでの入力、3桁ごとのカンマ表示をサポートした1行

入力コントロールです。電卓の数値入力のように、入力する文字列を右側せしたい場合に

使えます。

CHAP4¥CALCDEM0.DPR

プロパティ

propertyAlignmen上：Tnlignment;

説明編集する文字列の位置を指定します。

値

taLeftlustify
taCenter

taRighUustify

意味

左寄せ（デフォルト）

中央揃え

右寄せ
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propertyEditText:string;

説明ThousandsプロパティがTrueのときも、表示されている文字列そのものをあらわし

ます。

propertyText：s上ring;

脱明ThousandsプロパティがTrueのときは、カンマを取り除いた文字列をあらわします。

ThousandsプロパティがFalseのときは、EditTextと同じです。

propertyThousands:Boolean;

説明3桁ごとにカンマを挿入するかどうかを示します。ThousandsがTrueのときは、文字を

入力するたびにテキストを評価して3桁ごとにカンマを挿入します。ただし、文字列が削

除される場合は適切な位置に調整されないことがあります。

TFileDroc
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TFileDrop

⑧

TFileDropは、エクスプローラからファイルをドロップできるようにします。

脱明TFileDropは、Controlプロパティに指定したウィンドウハンドルを持つコントロールま

たはフォーム、にWindows95のエクスプローラからファイルをドロップできるようにし

ます。

CHAP2¥DRGFILE.DPR

プロパティ
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proper上yAccept:Boolean;

脱明ファイルのドロップを受け入れるかどうかを指定します。

propertyControl:IWinControl;

脱明ファイルのドロップを受け入れたいコンポーネントを指定します。Controlがnilの場合

は、TFileDropを配置したフォームが対象になります。



コンポーネント･リファレンス

イベント

type

TFileDropEvent=procedure(Sender:TObject;Num:Integer;
Files:TS上rings;X,Y:Integer)ofobect；

propertyOnFileDrop:TFileDropEvent;

醗明OnFileDropイベントは、エクスプローラからControlプロパテイで指定したコントロー

ル（またはフォーム）にファイルがドロップされたときに発生します。引数Numにはフ

ァイルの数、Filesにはファイル名のリスト、X,Yにはドロップされた位置が渡されます。

TFileOoeration
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TFileOperation

TFileOperationは、ShellAPIを使ってファイルやディレクトリの削除、コピー、移動を

実 行します。．

説明TFileOperationは、複数のファイルやディレクトリをまとめて削除、コピー、移動した

り名前を変更できます。ファイルを削除する場合、完全に削除する代わりにごみ箱に入れ

ておくことができるため、ごみ箱を使って復元することもできます。また、処理中にアニ

メーションを表示したり、深い階層のディレクトリをまとめて処理できます。

③ CHAP3¥FILER.DPR

プロパティ

proper上yFromFiles:TStrings;

説明転送元あるいは削除するファイル名またはディレクトリ名のリストです。
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鋭明ファイルを操作するときの動作を決定します。
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値

fofMultiDestFiles

fofConfirmMouse

fofSilent

fofRenameOnCollision

fofNoCo㎡irmation

fofWantMappingHandle
fofAllowUndo

fofFilesOnly

fofSimpleProgress

fofNoCo㎡irmMkdir

propertyTitle:string;

意味

ToFilesプロパティがディレクトリではなくFromFilesに対応

するファイル名を保持していることをあらわします。

(実装されていません）

進行状況をあらわすダイアログを表示しません。

対象となる名前がすでに存在する場合に「～のコピー」のよう

な名前に瞳き換えます。

確認のダイアログを表示する代わりに「すべて、はい」として
処理します。

(FileOperationコンポーネントでは無効です）
可能な場合は、取消のための情報を保存します。

ワイルドカード(｡.｡)が指定されたとき、ファイルに対してだけ
操作を実行します。

進行状況をあらわすダイアログを表示しますが、ファイル名は
表示しません。

ディレクトリを作成するときに確認しません。

説明進行状況ダイアログのためのタイトル文字列です。

proper上yToFiles:TStrings;

餅明転送先のファイル名またはディレクトリ名のリストです。削除のときは無視されます。

ﾒソッド

functionCopyFile(SrcFile,DstFile:TFileName):Bool;

観明SrcFileからDstFileにファイルをコピーします。

func上ionCopyFiles:Bool;

説明FromFilesプロパティのファイルをToFilesプロパティにコピーします。

functionDele上eFile(AFile:TFileName):Bool;

説明AFileが示すファイルまたはディレクトリを削除します。

functionDele上eFiles:Bool;
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説明FromFilesプロパティが示すファイルまたはディレクトリを削除します。

func上ionMoveFile(SrcFile,DstFile:TFileName):Bool;

脱明SrcFileからDstFileにファイルを移動します。

functionMoveFiles:Bool;

説明FromFilesプロパテイのファイルをToFilesプロパテイに移動します。

functionRenameFile(SrcFile,Ds上File:TFileName):Bool;

脱明SrcFileが示すファイル名をDstFileに変更します。

func上ionRenameFiles:Bool;

脱明FromFilesプロパティが示すファイル名をToFilesプロパティの内容に変更します。

TFontlnfo
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TFontlnfo

③

TFontlnfoは、フォントの情報をレジストリに記録したり、復元します。

説明TFontlnfoは、与えられたフォントの情報をレジストリに記録し、次回の起動時に同じ

フォントの情報を使えるようにするものです。レジストリのキーは、KeyNameプロパテ

ィで設定しますが、これはすべてのTFontlnfoコンポーネントで共通になります

(TWinPlaceも共通のレジストリキーを使います)。

CHAP2¥USEWPLC.DPR

プロパティ

proper上yEntryName:string;

脱明フォントの情報を保存するレジストリのエントリ名を指定します。KeyNameが指定す
るレジストリキーの中にこのプロパティで指定するエントリが作られて、フォントの情報

が記録されます。
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proper上yKeyName:s上ring;

説明フォントの情報を保存するレジストリのキー名を指定します。このキーの中に

EntryNameプロパティで指定するエントリが作られて、フォントの情報が記録されます。

メソッド

functionReadFon上(cons上ADefault:TFont):TFont;

説明レジストリからフォントの情報を読み出します。通常、フォームのOnCreateイベント

ハンドラで呼び出します。ADefaultは、レジストリにフォントの情報がない場合に使われ

るデフォルトフォントです。通常、代入先のフォントをそのまま指定します（例:Font:=

FontInfol.ReadFont(Font);)。

procedureWriteFont(Value:TFon上);

説明フォントの情報をレジストリに書き出します。通常、フォームのOnDestroyイベント

ハンドラで呼び出します。

TIconTra

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TIconTray

③

TIconTrayは、Windows95のトレイにアイコンを登録するためのコンポーネントです。

説明TIconTrayは、Windows95のタスクバーの右側にあるトレイにアイコンを登録します。
KBP

Controlプロパティに指定されたコントロールにIME(かな漢字変換機能）を使って文

字を入力したとき、OnCompositionStrイベントを発生させて使われた構成文字列（ヨミ

ガナ）を渡します。マウスの左右のボタンのクリックに対応するポップアップメニューや

イベントなどを定義できます。

CHAP2¥USETRAY.DPR

プロパティ

propertyID:Integer;
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説明トレイに登録するアイコンを識別するための数値です。

propertyIcon:TIcon;

説明トレイに登録するアイコンを指定します。

propertyHideMainForm:Boolean;

説明アプリケーションを起動するときにメインフォームを表示しないようにするかどうかを

指定します。HideMainFormがTrueのときは、Application.ShowMainFormがFalseになり

ます。そうでない場合は、何もしません。

propertyRBtnPopupMenu:TPopupMenu;

説明アイコン上でマウスの右ボタンがクリックされたときに呼び出されるポップアップメニ

ューを指定します。

propertyLB上nPopupMenu:TPopupMenu;

鋭明アイコン上でマウスの右ボタンがクリックされたときに呼び出されるポップアップメニ

ューを指定します。

propertyShowHint:Boolean;

説明アイコン上にマウスカーソルを移動させたときに、ヒント文字列を表示するかどうかを

指定します。

propertyHin上：string;

説明アイコン上にマウスカーソルを移動させたときに表示するヒント文字列を指定します。

ヒント文字列は最大63文字まで指定できます。また、ShowHintがTrueの場合にのみ有効

です。

メソッド

procedureRegis上erS上a工上up(AnEntry:string);

説明現在実行中のプログラムを、Windowsの起動時に実行させるようにレジストリに登録

します。

231



Delphi3Q&A150選

procedureUnRegis上erStartup(AnEnﾋｴy:string);

鋭明現在実行中のプログラムを、Windowsの起動時に実行させないようにレジストリの情

報を削除します。

イベント

propertyOnClick:TNotifyEven上；

説明アイコン上でマウスがクリックされたときに発生するイベントです。

proper上yOnDblClick:ⅡⅣO上ifyEvent;

説明アイコン上でマウスがダブルクリックされたときに発生するイベントです。

propertyOnMouseDown:…useEvent；

脱明アイコン上でマウスのボタンが押されたときに発生するイベントです。

proper上yOnMouseMove:TMouseMoveEvent;

脱明アイコン上でマウスカーソルが移動したときに発生するイベントです。

propertyOnMouseUp:…useEvent；

脱明アイコン上でマウスのボタンが離されたときに発生するイベントです。

TLine
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TGraphicContrOl・TLine

TLineは、直線を描画します。

脱明TLineは、長方形の対角線に直線を描画します。

③ CHAP6¥USELINE・DPR
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プロパティ

propertyPen:TPen;

説明直線を描画するときに使うペンを設定します。

type

TLineS上art=(IsLef上Top,IsLeftBottom,IsRightBottom,IsRigh上Top);
proper上yStartPos:TLineS上art；

説明直線を描画する始点（方向）を設定します。

値

IsLeftTop
IsLeftBottom

IsRightBottom

IsRightTop

propertyXI:Integer;

説明始点のX座標をあらわします。

propertyX2:Integer;

説明終点のX座標をあらわします。

proper上yYl:Integer;

説明始点のY座標をあらわします。

propertyY2:Integer;

脱明終点のY座標をあらわします。

意味

左上（から右下）

左下（から右上）

右下（から左上）

右上（から左下）
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TMDIBack

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TMDIBack

②

TMDIBackは、MDIアプリケーションの背景に描画したい場合に配置するコンポーネ

ントです。

説明通常、MDIアプリケーションではMDIの背景に文字や図形を描画することはできませ

ん。FormStyleがMDIFormとなっているフォーム(MDIのメインフォーム）にTMDIBack

を配置すると、フォームのOnPaintイベントで背景に描画したり、LabelやImageなどの

コンポーネントを配置できるようになります。

また、TMDIBackは子ウィンドウの状態によって背景がスクロールされないよう、スク

ロールバーの表示を抑止します。このため、スクロールバーの表示を抑止するためだけに

TMDIBackを配置することもできます。

TMDIBackは、MDIのメインフォームに配置するだけで効果を発揮するため、プロパ

ティやメソッドはありません。

CHAP2¥MDIDRAW.DPR

TMMTimer
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TMMTimer

③

TMMTimerは、マルチメディアタイマーを使った糖度の高いタイマーです。

説明TTimerは、WindowsのマルチメディアタイマーAPIであるtimeSetEventを使ったタイ

マーコンポーネントです。TTimerと同じように使うことができますが、タイマーよりも

糖度が高くなります。

CHAP4¥ST0PWATC.DPR

プロパティ

234

propertyElapsedTime:Cardinal;

説明ElapsedTimeは、コンポーネントが作成されてから、あるいはStartメソッドが呼び出

されてから経過した時間をミリ描画単位で返します。簡単なストップウォッチ機能として

利用できます。
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propertyEnabled:Boolean;

脱明Enabledは、タイマーを有効にするか無効にするかを切り換えます。

proper上yエ、上erval:Cardinal;

脱明Intervalは、OnTimerイベントの発生間隔をミリ秒単位で示します。指定した時間が過

ぎるとOnTimerイベントが発生します。Windowsでは、かならずしも厳密な時間が計測

できない場合があります。

メソッド

procedureStart;

説明TMMTimerを簡易ストップウォッチとして使う場合の、計測開始をあらわします。時

間計測中は、ElapsedTimeを参照することでラップタイムをミリ秒単位で調べることがで

きます。

procedureStop;

脱明TMMTimerを簡易ストップウォッチとして使う場合の、計測終了をあらわします。時

間計測後は、ElapsedTimeを参照することでかかった時間をミリ描画単位で調べることが

できます。

イベント

proper上yOnTimer:TNotifyEvent;

説明OnTimerイベントは、Intervalプロパティで指定した時間が経過すると発生します。イ

ベントは連続的に発生するため1回で終了させる場合は、OnTimerイベントハンドラで

EnabledプロパティにFalseを代入します。
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TPaaeControlEx
ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TCustomTabControl

TPageControl・TPageControlEx

③

オーナー描画をサポートしたページコントロールです。

脱明TPageControlExは、プログラムでタブを描画できるオーナー描画をサポートしていま

す。複数行や色付きなど、独自のスタイルのタブを使えます。また、TabPositionプロパ

ティは、タブ位置を左右にも設定できるように拡張されています。

CHAP4¥TABPAGE.DPR

プロパティ

propertyCanvas:1℃anvas；

説明オーナー描画ページコントロールで、タブを描画する際に使うキャンバスです。

propertyOwnerDraw:Boolean;

説明ページコントロールをオーナー描画スタイルにするかどうかを設定します。

type

TTabPositionEx=(tpeTop,tpeBottom，tpeLeft,tpeRight);

proper上yTabPosition:TTabPositionEx;

説明タブの表示位置を指定します。タブは、上下だけでなく左右にも表示できます。

イベント

propertyOnDrawTab:TDrawエヒごnEvent；

説明オーナー描画ページコントロールで、タブを描画するために発生するイベントです。
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TPort(TPortW)
ユニット:SysCtrls

TObject・TPort（TPortW）

⑧

I/Oポートに直接アクセスできるPort、PortW変数を提供します。

説明通常、Windowsではアプリケーションが直接I/Oポートを制御するべきではありませ

ん。しかし、どうしてもI/Oポートを制御しなければならない場合は、Port(または

PortW)変数を使ってI/Oにアクセスできます。

I/OポートへのアクセスはPort変数への代入や参照で表現できます。たとえば、PC-

9800シリーズでビープ音を鳴らすためにはPort[$37):=6;とします。ビープ音を止めるた

めにはPort[$37]:=7;とします。

Port、PortW変数は、SysCtrlsユニットであらかじめ提供されているためプログラムで

生成する必要はありません。

CHAP3¥I0P0RT.DPR

TPseudoAoc

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TPseudoApp

③

TPseudoAppは、オブジェクトインスペクタを使ってApplicationオブジェクトのプロパ

ティやイベントハンドラを設定するための疑似コンポーネントです。‘

説明通常、DelphiのプログラミングでApplicationオブジェクトのプロパティやイベントハ

ンドラを定義するためには、プログラムコードを記述します。TPseudoAppは、この手間

をなくしオブジェクトインスペクタを使ってApplicationオブジェクトのプロパティやイ

ベントハンドラを設定できるようにするためのコンポーネントです。

TPseudoAppコンポーネントは、メインフォームに1つだけ配置できます。メインフオ

ーム以外のフォームに配置された場合は、何もしません。また、メインフォームの

OnCreateイベントハンドラなどで、Applicationのイベントハンドラが定義されている場

合には、TPseudoAppの定義によって内容を置き換えません。

CHAP2¥USEPAPP.DPR
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プロパティ

ｒ
、
〃

ｅ
ｒ
・
〃

電
罪
皿

ｏ
Ｊ
ｔ
ｅ
ｅ

・
〃
ｒ
ｎ
ｔ
可
壬

ｒ
ｅ
工
ｎ
；
Ｏ

Ｌ
電
．
、
工
函
恥

○
“
上
ｅ
・
・
勺
上

正
、
》
唾
睡
皿

。
。
：
口
角
ａ
Ｏ

ｒ
ｅ
ｔ
ｐ
一
・
ｏ
再
凸

Ｏ
Ｓ
工
ｅ
ｔ
ｎ

『
Ｌ
ｕ
◎
亀
ｑ
ｎ
．
１

Ｏ
ａ
ｈ
・
工
・
工

唖

嘩
唖
唾
姻
噸

・
工
・
工
・
工
‐
工
。
ｎ
勺
ｎ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｓ
Ｓ

ｔ
・
℃
舎
上
・
上
・
ヒ
ヒ

Ｚ
Ｚ
ｒ
工
工
ｒ

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

睡
睡
率
睡
》
垂

工
ｚ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

説明これらは、TApplicationの同名のプロパティと同等の意味を持ちます。

イベント

OnActivate:TNotifyEvent;

OnDeactivate:TNotifyEvent;

OnException:TExcepﾋionEven上；
Onldle:TIdleEvent;

OnHelp:THelpEvent;

OnHint:TNotifyEvent;

OnMessage:TMessageEvent;

OnMinimize:TNotifyEvent;

OnRestore:TNotifyEvent;
OnShowHint:TShowHin上Event；
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説明これらは、TApplicationの同名のイベントと同等の意味を持ちます。

TQueryEx
ユニット:DBExCtls

TObject・TPersistent・TComponent・TDataSet・TBDEDataSet・TDBDataSet・TQuery・TQueryEx

ローカルテーブルの問い合わせ処理中にイベントを発生できるコンポーネントです。

説明TQueryExコンポーネントでは、問い合わせ処理中にOnProgressイベントを発生させ、

進行状況メッセージを表示させたり、問い合わせ処理を中断できるようにした問い合わせ

コンポーネントです。

問い合わせ処理中に、適当な間隔でOnProgressイベントが発生します。このイベント

ハンドラには、進行状況を示すMsgStr引数と処理を継続するかどうかを決めるための

Action引数が渡されます。これらの引数を使ってダイアログボックスにメッセージを表示

したり、処理の継続をキャンセルできます。

⑭ CHAP5¥CHKDBEX.DPR
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イベント

type

TQueryProgressAction=(qpaContinue,qpaAbort);
TQueryProgressEvent=procedure(Sender:TObject;MsgStr:string;

varAc上ion:TQueryProgressAction)ofobect；
propertyOnProgress:TQueryProgressEvent;

説明問い合わせ処理中に呼び出されるイベントです。MsgStrは、進行状況をあらわすメッ

セージ文字列が含まれており、Ⅲレコードは追加されました:＜数値>側という形式をとりま

す。Actionには、qpaCONTINUE(継続、デフォルト）、qpaABORT(中断）のいずれか
を指定します。

なお、これらはBDEのデータベース処理から呼び出されるため、OnProgressイベント

ハンドラからデータベース処理を呼び出してはいけません。また、問い合わせ中は、

Windowsメッセージも処理されないため、進行状況を表示するためにダイアログボック

スを使う場合などは、メッセージを処理するためにApplication.ProcessMessagesを呼び

出す必要があります。表示を更新するだけなら、コンポーネントのUpdateメソッドを呼
び出してもかまいません。

TRichEditEx
ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TCustomEdit・TCustomMemo

TCustomRichEdit・TRichEdit・TRichEditEx

⑧

縦書きをサポートした智式付き編集コントロールです。

説明TRichEditExコンポーネントでは、VerticalプロパティをTrueにすることで、縦書きで

書式付きテキストを編集できます。また、文字のベースラインを変更することもできます。

CHAP4¥RTEDIT.DPR

プロパティ

propertyVertical:Boolean;

説明テキストを縦書きで編集するかどうかを指定します。縦書きで編集したテキストを書式

付きテキスト(RTF)としてファイルに保存すると、他のRichEditコントロールで読み込

む場合も縦密き表示になります。
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メソッド

procedureSetBaseLine(AnOffset:Longint);

脱明選択されている範囲の文字列のベースライン（下端の位置）を設定します。AnOffsetに

正の値を与えると上に、負の値を与えると下に文字列がずれます。改行幅には影響しない

ため、大きな値を与えると文字列は見えなくなります。

TScrollBarEx
ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TScrol肥ar・TScrol旧arEx

③

つまみの幅を設定できるスクロールバーです。

説明TScrollBarExは、つまみの幅を設定できるスクロールバーです。つまみの幅は、Page

プロパティで設定し、0の場合は標準のつまみの幅が使われます。Pageの最大値は、

(Max-Min+1)です。

CHAP4¥USESBAR.DPR

プロパティ

proper上yPage:エnteger;

説明スクロールバーのつまみの幅を指定します。Pageの値は、MaxプロパティとMinプロ

パティの差に対する相対値として評価されます。

TShellLink

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TShellLink

240

TShellLinkは、スタートアップメニューやデスクトップに、プログラムへのショートカ

ットを作成します。

脱明TShellLinkは、アプリケーションのショートカットを作成するコンポーネントです。ど

の場所にショートカットを作成するかはLinkTypeプロパティで指定し、ショートカット

の属性はその他のプロパティで指定します。



②

コンポーネント･リファレンス

実際にショートカットを作成するときはCreateLinkメソッドを呼び出し、ショートカ

ットを削除するときはRemoveLinkを呼び出します。

CHAP2¥WEEKWALL.DPR

プロパティ

proper上yArguments:string;

説明ショートカットの属性のうち、アプリケーションに渡す引数を指定します。

proper上yDescription:string;

説明ショートカットの名前を設定します。

propertyFileName:TFileName;

説明ショートカットに割り当てる、アプリケーションのパス・ファイル名を指定します。

proper上yHotKey:TShortCut;

説明ショートカットに割り当てたプログラムをすばやく呼び出せるショートカットキーを指

定します。

proper上yIconlndex:Integer;

説明ショートカットに割り当てるアイコンの位置を指定します。アイコンは、ショートカッ

トに割り当てたプログラムから検索されます。

type

TShellLinkType=(InkDesktop,InkReservedl,InkPrograms,
InkContrOﾕs,InkPrinters,InkPersonal,InJcFavorites,
InkStar上up,InkRecent,InkSendTo,InkBitBucket,InkStartMenu,
lnkReserved2,lnkReserved3，ユnkReserved4,InkReservedS,
InkDesktopDirectory,InkDrives,InkNe上work,InkNetHood,

InkFonts,In)ぐTempla上es,InkCorrenonStartMenu,InkCommonPrograms,
InkConmonStar上up,InkConmonDesktopDirectory,InkAppData,
InkPrintHood);

propertyLin)ごItype:TShellLinkType;

説明ショートカットを割り当てる場所を指定します。
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242

値

InkDesktop

InkReservedl

InkPrograms
InkControls

InkPrinters

InkPersonal

InkFavorites

InkStartup

InkRecent

InkSendTo

InkBitBucket

InkStartMenu

lnkReserved2

InkReservedS

lnkReserved4

InkReservedS

InkDesktopDirectory
InkDrives

InkNetwork

InkNetHood

InkFonts

InkTemplates

InkCommonStartMenu

InkCommonPrograms

InkCommonStartup

InkCommonDesktopDirectory

InkAppData
InkPrintHood

意味

Windowsのデスクトップ。

(予約済み）

ユーザーのプログラムグループを含むシステムディレクトリ

コントロールパネル

組み込み済みのプリンタを含む仮想フォルダ

ドキュメントの共通リポジトリとしてのファイルシステムデ
ィレクトリ

お気に入りのファイルを含むシステムディレクトリ
スタートアッププログラムグループに対応するシステムディ
レクトリ

最近使ったファイルを含むファイルシステムディレクトリ

送信メニュー項目を含むファイルシステムディレクトリ

ごみ箱の中のシステムディレクトリ
スタートメニュー項目を含むファイルシステムディレクトリ

(予約済み）

(予約済み）

(予約済み）

(予約済み）

デスクトップに直接記録されるファイルシステムディレクトリ

マイコンピュータ上の仮想フォルダ

ネットワークでの隣りにあらわれるオブジェクトを含むファ
イルシステムディレクトリ

ネットワーク階層のトップレベルをあらわす仮想フォルダ
フォントを含む仮想フォルダ

ドキュメントのためのファイルシステムディレクトリ

スタートメニュー項目を含む共通のファイルシステムディレ

クトリ

ユーザーのプログラムグループを持つ共通のシステムディレ
クトリのフォルダ

スタートアッププログラムグループに対応する共通のシステ

ムデイレクトリ

デスクトップに直接記録される共通のファイルシステムディ
レクトリ

アプリケーションデータ

プリンタ

propertyWindowState:TWindowState;

脱明ショートカットに割り当てるウィンドウ起動時の表示状態を指定します。

propertyWorkDir:sヒエing;

説明ショートカットに割り当てる起動時の作業ディレクトリを指定します。



コンポーネント･リファレンス

ﾒソッド

procedureCrea上eLink;

説明ショートカットを作成します。

procedureRemoveLink;

脱明ショートカットを削除します。LinkTypeおよびFileName以外のプロパティは意味を持
ちません。

関連する手続き･関数

procedureCrea上eShellLink(FileName:TFileName;Desc:string;
WorkDir:string;LinkType:TSheﾕﾕLinlごType;
WindowState:TWindowState;Ho上Key:TShor上Cut;Iconlndex:Integer);

脱明TShellLinkコンポーネントを使わずに、直接ショートカットを作成します。引数の意味

は、TShellLinkコンポーネントのプロパティ名とほぼ対応しています。

procedureRemoveShellLink(FileName:TFileName;
LinkType:TShellLinkType);

説明TShellLinkコンポーネントを使わずに、直接ショートカットを削除します。引数の意味

は、TShellLinkコンポーネントのプロパティ名と対応しています。

ユニット:SysCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TSinglelnstance

TSinglelnstanceは、アプリケーションをひとつだけしか起動できないようにするコン

ポーネントです。

説明通常、Delphiで作成したアプリケーションはいくつでも起動できます。TSinglelnstance
コンポーネントを使うと、起動するアプリケーションをひとつだけに限定できます。また、

DupInstActionプロパティを使って最初に起動したインスタンスをアクティブにしたり、

OnDuplicateイベントハンドラで多重起動された場合の処理を定義することができます。

TSinglelnstanceコンポーネントは、メインフォームに1つだけ配置できます。メインフ
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③

オーム以外のフォームに配置された場合は、正しく動作しないことがあります。

TSinglelnstanceは、メインフォームが作成された後で多重起動をチェックするため、
一瞬だけメインフォームが表示されてしまうことがあります。プロジェクトソースで

CheckSinglelnstance手続きを呼び出すことで、より早い段階で多重起動を検査できます。

CHAP2¥0NLY0NE.DPR

プロパティ

上yPe

TDupInstAction=(diActivateFirst,diException,diTerminate);
propertyDupｴns上Action:TDupInstAction;

説明多重起動された場合の処理を指定します。

値

diActivateFirst

diException

diTerminate

意味

最初に起動したインスタンスをアクティブにします。

多重起動を示す例外(EMultiApplnstance)を発生します。
何もせずに終了します。

propertyErrorMessage:s上ring;

説明DupInstActionプロパティがdiExceptionに設定されているとき、多重起動において発生
する例外で表示するメッセージとして使われます。

propertyUniqueName:string;

説明アプリケーションを識別するためのユニークな文字列を指定します。デフォルトでは、

乱数によって初期値が「Ident+<数値>」と設定されますが、アプリケーションにふさわ

しい名前に変更することをお勧めします。UniqueNameを使うことで、異なるアプリケー

ションの同時起動を抑止することもできます。

イベント

propertyOnDuplicate:TNotifyEven上；

鋭明多重起動された場合に発生するイベントです。

2“
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関連する手続き

procedureCheckSinglelns上ance(AName:string;ActivateFirst:Boolean);

説明コンポーネントを使わずに多重起動を調べる手続きです。ANameには、アプリケーシ

ョンを識別するためのユニークな文字列を与えます。ActivateFirstは、多重起動の場合に

最初に起動したインスタンスをアクティブにするかどうかを指定します。

通常、CheckSinglelnstanceはプロジェクトソースの先頭で呼び出します。

programProjectl;

uge写

Forms,SysC上rls.

Unitlin'Unitl.pas'{Forml};

{$R★・RES)

begin

CheckSinglelnstance('Tes上Application',True);
Application・エnitialize;
Application・Crea上eForm(TForml,Forml);
Application.Run;
end;

CheckSinglelnstanceを使うことで、メインフォームが作成されるよりも前に多重起動

を検査できます。

ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TMenu・TPopupMenu・TSystemMenu

③

TSystemMenuは、システムメニューに新しい項目を追加します。

説明TSystemMenuをダブルクリックすると、メニューデザイナが呼び出されてメニュー項

目を編集します。TSystemMenuはTPopupMenuに似ていますが、システムメニュー（タ

イトルバーの左端をクリックして表示されるメニュー）に項目を追加します。また、既存

の項目を表示しないように設定できます。TSystemMenuがメインフオームに配置される

と、Windows95のタスクバーに表示されるアプリケーション自身のメニューにも項目が

追加されます。

CHAP2¥SMENU.DPR

245



Delphi3Q&A150選

プロパティ

type

TSystemMenuCommand=(scSize,scMove,scMinimize,scMaximize,
scClose,scRes上◎re);

TSys上画唖enuCommands=se上ofTSystemMenuCommand;
proper上yEnableCommands:TSystemMenuCommands;

脱明定義済みのシステムメニューから消去する項目を選びます。

意味値

サイズ変更(S)
移動(M)
最小化(N)
最大化(X)
閉じる(C)
元のサイズに戻す(R)

垂
。
唾
ｅ

ｅ
・
ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｍ

埜
恥
恥
蛇
恥
銅

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

実行時に消去する項目を変更した場合は、Refreshメソッドを呼び出す必要があります。

ただし、アプリケーション自身のメニューから削除した項目は復元できません。

メソッド

procedureRefresh;

脱明メニューを再構成します。プログラムの実行中にメニュー項目を変更したり、消去する

項目を変更した場合に呼び出します。

TTabControlEx
ユニット:CtrlsEx

TObject・TPersistent・TComponent・TControl・TWinControl・TCustomTabControl・TTabControl*
TTabControlEx

オーナー描画をサポートしたタブコントロールです。

醗明TTabControlExは､プログラムでタブを描画できるオーナー描画をサポートしています。

複数行や色付きなど、独自のスタイルのタブを使えます。また、TabPositionプロパティ

は、タブ位澄を左右にも設定できるように拡張されています。

③ CHAP4¥TABPAGE.DPR
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プロパティ

propertyCanvas:TCanvas;

説明オーナー描画タブコントロールで、タブを描画する際に使うキャンバスです。

propertyOwnerDraw:BoO1ean；

説明タブコントロールをオーナー描画スタイルにするかどうかを設定します。

type

TTabPositionEx=(tpeTop，tpeBoﾋﾋom,tpeLeft,上peRight);
propertyTabPosition:TTabPositionEx;

脱明タブの表示位置を指定します。タブは、上下だけでなく左右にも表示できます。

イベント

propertyOnDrawTab:TDrawエヒemEven上；

説明オーナー描画タブコントロールで、タブを描画するために発生するイベントです。

TTableEx
ユニット:DBExCtls

TObject・TPersistent・TComponent・TDataSet・TBDEDataSet・TDBDataSet・TTable・TrableEx

説明

Paradox/dBASE特有の機能に対応したテーブルコンポーネントです。

TTableExコンポーネントは、ParadoxおよびdBASE特有の機能に対応しています。

・Paradoxテーブルの自動リフレッシュ

．〔旧ASE/Paradoxテーブルの圧縮

・暗号化dBASEテーブルのサポート

Paradoxテーブルで、ネットワークでテーブルを共有している際にリモートでデータが

更新されたかどうかを調べ、自動的にリフレッシュをかけることができます。

この機能を利用するためには、Timerコンポーネントと組み合わせて使います。

TableExとTimerを配置し、TableExのTimerプロパティに配置したTimerコンポーネン

トの名前を指定します。これによって、タイマーのイベントが発生するたびに、自動的に
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③

テーブルがリモートで更新されたかどうかを調べ、必要に応じてRefreshメソッドを呼び

出します。スタンドアロン環境では自動リフレッシュは無効です。

また、dBASEテーブルではレコードを削除しても、実際の.DBFファイルでは削除フラ

グが付けられるだけで、完全には削除されません。Paradoxテーブルは、効率のためメモ

項目などは削除されません。

PackTableメソッドを使うと、これらのテーブルから、削除すべきレコードを実際に削

除し、テーブルを圧縮します。なお、別のアプリケーションで同じオープンしている場合

は、圧縮できません。Delphiのフォーム上でTableExのActiveプロパティをTrueにして

いる場合も、オープンしていることになりますので注意してください。

TableExでは、暗号化されたdBASEテーブルをオープンすることもできます。

AllowDBaseLoginプロパティをTrueにし、OnDBaseLoginイベントハンドラを定義する

ことで、暗号化されたテーブルを扱えるようにします。

CHAP5¥PACKDB.DPR

CHAP5¥CHKDBEX.DPR

プロパティ

propertyAllowDBaseLogin:Boolean;

説明暗号化されたdBASEテーブルを扱うかどうかを指定します。AllowDBaseLoginをTrue

にすると、暗号化されたdBASEテーブルをオープンしようとするときにOnDBaseLogin

イベントが発生します。ここで、適切なグループ名やユーザー名を返すことで、暗号化さ

れたdBASEテーブルをオープンできます。

propertyTimer:TTimer;

説明Paradoxテーブルの自動リフレッシュを行なうためのTimerコンポーネントを指定しま

す。Timerコンポーネントが指定されていない場合は、Paradoxテーブルの自動リフレッ

シュは無効です。

メソッド
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説明dBASEまたはParadoxテーブルの削除レコードを、完全にファイルから取り除き、フ

ァイルサイズを圧縮します。
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procedureProcessMessages;

説明自動リフレッシュを有効にしている場合、Application.ProcessMessagesの代わりに呼び

出します。Timerプロパティを設定して自動リフレッシュを有効にしている場合、タイマ

ーのイベントハンドラでリモート更新を調べます。テーブルや問い合わせのようなデータ

ベースを処理するイベントハンドラでApplication.ProcessMessagesを呼び出すと、この

処理中にタイマーイベントが発生して、さらにデータベース処理が呼び出されてしまう可

能性があります（再入)。

TTableExのProcessMessagesは、Timerプロパティに割り当てられたタイマーの動作

を禁止してからApplication.ProcessMessagesを呼び出すため、再入の問題を避けること

ができます。

propertyTableChanged:Boolean;

説明テーブルがリモート更新されたかどうかを返します｡直前の状態をたしかめるためには、

TableChangedプロパティを参照する前にBDEAPIのDbiCheckRefreshを呼び出します。

イベント

type

TDBaseLoginEvent=procedure(Sender:TObjec上；
varUserName,GroupName,UserPassword:string)ofobjec上；

propertyOnDBaseLogin:TDBaseLoginEvent;

鋭明AllowDBaseLoginプロパティがTrueのとき、暗号化されたdBASEテーブルをオープン

しようとすると発生するイベントです。このイベントハンドラで、オープンしようとする

dBASEテーブルに対するUserName、GroupName、UserPasswordを設定すれば、暗号化

されたdBASEテーブルをオープンできます。

ユーザー名やパスワードの入力には、LoginDialogを使うこともできます。

TWinPlace
ユニット:NewCtrls

TObject・TPersistent・TComponent・TWinPlace

TWinPlaceは、現在のフォームの位置や大きさをレジストリに記録したり、復元します。

説明TWinPlaceは、現在のフォームの位置や大きさの情報をレジストリに記録し、次回の起

動時に同じ位置と大きさに配置できるようにするものです。レジストリのキーは、

KeyNameプロパティで設定しますが、これはすべてのTWinPlaceコンポーネントで共通
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になります(TFontlnfoも共通のレジストリキーを使います)。

③ CHAP2¥USEWPLC.DPR

プロパティ

proper上yKeyName:string;

鋭明フォームの位置を保存するレジストリのキー名を指定します。このキーの中にフォーム

名のエントリが作られて、フォームの情報が記録されます。

メソッド

procedureReadlnfo;

説明レジストリからフォームの情報を読み出します。通常、フォームのOnCreateイベント

ハンドラで呼び出します。

procedureWritelnfo;

説明フォームの情報をレジストリに書き出します。通常、フォームのOnDestroyイベント

ハンドラで呼び出します。

クリックとダブルクリックの判別
ユニット:SysCtrls
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クリックとダブルクリックを区別して処理したい場合に使う関数です。

説明通常、Windowsではダブルクリックする場合でも、必ずその前にクリックイベントが

発生します。このため、（単一の）クリックとダブルクリックで異なる処理をしたい場合

には、単純にOnClickとOnDblClickを使うことはできません。

MarkDoubleClick手続きとCheckDoubleClick関数を使うことで、クリックとダプルク

リックで異なる処理を実行できます。この2つの手続きと関数は、必ず対で使用してくだ

さい。

MarkDoubleClickは、コントロール（またはフォーム）のOnClickイベントハンドラで

呼び出します。OnClickイベントハンドラでは、これ以外の処理はしません。

CheckDoubleClickは、コントロールのOnDblClickイベントハンドラで呼び出します。

CheckDoubleClickがTrueを返す場合はダブルクリックのための処理を、Falseを返す場
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合はクリックのための処理を実行します。

クリックとダブルクリックを区別するためには、最初のクリックから一定期間に2回目

のクリックがないことを確認しなければなりません。このため、クリックの処理でも、一

定期間は処理を開始できないことに注意してください。

②CHAP4¥DBLCLK.DPR

関数と手続き

procedureMarkDoubleClick(ACtrl:TObject);

説明OnClickイベントハンドラで呼び出します。内部では、クリックとダブルクリックを調

べるためのコントロールを設定し、内部でタイマーを設定します。

functionCheckDoubleClick(ACtrl:TObject):Boolean;

脱明OnDblClickイベントハンドラで呼び出します。OnDblClickイベントは、ダブルクリッ

クされた場合、および最初のクリックから一定時間に2回目のクリックがなかった場合に

発生します。CheckDoubleClickを呼び出すことで、どちらに該当するかを判別できます。

Trueを返す場合はダブルクリックの処理を、Falseを返す場合はクリックの処理を行ない

ます。

月･曜日名の設定
ユニット:SysCtrls

⑭

英単語の月名や曜日名を使いたい場合に呼び出します。

説明Delphi3では、FormatDateTimeなどでaaaafmmmmなどの書式が使われると、シス

テムの設定に合わせて月名や曜日名を返します。このため、日本語Windowsでは日本語

の月名（1月、2月など）や曜日名（日曜日、月曜日など）が返されます。

これらの名前は、ShortMonthNamesやLongDayNamesなどのグローバル変数に登録さ

れているため、InitMonthDayNamesを呼び出すことで英単語の月名(January、February

など）や曜日名(Sunday、Mondayなど）を使えるように再初期化できます。

CHAP3¥DAYNAMES.DPR
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手続き

procedureInitMonthDayNames;

脱明月名や暇日名の内部データを英単語に置き換えます。

procedureRestoreMonthDayNames;

脱明月名や曜日名の内部データを初期状態に戻します。

文字判別関数
ユニット:SysCtrls

C/C++の文字判別関数に対応する関数群です。

説明C/C+-卜で使われている、一般的な文字判別関数に対応する関数群です。

② CHAP3¥CHKCHAR.DPR

関数

目ト

字
、
ｊ
ｌ
ｌ
文
字
１
１
ｆ

字
１
１
イ

ｊ
文
字
字
字
能
文
字
字
毒
即
叫

鑑
詞
函
輝
詞
誕
雌
緬
恥
醒
越
進
卜
字

英
英
率
制
数
表
英
印
区
空
英
妬
剰
漢

ｆ
ｆ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ
ー
１字漢 の

●
●
●
●
〃
●
ロ
ロ
寺
〃
◆
〃
●
〃
◆
ｇ
▼
●
″
●
″
●
″
●
〃
１
，
－
■
〃
》

Ｇ
〃
》
ず
■
■
も

『
土
『
上
１
－
『
上
１
｛
１
一
一
上
『
上
『
土
勺
上
旬
上
Ｏ
；
函

逝
恥
恥
睡
恥
睡
睡
麺
麺
睡
恥
《
麺
狸

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
・
ヒ
ー
ー
Ｏ

恥
恥
恥
球
韮
平
率
呼
睡
恥
恥
町
恥
函

１
１
１
‐
１
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
１
工

》
》
》
唖
唖
睡
唖
》
睡
睡
唖
畦
睡
恥

く
く
く
く
く
く
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
１
ｔ
ｌ
２

Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
く
Ｃ
く

。
．
。
。
。
。
。
。
。
。
。
．
。
．
。
。
：
。
。
・
・
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｃ

皿
埴
型
型
止
血
唾
正
吐
醒
垂
璽
誕
誕

郵
趣
》
亜
麺
醒
坤
・
醒
函
》
唾
錘
画
趣

・
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
・
工
・
工
・
工
・
工
・
工
・
１

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

Ｏ
Ｏ
○
○
○
。
。
Ｏ
○
◎
。
○
◎
。

。
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
ユ
・
工
・
ユ
・
工
・
工
・
工
・
１

ｔ
・
ヒ
ヒ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
・
じ
じ
ヒ
ヒ
ー
ヒ
ヒ
ヒ

Ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

Ｅ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

脱明それぞれの関数は、引き数に与えられた文字が右側にコメントされている文字であれば

Trueを、そうでなければFalseを返します。

③ CHAP3¥CHKCHAR.DPR
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